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（別添２－１） 

（用紙 日本工業規格Ａ４縦型） 

設 置 計 画 の 概 要 
 

事 項 記               入               欄 

事 前 相 談 事 項  事前伺い 

計 画 の 区 分  学部の学科の設置 

フ リ ガ ナ 

設 置 者 

 ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ ｲﾜﾃﾀﾞｲｶﾞｸ 
 国立大学法人 岩手大学 

フ リ ガ ナ 

大 学 の 名 称 

 ｲﾜﾃﾀﾞｲｶﾞｸ 
 岩手大学（Iwate University） 

新 設 学 部 等 に お い て 

養 成 す る 人 材 像 

人文社会科学部 
① 変化が著しい現代社会の問題を総合的観点から理解する能力と，人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力

を有し，震災復興に臨む地域社会及びグローバル化が進む国際社会の諸課題を自ら見いだし，解決に向け行動し貢献で

きる人材を育成する。 
② 現在の「４課程－８コース」編成に替え「２課程－14 専修プログラム」の教育課程を導入し，人間・文化・社会・

環境の教育研究分野について，学生が自らの目的意識に基づき主体的に，かつ系統立てて総合的な学修を進められるよ

うにする。既存の「主副専攻制（副専攻基礎 10 単位必修）」を，専修プログラムに基づく「主副専修制度（主専修 34
単位：副専修 16 単位必修）」に刷新し，主専修の学びを自覚して深化させると同時に，副専修として幅広い分野への理

解を拡充することで，総合化能力を強化する。 
 
人文社会科学部人間文化課程 
① 多様な固有文化を創造し，歴史的に継承されてきた地域の在り方と，そこに暮らす人間の振る舞い方を多角的に学修

し，グローバル化対応を踏まえた地域づくりと住民の心身両面の健やかな生活に貢献できる人材，及び地域の来歴を踏

まえ文化を世界に向けて発信できる人材を育成する。 
② 行動科学・スポーツ科学・文化科学・芸術の各分野を踏まえ，専修プログラムとして「行動科学」，「スポーツ科学」，

「現代文化」，「異文化間コミュニティ」，「歴史」，「芸術文化」，「英語圏文化」，「ヨーロッパ語圏文化」及び「アジア圏

文化」を配置する。各プログラムの特長を活かし，地域課題に取り組ませるとともに，相互の連携のもと，グローバル

化に対応した地域づくりに向け，総合的視野と実践力を修得させる。 
③ 公務員（専門職・一般職），一般企業（調査会社，マスコミ・放送・出版広告，観光・旅行・航空・ホテル，流通，

デザイン等），学校教員，スポーツクラブ，老人福祉・保健福祉施設，文化芸術関連施設，男女共同参画・多文化共生・

国際交流・まちづくり等の関連施設及びＮＰＯ，大学院進学等。 
 
人文社会科学部地域政策課程 
① 直近の震災復興から，未来のモデルとなる持続可能な社会づくりへの道筋を見据え，地域創生・地域マネジメントの

課題に，法学・経済学・環境学それぞれの分野の学修を軸としながら，総合的視点から取り組むことのできる人材を育

成する。 
② 課程共通科目において，地域課題との関連性のなかで法学・経済学・環境学の基礎理論を共通に学修させる一方で，

専修プログラムとして「政策法務」，「企業法務」，「地域社会経済」，「地域社会連携」及び「環境共生」を配置し，自ら

の目的意識に基づいて地域課題に取り組む能力を養う。各専修プログラムに PBL 科目を置き，具体的な解決手法の修

得を強化する。 
③ 地方公務員（専門職，一般職），国家公務員，裁判所事務官，検察事務官，各種金融機関（地方銀行，信用組合，生

命保険会社），経営コンサルタント，環境コンサルタント，一般企業（観光・旅行・航空・ホテル，貿易，流通，情報，

マスコミ・放送・出版広告，環境関連等），地域連携コーディネーター，まちづくり・環境・地域福祉等関連のＮＰＯ，

環境ジャーナリスト，大学院進学等。 
 

既 設 学 部 等 に お い て 

養 成 す る 人 材 像 

人文社会科学部 
① 自然科学との密接な関連のもとに人文社会科学の諸分野の専門性を身につけさせることにより，幅広く深い教養と豊

かな人間性をはぐくみ，総合的な知見，思考力，判断力と広い国際的視野を兼ね備えた，持続可能な社会の実現に向け

て活躍できる人材の養成を目的とする。 
② 「文系分野，理系分野にとらわれず，幅広く深く学ぶ能力」，「人間，文化，社会，環境を，現象だけにとらわれず，

それぞれの本質的視点から分析し，それらを総合し，判断する能力」及び「国際社会・地域社会のなかで，学び，考え，

行動するために必要なコミュニケーション能力」を修得することを目指す。 
 
人文社会科学部人間科学課程 
① 「人間情報科学コース」と「行動科学コース」の２コースによって構成され，人間に対する深い理解と幅広い視野に

基づく学際的・総合的な課題探求能力を持ち，現代社会の様々な課題を全体的に把握し，それらの課題に適切かつ柔軟

に対処できる人材を養成することを目的とする。 
② 「現代社会において新たに直面する事象を，自らの力で理解し判断する自発的課題探求能力」，「他者との相互的な関

わり，他者理解に際して，不可欠なコミュニケーション・スキル，プレゼンテーション・スキル」及び「経験（実習・

実験）による理解の機会を確保するとともに，チームワーク，リーダーシップなどの集団活動場面におけるスキル」を

修得することを目指す。 
③ 一般企業（マスコミ，放送，出版，流通，サービス等），公務員（専門職・一般職），病院・福祉施設，大学院進学等。 
 
人文社会科学部国際文化課程 
① 「文化システムコース」，「アジア文化コース」及び「欧米言語文化コース」の３コースからなり，文化の本質・動態

や現代文化の諸問題の理解・探求，アジア文化・欧米文化に関する知識の獲得，国際情報化社会に対応できるコミュニ

ケーション手段としての個別言語能力育成等を通じて，高度の国際化，情報化された現在の日本と世界で真に活躍でき

る知識と方法を持った人材を養成することを目的とする。 
② 「文化の本質と文化的システムの諸相，日本・中国をはじめとするアジア諸国，欧米諸国の文化，アジア・欧米とい

った広域文化圏の文化，さらにそれらの地域を越えた国際的な場における文化の諸相を理解する能力」及び「多様な文

化を諸領域にわたり学習し，主体的な研究活動を行うことによって，現在の諸課題を探求し解決する能力」を修得する

ことを目指す。 
③ 一般企業（マスコミ，広告，流通・貿易，製造，旅行・ホテル・航空等），金融機関，公務員，文化関連施設，文化

振興関連，教員，大学院進学等。 
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人文社会科学部法学・経済課程 
① 法学と経済学の結びつきをより緊密にすることによって，高度化・多様化する現代社会の諸現象を総合的・学際的に

把握するとともに，社会や地域が抱える今日的・将来的課題への対応・方策について学修することを「課程の教育目的」

としつつ，その下で，各コース（教育プログラム）が掲げる能力を修得した人材を養成することを目的とする。 
② 「高度化・多様化する現代社会を総合的・学際的に把握する能力」及び「社会や地域の要求に主体的・実践的に対応

する能力」を修得することを目指す。 
③ 公務員，金融機関，一般企業，ＮＰＯ，大学院進学等。 
 
人文社会科学部環境科学課程 
① 自然とその中での人間と社会の在り方について，幅広い知識を修得し理解を深めることにより，身近な地域から地球

規模に至る多様な環境問題に総合的視点から取り組み，持続可能な共生社会の構築に貢献できる環境人材を養成するこ

とを目的とする。 
② 「環境問題への対策を立案・評価し，実践に移す能力」，「科学的な分析手法を修得し，自然環境の現状・実態とその

問題を捉える能力」及び「自然と文化と，両者を媒介する人間との重層的な関係をフィールドに即して把握し，環境保

全・再生を図る能力」を修得することを目指す。 
③ 環境関連企業（環境アセスメント・廃棄物・水処理・リサイクル関連），一般企業（環境部門等），公務員，環境 NPO
等。 

 
教育学部 
① 教育に関わる実践的な知識・技能と学術諸分野に関する専門的な知識の修得を通して，幅広い視野と専門的な能力を

持つ学校教員，地域社会における生涯教育の指導者及び芸術文化活動の指導者の養成を目的とする。 
② 「幅広い教養に基づき，総合的視野から判断し行動できる能力」，「教育諸分野の指導者として必要な基礎的知識・技

能に基づく実践的能力」，「専門的知識・技能と課題探求能力に基づき教育諸分野で指導できる能力」を修得することを

目指す。 
 
教育学部生涯教育課程 
① 指導的な立場で生涯学習社会に貢献できる人材を養成する教育の場として，生涯教育の基礎となる知識を深め，地域

社会における文化活動やスポーツ活動・スポーツライフの充実を可能にする専門的で実践的な知識と能力を備えた人材

の養成を目的とする。 
② 「幅広い教養に基づく総合的思考力と日本語・地域文化・スポーツの各領域での基礎的な知識と教育のための諸能力」，

「日本語・地域文化・スポーツの各領域における学術的な課題を理解し，解決するためのスキルと，生涯学習を通じて

課題を探求しつづける能力」，「各領域における専門的な知識と技能を背景にした生涯教育における実践的指導能力」を

修得することを目指す。 
③ 一般企業（放送，運輸，サービス等），中学校・高等学校の教員，公務員，金融機関，大学院進学等。 
 
教育学部芸術文化課程 
① 伝統芸術の継承から新しい芸術の創造までを含んだ「美術」「書道」「音楽」各分野を基礎とし，さらなる専門研究に

よって芸術表現の可能性を追求しつつ，地域社会における芸術活動，教育活動に関わることのできる豊かな才能と知識

を持つ実践者・指導者の養成を目的とする。 
② 「芸術領域における指導者として必要な基礎的な知識及び技能」，「芸術領域における指導者として必要な基礎的な実

践力」，「芸術領域における指導者として必要な専門的知識と能力」を修得することを目的とする。 
③ 一般企業（デザイン，出版，情報，サービス等），中学校・高等学校の教員，公務員，大学院進学等。 
 

新 設 学 部 等 に お い て 

取 得 可 能 な 資 格 

【人文社会科学部 人間文化課程】 
 ・中学校教諭１種（国語，社会，英語，ドイツ語，フランス語） 
 ・高等学校教諭１種（国語，公民，地理歴史，書道，英語，ドイツ語，フランス語） 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要 
 ・学芸員 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，博物館に関する科目の履修が必要 
 
【人文社会科学部 地域政策課程】 
 ・中学校教諭１種（社会） 
 ・高等学校教諭１種（公民） 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要 
 ・学芸員 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，博物館に関する科目の履修が必要 
 

既 設 学 部 等 に お い て 

取 得 可 能 な 資 格 

【人文社会科学部 人間科学課程】 
 ・中学校教諭１種（社会） 
 ・高等学校教諭１種（公民，情報） 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要 
 ・学芸員 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，博物館に関する科目の履修が必要 
 
【人文社会科学部 国際文化課程】 
 ・中学校教諭１種（国語，社会，英語，ドイツ語，フランス語） 
 ・高等学校教諭１種（国語，地理歴史，英語，ドイツ語，フランス語） 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要 
 ・学芸員 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，博物館に関する科目の履修が必要 
 
 
【人文社会科学部 法学・経済課程】 
 ・高等学校教諭１種（公民） 
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  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要 
 ・学芸員 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，博物館に関する科目の履修が必要 
 
【人文社会科学部 環境科学課程】 
 ・学芸員 
  ① 国家資格，② 資格取得可能 
  ③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか，博物館に関する科目の履修が必要 
 
【教育学部 生涯教育課程】 
 ・中学校教諭１種（国語，社会，保健体育） 
 ・高等学校教諭１種（国語，地理歴史，公民，保健体育） 
  ①国家資格，②資格取得可能 
  ③卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要 
 ・社会教育主事 
  ①国家資格，②資格取得可能（単位取得後，１年間の社会教育主事補の経験を要す） 
  ③卒業要件単位に含まれる科目の履修のみで取得可能 
 ・学芸員 
  ①国家資格，②資格取得可能 
  ③卒業要件単位に含まれる科目の履修のみで取得可能 
 
【教育学部 芸術文化課程】 
 ・中学校教諭１種（音楽，美術） 
 ・高等学校教諭１種（音楽，美術，工芸，書道） 
  ①国家資格，②資格取得可能 
  ③卒業要件単位に含まれる科目のほか，教職関連科目の履修が必要 
 ・社会教育主事 
  ①国家資格，②資格取得可能（単位取得後，１年間の社会教育主事補の経験を要す） 
  ③卒業要件単位に含まれる科目の履修のみで取得可能 
 ・学芸員 
  ①国家資格，②資格取得可能 
  ③卒業要件単位に含まれる科目の履修のみで取得可能 
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新 

設 

学 

部 

等 

の 

概 

要 

新設学部等の名称 
修業 

年限 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

授与する学位等 

開設時期 

専 任 教 員 

学位又 

は称号 

学位又は 

学科の分野 
異動先 

助教 

以上 

うち 

教授 

人文社会科学部 
[Faculty of 
Humanities and 
Social Sciences] 

人間文化課程 
[Department of  
Human Sciences 
and Cultural 
Studies] 

4 125 3 年次 
6 512 学士 

（総合科学） 

文学関係，社会

学・社会福祉学

関係，美術関係，

体育関係 

平成 28 年 
4 月 

人文社会科学部人間科学課程 14 9 
人文社会科学部国際文化課程 23 10 
教育学部生涯教育課程 1 1 
教育学部芸術文化課程 6 5 
新規採用 3 0 

計 47 25 

地域政策課程 
[Department of 
Regional Policy] 

4 75 3 年次 
4 308 学士 

（総合科学） 

法学関係，経済

学関係，社会

学・社会福祉学

関係 

平成 28 年 
4 月 

人文社会科学部法学・経済課程 14 6 
人文社会科学部環境科学課程 6 2 
新規採用 1  
   

計 21 9 

既 
 

設 
 

学 
 

部 
 

等 
 

の 
 

概 
 

要 
 

既設学部等の名称 
修業 

年限 

入学 

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 

授与する学位等 

開設時期 

専 任 教 員 

学位又 

は称号 

学位又は 

学科の分野 
異動先 

助教 

以上 

うち 

教授 

人文社会科学部 

人間科学課程 4 40 

3 年次 
10 

160 学士 
（総合科学） 

社会学・社会福

祉学関係 
平成 12 年 

4 月 

人文社会科学部人間文化課程 14 9 
   
   
   

計 14 9 

国際文化課程 4 75 300 学士 
（総合科学） 文学関係 平成 12 年 

4 月 

人文社会科学部人間文化課程 23 10 
退職 1 1 
   
   

計 24 11 

法学・経済課程 4 70 280 学士 
（総合科学） 法学関係 平成 12 年 

4 月 

人文社会科学部地域政策課程 14 6 
退職 1 1 
   
   

計 15 7 

環境科学課程 4 30 120 学士 
（総合科学） 

法学関係，経済 
学関係，社会

学・社会福祉学 
関係，理学関係 

平成 12 年 
4 月 

人文社会科学部地域政策課程 6 2 
理工学部物理・材料理工学科 6 3 
退職 1 1 
   

計 13 6 

教育学部 

生涯教育課程 4 50 － 200 学士 
（生涯教育） 

文学関係，体育

関係 
平成 12 年 

4 月 

人文社会科学部人間文化課程 1 1 
教育学部学校教育教員養成課程 11 8 
   
   

計 12 9 

芸術文化課程 4 40 － 160 学士 
（芸術文化） 

美術関係，音楽

関係 
平成 12 年 

4 月 

人文社会科学部人間文化課程 6 5 
教育学部学校教育教員養成課程 2 0 
退職 4 4 
   

計 12 9 

【備考欄】 
廃止 
 教育学部 
  生涯教育課程（△50 名），芸術文化課程（△40 名）の廃止 
   ※ 平成 28 年 4 月学生募集停止 
 工学部（廃止） （△400） ※ 平成 28 年 4 月学生募集停止 
 農学部 
  農学生命課程（△55 名），応用生物化学課程（△40 名），共生環境課程（△55 名），動物科学課程（△30 名）の廃止 ※ 平成 28 年 4 月学生募集停止 
 教育学研究科 
  学校教育実践専攻（△12），教科教育専攻（△20 名）の廃止   ※ 平成 28 年 4 月学生募集停止 
 
設置 
 農学部 
  植物生命科学科（40 名），応用生物化学科（40 名），森林科学科（30 名），食料生産環境学科（60 名），動物科学科（30 名）の設置 
 （平成 27 年 7 月届出） 
 理工学部の設置  （440）（平成 27 年 3 月申請） 
  化学・生命理工学科（90） 
  物理・材料理工学科（80） 
  システム創成工学科（270） 
 教育学研究科 
  教職実践専攻（専門職大学院）（16）（平成 27 年 3 月申請） 
 
 



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎ゼミナール 1前 1 ○ 6 4

小計（１科目） － 1 0 0 6 4 0 0 0 0 －

英語総合Ⅰ（初級） 1前後 1 ○ 1 1 1 兼1

英語総合Ⅱ（初級） 1前後 1 ○ 2 1 兼2

英語総合Ⅰ（中級） 1前後 1 ○ 3 兼8

英語総合Ⅱ（中級） 1前後 1 ○ 3 1 兼5

英語総合Ⅰ（上級） 1前後 1 ○ 1 2 兼5

英語総合Ⅱ（上級） 1前後 1 ○ 2 2 兼5

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前後 1 ○ 兼8

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前後 1 ○ 兼6

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前後 1 ○ 兼7

英語基礎 1前 1 ○ 兼1

英語発展Ａ 2・3前 1 ○ 1

英語発展Ｂ 2・3後 1 ○ 1

英語発展Ｃ 2・3前 1 ○ 1

英語発展Ｄ 2・3後 1 ○ 1

英語発展Ｅ 2・3前 1 ○ 1

英語発展Ｆ 2・3後 1 ○ 1

英語発展Ｇ 2・3前 1 ○ 1

英語発展Ｈ 2・3後 1 ○ 1

初級ドイツ語（入門） 1前後 1 ○ 1 2 兼4

初級ドイツ語（発展） 1前後 1 ○ 1 2 兼4

中級ドイツ語 1後 1 ○ 1

初級フランス語(入門) 1前後 1 ○ 3 2 兼6

初級フランス語(発展) 1前後 1 ○ 4 2 兼3

中級フランス語 1後 1 ○ 1 2

初級ロシア語(入門) 1前 1 ○ 兼1

初級ロシア語(発展) 1前 1 ○ 兼1

中級ロシア語 1後 1 ○ 1 兼2

初級中国語（入門） 1前後 1 ○ 1 兼4

初級中国語（発展） 1前後 1 ○ 1 兼5

中級中国語 1後 1 ○ 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 ○ 1 兼2

初級韓国語（発展） 1前後 1 ○ 1 兼2

中級韓国語 1後 1 ○ 1 兼1

上級日本語Ａ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｄ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 ○ 兼1

小計（４４科目） － 0 43 1 8 9 1 0 0 兼43 －

健康・スポーツＡ 1前 1 ○ 1

健康・スポーツＢ 1後 1 ○ 1

健康・スポーツＣ（シーズン) 1・2後 1 ○ 兼2 集中

小計（３科目） － 1 2 0 1 0 0 0 0 兼2 －

情報基礎 1前 2 ○ 2 1 兼1

小計（１科目） － 2 0 0 2 1 0 0 0 兼1 －

－

健康・
スポー
ツ科目

－

情報
科目 －

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人文社会科学部人間文化課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教
養
教
育
科
目

実
践
知
科
目

転換
教育
科目

－

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

岩手大学－5



哲学の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼1

倫理学の世界 1・2後 2 ○ 兼1

日本の思想と文化 1・2前後 2 ○ 1

アジアの思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

欧米の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

日本の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 1 兼1

アジアの歴史と文化 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 1 兼1

ジェンダーの歴史と文化 1・2前 2 ○ 1

女性と科学の関係史 1・2後 2 ○ 1

大学の歴史と現在 1・2前 2 ○ 兼1

岩手大学ミュージアム学 1・2前 2 ○ 兼1

心の理解 1・2前後 2 ○ 3 1 兼4

日本の文学 1・2前後 2 ○ 1 兼1

言葉の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼2

中国の文学 1・2前後 2 ○ 1

欧米の文学 1・2後 2 ○ 1

欧米の言語論 1・2前 2 ○ 1

芸術の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼1

日本語表現技術入門 1・2前 2 ○ 1

図書館への招待 1・2後 2 ○ 兼1

コミュニケーションの現在 1・2後 2 ○ 1

心と表象 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ａ 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ｂ 1・2後 2 ○ 兼1

英語で学ぶ日本の文化 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２６科目） － 0 52 0 9 7 0 0 0 兼18 －

市民生活と法 1・2前 2 ○ 兼4

憲法 1・2前後 2 ○ 兼5

経済のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼3

現代社会と経済 1・2前後 2 ○ 兼5

市民と政治 1・2前 2 ○ 兼2

現代政治を見る眼 1・2後 2 ○ 兼2

社会的人間論 1・2前後 2 ○ 1 1 兼3

現代社会の社会学 1・2前後 2 ○ 1 1 兼3

地域と生活 1・2前 2 ○ 1 兼1

地域と社会 1・2後 2 ○ 1 兼1

対人関係の心理学 1・2前後 2 ○ 1 兼2

知的財産入門 1・2前 2 ○ 兼1 集中

知財ワークショップ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

キャリアを考える 1・2前後 2 ○ 兼1

科学・技術と現代社会 1・2前 2 ○ 兼1

ボランティアとリーダーシップ 1・2前 2 ○ 1 集中

現代の諸問題 1・2前 2 ○ 兼1

公共社会 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＡ 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＢ 1・2後 2 ○ 兼1

小計（２０科目） － 0 40 0 3 2 0 0 0 兼31 －

生命のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼4

自然のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と数理 1・2前後 2 ○ 兼2

数理のひろがり 1・2前後 2 ○ 兼2

宇宙のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

物質の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と法則 1・2前後 2 ○ 兼1

自然と数理の世界 1・2前 2 ○ 兼1

自然の科学 1・2前 2 ○ 兼1

科学と技術の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

くらしと科学技術 1・2後 2 ○ 兼1

科学技術 1・2前 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼19 －

「環境」を考える 1後 2 ○ 兼1

生活と環境 1後 2 ○ 兼1

環境
科目

文
化
科
目

－

社
会
科
目

－

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

－

学
問
知
科
目

教
養
教
育
科
目
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都市と環境 1後 2 ○ 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 ○ 兼1

地球環境と社会 1後 2 ○ 兼1

水と環境 1後 2 ○ 兼1

廃棄物と環境 1後 2 ○ 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 ○ 兼1

森林と環境 1後 2 ○ 兼1

動物と環境 1後 2 ○ 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 ○ 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 ○ 兼1

環境の科学 1後 2 ○ 兼1

小計（１３科目） － 0 26 0 0 0 0 0 0 兼12 －

現代社会をみる視角 1・2後 2 ○ 兼1

岩手の研究 1・2後 2 ○ 兼1

環境マネジメント実践学 1・2前 2 ○ 兼1

いわて学Ⅰ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

いわて学Ⅱ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

宮沢賢治の世界 1・2後 2 ○ 1

危機管理と復興 1・2後 2 ○ 1 集中

持続可能なコミュニティーづくり実践学 1・2前 2 ○ 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ 1・2後 2 ○ 兼1

地場産業・企業論 1・2前 2 ○ 兼1 集中

三陸の研究 1・2後 2 ○ 兼1

自然災害と社会 1・2前 2 ○ 兼1

東北の歴史 1・2後 2 ○ 1

地域を考える 1・2前 2 ○ 兼1

地域と国際社会 1・2後 2 ○ 兼1

海外研修－世界から地域を考える－ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

小計（１６科目） － 0 32 0 3 0 0 0 0 兼10 －

初年次自由ゼミナール 1後 1 ○ 兼6

小計（１科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼6 －

地域課題演習A 2・3前 2 ○ 兼1 集中

地域課題演習B 2・3後 2 ○ 兼1 集中

地域課題演習C 2・3前 2 ○ 兼1

地域課題演習D 2・3後 2 ○ 兼1

地域課題演習E 2・3前 2 ○ 兼1 集中

地域課題演習F 2・3後 2 ○ 兼1 集中

地域課題演習G 2・3前 2 ○ 兼1

地域課題演習H 2・3後 2 ○ 兼1

小計（８科目） － 0 16 0 0 0 0 0 0 兼5 －

総合科学論Ⅰ 3前 2 ○ 25 21 兼21

総合科学論Ⅱ 3後 2 ○ 25 21 兼21

日韓学生の協働研修Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 1

日韓学生の協働研修Ⅱ 2・3前 2 ○ 1 1

西部カトリック大学語学研修 2・3後 2 ○ 1 1

1・2後 2 ○ 2 2

1・2後 2 ○ 2 2

1・2後 2 ○ 2 2

1・2後 2 ○ 2 2

－ 4 14 0 25 21 1 0 0 兼21 －

人間文化入門 1前 2 ○ 25 21 1

人間文化研究 1後 2 ○ 25 21 1

国際交流研修 1前 2 ○ 25 21 1

国際課題研修（芸術） 2後 2 ○ 5 1

日本語表現基礎 2前 2 ○ 1 1

日本語読解基礎 2前 2 ○ 1 1

ドイツ語基礎 2後 2 ○ 1

フランス語基礎 2後 2 ○ 4 2

ロシア語基礎 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

中国語基礎 2・3後 2 ○ 1 隔年

韓国語基礎 2・3後 2 ○ 1 隔年

社会調査法 1後 2 ○ 1 1

人間行動論 2前 2 ○ 8 5 オムニバス

スポーツ科学 1後 2 ○ 2 1 オムニバス

課題解決型国際研修（中国語）

小計（13科目） －

課
程
共
通
科
目

課
程
共
通
科
目

課
程
科
目

課
程
科
目

教
養
教
育
科
目

学
問
知
科
目

実
践
知
科
目

地
域
関
連
科
目

－

地
域
課
題
演
習
科
目

－

－

地
域
関
連
科
目

－

環
境
科
目

課題解決型国際研修（英語）

学
部
共
通
科
目

課題解決型国際研修（ドイツ語）

課題解決型国際研修（フランス語）

課程導
入科目
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現代文化論 2前 2 ○ 4 オムニバス

異文化間コミュニティ論 2前 2 ○ 3 オムニバス

芸術文化論 2前 2 ○ 5 1 オムニバス

歴史学概論 2前 2 ○ 3 1 オムニバス

英語圏文化論 2前 2 ○ 4 1 1 オムニバス

ヨーロッパ語圏文化論 2前 2 ○ 2 5 オムニバス

アジア圏文化論 2前 2 ○ 3 2 オムニバス

絵画基礎 1前 2 ○ 兼1

彫刻基礎 1後 2 ○ 兼1

工芸基礎 1後 2 ○ 1

デザイン基礎Ａ 1前 2 ○ 1

デザイン基礎Ｂ 1後 2 ○ 1

書法基礎 1後 2 ○ 1 1

ドイツ語コミュニケーション基礎 1後 2 ○ 1

フランス語コミュニケーション基礎 1後 2 ○ 1

ロシア語コミュニケーション基礎 1後 2 ○ 1

特別研究 4通 6 ○ 25 21 1

－ 10 56 0 25 21 1 0 0 兼3 －

主専修プログラム
0
～
14

52
～
294

0 別紙のとおり

副専修プログラム 0
56
～
290

0 別紙のとおり

地域政策入門Ａ 1前 2 ○ 兼21

地域政策入門Ｂ 1前 2 ○ 兼21

民法（総則）Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

民法（総則）Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

経済学基礎Ⅰ 1前 2 ○ 兼1

経済学基礎Ⅱ 1後 2 ○ 兼1

環境政策論Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

環境経済論Ⅰ 1後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 9 12 0 0 0 兼21 －

自由選択科目 6

－
14
～
28

409
～
634

0 25 21 1 0 0 兼169 －

学位又は学科の分野
文学関係，社会学・社会福祉学関係，美
術関係，体育関係

－

合計（科目） －

　学士（総合科学）

目

学位又は称号

他
課
程
科
目

－小計（31科目）

－

－

小計（8科目） －
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設置の趣旨・必要性

Ⅰ　設置の趣旨・必要性
　人文社会科学部は，現在の「４課程８コース」から，人間文化課程及び地域政策課程からなる「２課程，14専修プログ
ラム」に改編するだけでなく，現行の「主副専攻制」を改め「主副専修プログラム制」を新規導入し，必修化すること
で，総合系学部として「ものごとを広い視野から捉える総合化力」と「柔軟なコミュニケーション能力」の修得をさらに
充実させるとともに，地域課題の解決に不可欠な「踏み出す力（＝実践力）」の育成を強化する。
　現在の人間科学課程及び国際文化課程を統合し，人間文化課程を設置することで，東日本大震災の被災者が抱える心身
の問題の解決に向け支援できる人材，及び震災復興から地方創生に向けて，文化的な活動を通じて，グローバルな視点か
ら地域社会に貢献できる人材を養成するために，総合的な教育研究を行う必要がある。
　専門性の明確化と総合化の充実を図るため，主副専修プログラム制を導入する。学生は，人間文化課程開設の９つの専
修プログラムから１つを主専修プログラムとして履修し，専門分野に関する自らの学修を明確化し深化させることができ
る。さらに自課程・他課程等からもう１つを副専修プログラムとして選択するとともに，主専修プログラムと副専修プロ
グラムを，計画的・主体的に学修することで，多様な総合化を図ることができる。
　主副専修プログラム制に基づき，学生が計画的かつ主体的に総合化学修を進められるようにサポートするシステムとし
て，学修ポートフォリオを導入する。学修ポートフォリオは，学生がポートフォリオを学期毎に作成し，担当教員からの
フィードバックを踏まえ，「学修計画立案→実施→点検・自己評価→学修計画修正・改善」の一連の作業に自ら取り組む
ものである。入学から卒業に至る全在学期間にわたり，自らの学修の現状・成果・方向性を可視化することにより，学生
自身の主体性・積極性・対応能力を育成する。

・　学士の学位「総合科学」について
　既設学部では，４課程（人間科学，国際文化，法学・経済，環境科学）・８コース制を敷き，各課程・コースでそれぞ
れに「専門深化と総合化」を図るだけでなく，高年次学部必修科目「総合科学論Ⅰ・Ⅱ」（３年次，合計４単位）の実
施，副専攻制（副専攻基礎１０単位必修）の導入をもって，「総合科学」の教育理念を追求してきた。「総合科学論Ⅰ・
Ⅱ」は，諸学問に共通する方法論や，諸学問が共通に取り組んでいる現代の問題を，総合的学際的に考察する科目で，主
副専修プログラム制によりそれぞれの学生が個別に進める総合化の学修を，学部共通の総合化の教育理念にもとに束ねる
役割を果たす最重要科目であり，それゆえに学部教員全員が担当する体制を取ってきた。また副専攻制は総合的教育の体
系化・具体化を狙ったものであった。
　改組にあっては，「総合科学論」を改善のうえ，引き続き実施することは言うまでもなく，地域創生を目標に，地域に
根ざしグローバルな視点（つまり総合的視点）から実践的に貢献できる人材の養成に焦点を絞り，４課程制を改め２課程
制（人間文化，地域政策）とすることで，課程における学修の総合化・学際化の方針をより鮮明にする。さらに，学生の
主体的学修につなげる主副専修プログラム制（「行動科学」から「環境共生」に至る１４プログラムより主副を選択）を
採ることにより，従来の副専攻での必修１０単位を副専修プログラムでは必修１６単位に増強することで，「総合科学」
のための教育の質，学士号授与の水準を確保する。
　よって，「総合科学」の意味が広範的一般的であることに留意しつつも，改組にあたり，人文社会科学部創設以来の
「総合科学」の教育理念を堅持し，総合性を養成する教育課程を刷新・強化するという基本方針に照らし，授与する学士
の名称はこれまでと同じく「総合科学」とする。

Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色
・ 行動科学・スポーツ科学・文化科学・芸術の各分野を踏まえた，総合的な教育研究を行う。
・ 課程導入科目として「人間文化入門」と「人間文化研究」を置き，地域が直面する問題を総合的に学修させる。「国際
交流研修」等の課程共通科目では，課程の全学生が国際交流体験や社会に実践的に関わる体験を行い，国際社会や地域社
会への参画の意欲や経験を獲得することによって，２年次以降の交換留学や社会貢献実践の学びへの導入とする。
・ １年次での基礎科目の履修，２年次以降の実践的な演習・実験・実習を中心とするアクティブ・ラーニング科目を通じ
て，グローバル化に対応した地域づくり，地域社会の活性化に貢献する実践力を養う。
・ １･２年次における基礎的な総合化教育を踏まえ，９つの専修プログラム（「行動科学」，「スポーツ科学」，「現代
文化」，「異文化間コミュニティ」，「歴史」，「芸術文化」，「英語圏文化」，「ヨーロッパ語圏文化」及び「アジア
圏文化」）を配置し，総合化を踏まえた専門性の明確化を図る。
・ 学部共通必修科目「総合科学論Ⅰ」（３年前期，２単位），「総合科学論Ⅱ」（３年後期，２単位）において，諸学に
共通する方法論・パラダイムに関わる問題（例えば「合理性と非合理性」，「部分と全体」）や，諸学問が収斂し取り組
んでいる現代の具体的な問題（例えば，「現代の学問と平和」，「環境問題と諸科学」）を学修する。これにより，主専
修プログラムによって深めた専門的学修と副専修プログラムにより拡げた総合的学修を，より根本的な次元及びより広い
問題領域に関係づけることで，主副専修プログラム制を通じて追求し蓄積してきた自らの学修の方向性・位置づけを学生
に理解させ，総合化を実質的なものとする。

・ 「行動科学専修プログラム」では，震災を契機とする地域住民の心身の問題への対応を念頭に，心理学・社会学・情報
科学からなる行動科学的アプローチを学修する。「スポーツ科学専修プログラム」では，行動科学（心理学・社会学・生
理学等）的な側面からスポーツを学修し，地域の現場で実習を行う「地域スポーツコーディネート実習」「スポーツ社会
調査実習」の履修によって醸成される現場感覚を踏まえて，スポーツを通して地域づくりを担える人材の養成，とりわけ
東日本大震災の復興における地域住民の心身の健康づくりやコミュニティ再生を行うことができる人材の養成を行う。こ
うした地域の人々のあり方を踏まえ，地域と国際双方を視野に収めたうえで文化を多面的に学修するのが，「現代文化」
から「アジア圏文化」に至る７専修プログラムである。「現代文化専修プログラム」では，文化のあり方全般を学修し，
流動化する地域社会に今後必要となる文化的営みについて学修する。「異文化間コミュニティ専修プログラム」では，異
文化との接触において社会に顕在化するマイノリティの抑圧・排除の現状と打開策について学修し，地域社会のグローバ
ル化対応に貢献できる人材を養成する。「歴史専修プログラム」では日本・アジア・欧米を政治・経済，社会，文化等の
歴史的観点から俯瞰し，現代社会の方向性を考察する能力を養成する。「芸術文化専修プログラム」では，文化を通じて
地域を活性化し，地域から世界に向けて発信できる人材を養成するために，実践的な教育研究を行う。そして「英語圏文
化」，「ヨーロッパ語圏文化」，「アジア圏文化」の３専修プログラムでは，それぞれの領域の言語，文学，文化，歴史
を学修し，かつ実践的な言語コミュニケーション能力を修得したうえで，地域から国際社会に向け活躍できる人材を養成
する。以上の９専修プログラムにより，人々の健やかな暮らしと地域社会・地域文化の関わり，及び地域から世界に至る
多様な社会・文化のつながりを学修する人間文化課程の教育課程が構成される。
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・ 学生は，「主副専修制度」により，自課程の９つの専修プログラムから１つを主専修として選択するとともに，さらに
自課程・他課程等のプログラムからもう１つを副専修に選択する。主専修プログラムに「近い分野」あるいは「遠い分
野」の副専修プログラムを組合せることで，多様な学修成果，多様な能力を培うことが可能となる。例えば，前者の場
合，主専修「芸術文化専修プログラム」と副専修「現代文化専修プログラム」の組み合わせでは，芸術文化の実践的学修
を基礎とした地域からの文化発信能力に加え，現代文化における芸術の役割・意義について一層深い理解と多様な分析視
角が得られる。後者の例として，主専修「芸術文化専修プログラム」と他課程の副専修「地域社会連携専修プログラム」
の組合せでは，芸術文化の実践的学修を基礎とした地域からの文化発信能力が，地域社会・地域環境に固有の社会問題を
深く理解することで，地域における文化芸術の役割・存在意義が明確に理解され，より適切な形で増強される。
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行動科学専修プログラム

【プログラム基礎科目】２～３年次必修１０単位；選択必修１０単位

（必修） 社会調査実習，心理学基礎実験など１０単位

（選択必修）基礎統計学，統計学(検定･推定)などから２単位，心理

学概論，実験心理学などから４単位，社会学概論などから4単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修６単位

実験心理学演習A・Bなど演習科目から６単位

【養成人材像】 心理学・社会学・情報科学による行動科学的アプローチに基

づき，人間行動を総合的に理解し，地域住民の心身の問題，生きがいの問

題などに適切に対処できる人材を養成する。

入

学

【ヨーロッパ語圏副専修】課程内の遠い分野と

ヨーロッパ語圏の文化・言語の学修が付加さ

れ，観光等での異文化交流や災害時の外国

人支援に活躍できる。

【政策法務副専修】他課程の分野と

政策や法務関係の学修が補強され，地域社

会の生きがい作りに関わる政策立案のできる

地方公務員として活躍できる。

卒
業

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

２課程・１４専修プログラム制の概要

人間文化課程

（入学定員１２５）

地域政策課程

（入学定員７５）

行動科学 スポーツ科学

芸術文化

異文化間コミュニティ

政策法務

地域社会経済

企業法務

地域社会連携

環境共生

英語圏文化

ヨーロッパ語圏文化

アジア圏文化

歴史

現代文化

主専修プログラム（34単位） 副専修プログラム（16単位）

※基礎科目１０単位以上，展開科目

１０単位以上，計３４単位修得
２年次末主専修・副専修の選択を決定

＊２課程制による学修の総合化・学際化の強化

＊主副専修プログラム制と総合科学論による総合的学修の充実

＊学修ポートフォリオによる主体的学修の徹底

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能

総合科学論Ⅰ・Ⅱ
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スポーツ科学専修プログラム

【プログラム基礎科目】 必修１２単位

健康管理論，健康づくり運動論，健康スポーツ指導法Ⅰなど

【プログラム展開科目】 必修２単位，選択必修４単位

（必修） 健康障害と予防 （選択必修）スポーツ行動論演習A・B

，健康運動論演習A・Bなどから４単位

【養成人材像】 行動科学的な側面からスポーツを学修し，スポーツを通した

地域づくり，並びに心身の健康づくりの指導者となる人材を養成する。

入

学

卒
業

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能

【ヨーロッパ語圏副専修】課程内の遠い分野と

ヨーロッパ語圏の文化・言語の学修が補強さ

れ，スポーツツーリズムや海外の知見を取り

入れグローバルな活躍が期待できる。

【政策法務専修プログラム】他課程の分野と

政策や法務関係の学びが付加され，地域社

会のスポーツや健康に関する政策立案やコ

ーディネートできる地方公務員やＮＰＯ等の公

益法人の職員として活躍できる。

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

4

現代文化専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 必修４単位，選択必修６単位

（必修）文化事象探求Ａ～Ｄ ４単位

（選択必修） 表象文化論A～D，美学芸術学入門ほか諸分野から２

分野以上選択し６単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修１０単位

・社会文化思想論特講A・B，消費文化論特講ほか諸分野から２分野以上選択し４単位，

・表象文化論演習A～D，文化記号論演習A～Dほか諸分野から２分野以上選択し６単位

【養成人材像】 文化現象の生成・発展・変容を捉える学修をもとに，地域の

課題に文化的側面から貢献できる人材を養成する。

入

学

【異文化間コミュニティ副専修】遠いプログラムと

多様な文化が共生するための諸課題を把握す

る能力を修得し，コミュニティ形成の事業に寄

与できる。

【地域社会連携副専修】他課程のプログラムと

文化面以外の観点から地域社会の連携に取り

組む能力を修得し，地域社会の創生に広い視

野から寄与できる。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能

主専修プログラム ３４単位 特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）
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5

異文化間コミュニティ専修プログラム

【養成人材像】性別，国籍，言語・民族性などの違いからマイノリティ（少数者）が

生み出されるしくみ，社会的排除の現状と背景，当事者へのエンパワーメント・ス

キルを学び，諸課題を克服し地域創生に貢献できる人材を養成する。

入

学

卒
業

【行動科学副専修】課程内と遠い分野と

社会的排除の現状への社会学的な把握能力

や，心理学的な面でのエンパワーメント・スキ

ルをより深く学ぶことで，当事者支援の現場で

活躍できる。

【環境共生副専修】他課程の分野と

国際開発と環境・貧困の関係性など，社会的排

除を自然やグローバル経済とのかかわりで理

解する視座を学び，国際協力等NPOで働く能力

を高めることができる。

【プログラム基礎科目】 ２〜３年次 選択必修１４単位

ジェンダー論Ａ～Ｅほか各分野から２単位以上合計８単位，

文化記号論Ⅱ・Ⅲなどから４単位

民法（家族法）Ⅰ・Ⅱなどから２単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修１６単位

（選択必修）ジェンダー論特講Ａ～Ｄほか２分野以上から６単位

（選択必修）ジェンダー論演習Ａ～Ｄなどから６単位

（選択必修）社会文化思想論特講Ａ・Ｂなどから４単位

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

6

歴史専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 必修４単位

歴史資料論，史学史 ４単位

【プログラム展開科目】 ２～４年次（演習は３～４年次） 選択必修４単位

日本史演習Ⅰ～Ⅳ，アジア史演習A～D，社会文化思想論演習A～Dなどから4単位

【養成人材像】日本・アジア・欧米の過去を横断的に学び，現代の諸問題の

歴史的背景を理解したうえで，国際的視野と比較・対照の視点から，流動的

な現代社会において活躍できる人材を養成する。

入

学

【芸術文化副専修】課程内の遠い分野と

アジアや欧米の歴史・文化を踏まえ，地域の文

化の現状・課題を把握し，文化芸術関連施設，

出版・広告・教育業界の文化支援活動等で活

躍できる。

【地域社会連携副専修】他課程の分野と

日本やアジア・欧米の社会の歴史に関する学

修を活かし，地域社会の現在の諸問題の解決

を広い視野から構想し，企業・官公庁・NPO等

で，まちづくりや災害復興，文化財・資料の保

存等について貢献できる。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能

岩手大学－13



芸術文化専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 必修２単位，選択必修２単位

（必修）プロジェクト実践演習（基礎）

（選択必修）美学芸術学入門，デザイン論，色彩演習などから２単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 必修６単位，選択必修４単位

（必修）プロジェクト実践演習（発展） I～III ６単位

（選択必修）芸術文化論演習A～Ｄなど各演習科目から4単位

【養成人材像】造形を中心に芸術文化の実践的な教育研究を行い，地域にお

ける文化の活性化，及び地域からの文化発信に貢献できる人材を養成する。

入

学

【ヨーロッパ語圏文化副専修】課程内の遠い

分野と

ヨーロッパ芸術の背景を理解することによっ

て，日本・地域の芸術文化をより深く理解で

きる。

【地域社会連携副専修】他課程の分野と

地域と環境の問題を理解することで，地域

社会における芸術文化の役割をより広い視

点から捉えることができる。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

英語圏文化専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 必修４単位，選択必修８単位

（必修）英語コミュニケーション基礎Ⅰ・発展Ⅰ

（選択必修）英米文化論講義A～Hから２単位，英米文学講義A～

Dから２単位，言語習得論A・Bから２単位，英語学講義A～Fから２

単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修４単位

英米文学演習A～H，英米文化論演習A～D，英語習得論演習A～Dなどの

分野から１つを選択し４単位を修得

【養成人材像】 英語圏の言語・文化・文学を総合的に探求し，英語圏文化

への理解を深め，グローバル社会に対応できる実践的コミュニケーション

能力を有する人材を養成する。

入

学

【アジア文化圏副専修】課程内の遠い分野と

日本やアジアの歴史や文化を学ぶことで，英

語圏文化に対する理解を深め，またグローバ

ルな視点を獲得できる。

【環境共生副専修】他課程の分野と

持続可能な共生社会の構想や実践を学ぶこ

とで，異文化社会の共生に関する知識を強

化できる。

卒
業

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能
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9

ヨーロッパ語圏文化専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２〜３年次 選択必修４単位

ドイツ文化論講義A～C，フランス文学講義A～C，フランス文化論講

義A～C，ロシア文学・文化論講義などから4単位，

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修４単位

ドイツ語学演習A～C，ドイツ文化論演習A・B，フランス語学演習A～C，フ

ランス文学演習A～C，ロシア語学演習A～Cなどから4単位

【養成人材像】 ヨーロッパの言語・文化・文学を総合的に理解し，実践的な言語

コミュニケーション能力を修得したうえで，地域のグローバル化を牽引できる人材

を養成する。

入

学

【芸術文化副専修】課程内の遠い分野と

芸術を理解する能力が実践を通じてが強化さ

れる。地域の芸術をヨーロッパ諸言語を用い

て世界に発信する人材として，公務員や団体

職員，観光産業等で活躍できる。

【環境共生副専修】他課程の分野と

環境問題や共生社会をヨーロッパの視点から

考える能力が強化される。持続可能社会の実

現を目指す自治体の公務員やNPO団体等で

活躍できる。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位

）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

アジア圏文化専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 選択必修８単位

日本史講義Ａ・Ｂなどから２単位，アジア史講義Ａ～Ｄから２単位，

日本文学講義Ⅰ～Ⅳなどから２単位，中国文学講義Ⅰ・Ⅱなどから

２単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修８単位

日本史演習Ⅰ～Ⅳなどから2単位，アジア史演習Ａ～Ｄから2単位，日本文

学演習Ⅰ～Ⅳなどから2単位，中国語学演習Ａ～Ｄから2単位

【養成人材像】歴史的に日本・中国と深い関係をもつ東アジア地域について深い

理解をもち，多言語・多文化化が進む現代社会に対応できる能力を有する人材

を養成する。

入

学

【行動科学副専修】課程内の遠い分野と

社会心理の学修により，言語文化の背景を

より深く把握する能力が向上する。

【地域社会連携副専修】他課程の分野と

東北を中心とする地域の諸課題への取り

組みを学修することで，東アジアにおける

諸々の地域社会への理解が深まる。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な

総合化が可能

主専修プログラム ３４単位

特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位

（※以下例示）

【課程共通科目】 １～２年次 選択科目８単位

国際交流研修，日本語表現基礎，社会調査法，芸術文化論など

【課程導入科目】 １年次 必修科目４単位

人間文化入門，人間文化研究

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連目（全学共通・選択必修各２単位）科
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（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

卒業要件及び履修方法 授業期間等

　教養教育科目から43単位（転換教育科目の必修1単位，外国語科目から
選択必修科目8単位，健康・スポーツ科目から選択必修2単位，情報科目の
必修2単位，文化科目から選択必修6単位，社会科目から選択必修6単位，
自然＆科学技術科目から選択必修4単位，環境科目から選択必修2単位，地
域関連科目から選択必修2単位を含む），学部共通科目の必修科目4単位，
課程導入科目の必修科目4単位，課程共通科目の必修科目を6単位，課程共
通科目の選択科目から8単位，選択した主専修プログラムの基礎科目から
10単位以上，展開科目から10単位以上修得し計34単位，選択した主専修プ
ログラム以外の専修プログラム科目の副専修プログラム科目から16単位，
他課程の課程科目の選択科目から4単位，自由選択から6単位以上を修得
し，125単位以上修得すること。

　各主専修プログラムの必修科目等の単位数は以下のとおりである。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 1５週

１時限の授業時間 ９０分

・英語圏文化専修プログラム：基礎科目の必修科目を4単位，選択必修科目（英米文化論講義A～H）から2単位，選択必修
科目（英米文学講義A～D）から2単位，選択必修科目（言語習得論A・B）から2単位，選択必修科目（英語学講義A～F）か
ら2単位，展開科目の必修科目を2単位，選択必修科目（英米文学演習A～H，英米文化論演習A～D，英語習得論演習A～D，
英語学演習A～H）の1分野を選択し4単位を修得すること。

・ヨーロッパ語圏文化プログラム：基礎科目の選択必修科目（ドイツ語学講義A～C，ドイツ文学講義A～C，ドイツ文化論
講義A～C，フランス語学講義A～C，フランス文学講義A～C，フランス文化論講義A～C，ロシア語学講義A～C，ロシア文
学・文化論講義）から4単位，展開科目の選択必修科目（ドイツ語学演習A～C，ドイツ文学演習A～C，ドイツ文化論演習
A・B，フランス語学演習A～C，フランス文学演習A～C，フランス文化論演習A～C，ロシア語学演習A～C，ロシア文学・文
化論演習A～C）から4単位を修得すること。

・アジア圏文化専修プログラム：基礎科目の選択必修科目（日本史講義Ａ・Ｂ，日本思想史講義Ａ～Ｄ）から2単位，選択
必修科目（アジア史講義Ａ～Ｄ）から2単位，選択必修科目（日本文学講義Ⅰ～Ⅳ，日本語学概説，日本語学講義Ａ～Ｄ）
から2単位，選択必修科目（中国文学講義Ⅰ・Ⅱ，中国語学講義Ａ～Ｆ）から2単位，展開科目の選択必修科目（日本史演
習Ⅰ～Ⅳ，日本思想史演習Ⅰ～Ⅳ）から2単位，選択必修科目（アジア史演習Ａ～Ｄ）から2単位，選択必修科目（日本文
学演習Ⅰ～Ⅳ，日本語学演習Ⅰ～Ⅳ）から2単位，選択必修科目（中国語学演習Ａ～Ｄ）から2単位を修得すること。

・行動科学専修プログラム：基礎科目の必修科目を10単位，選択必修科目（基礎統計学，統計学(検定･推定)，行動科学統
計法A・B）から2単位，選択必修科目（心理学概論，実験心理学，認知心理学，人格心理学（人格心理学概論），臨床心理
学，社会心理学，人間学，認知情報学，心理･社会言語学）から4単位，選択必修科目（社会学概論，家族社会学，地域社
会学，社会情報システム論，ソーシャルデザイン論，行動地理学）から4単位，展開科目の選択必修科目（各演習科目）か
ら6単位を修得すること。

・スポーツ科学専修プログラム：基礎科目の必修科目を12単位，展開科目の必修科目を2単位，選択必修科目（スポーツ行
動論演習A・B，健康運動論演習A・B，スポーツプロデュース演習A・B）から4単位を修得すること。

・現代文化専修プログラム：基礎科目の必修科目を4単位，選択必修科目（社会文化思想論Ⅰ～Ⅳ,表象文化論A～D，文化
記号論Ⅰ～Ⅳ，美学芸術学入門，音楽文化史A・B）から2分野以上6単位，展開科目の選択必修科目（社会文化思想論特講
A・B，消費文化論特講，表象文化論特講A・B，比較文学論特講A・B，芸術文化論特講A・B，音楽文化論特講A・B，ソー
シャルデザイン論，ソーシャルデザイン論特講，メディア文化論特講A・B，現代文化特講A・B）から2分野以上4単位，選
択必修科目（社会文化思想論演習A～D，表象文化論演習A～D，文化記号論演習A～D，芸術文化論演習A～D，ソーシャルデ
ザイン論演習A・B）から2分野以上6単位を修得すること。

・異文化間コミュニティ専修プログラム：基礎科目の選択必修科目（ジェンダー論Ａ～Ｅ，複合エスニシティ論Ａ～Ｄ，
異文化コミュニケーション論Ａ～Ｄ）の各分野からそれぞれ2単位以上合計8単位，選択必修科目（民法（家族法）Ⅰ・
Ⅱ，社会保障論Ⅰ・Ⅱ，環境文化論Ⅰ・Ⅱ，国際開発と環境・貧困）から2単位，それ以外の基礎科目から4単位，展開科
目の選択必修科目（ジェンダー論特講Ａ～Ｄ，複合エスニシティ論特講Ａ～Ｄ，異文化コミュニケーション論特講Ａ～
Ｄ）の各分野から2分野以上6単位，選択必修科目（ジェンダー論演習Ａ～Ｄ，複合エスニシティ論演習Ａ～Ｄ，異文化コ
ミュニケーション論演習Ａ～Ｄ）から6単位，それ以外の展開科目から4単位を修得すること。

・歴史専修プログラム：基礎科目の必修科目を4単位，展開科目の選択必修科目（日本史演習Ⅰ～Ⅳ，日本思想史演習Ⅰ～
Ⅳ，アジア史演習A～D，西洋史演習A～D，社会文化思想論演習A～D）から4単位を修得すること。

・芸術文化専修プログラム：基礎科目の必修科目を2単位，選択必修科目（美学芸術学入門，デザイン論，色彩演習，美術
史入門，書道史，音楽文化史Ａ・Ｂ）から2単位，展開科目の必修科目を6単位，選択必修科目（各演習科目）から4単位修
得すること。
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義
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習

実
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実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

社会調査実習 2前 2 ○ 3 2

心理学基礎実験 2後 2 ○ 4 2 兼2

特殊実験調査Ⅰ 3前 2 ○ 8 5

特殊実験調査Ⅱ 3後 2 ○ 8 5

行動科学方法論 3後 2 ○ 8 5 オムニバス 副

基礎統計学　　 2前 2 ○ 1 副

統計学（検定･推定） 2後 2 ○ 1 副

行動科学統計法Ａ 2前 2 ○ 1 ※実習 副

行動科学統計法Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

心理学概論 2前 2 ○ 1 副

実験心理学 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

認知心理学 2前 2 ○ 1 副

2・3後 2 ○ 1 隔年 副

臨床心理学 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

社会心理学 2前 2 ○ 1 副

人間学 2前 2 ○ 1 副

認知情報学 2前 2 ○ 1 副

心理･社会言語学 2後 2 ○ 1 副

社会学概論 2前 2 ○ 1 副

家族社会学 2前 2 ○ 1 副

地域社会学 2後 2 ○ 1 副

社会情報システム論 2前 2 ○ 1 副

ソーシャルデザイン論 2後 2 ○ 1 ※実習 副

行動地理学 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

3・4後 2 ○ 1 隔年 副

実験心理学演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

実験心理学演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

認知心理学特講 3後 2 ○ 1 副

認知心理学演習Ａ 3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

認知心理学演習Ｂ 3後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

人格心理学特講 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

人格心理学演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

人格心理学演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

臨床心理学実習 3・4前 2 ○ 1 隔年

臨床心理学特講 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

臨床心理学演習Ａ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

臨床心理学演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

心理検査法実習 3・4前 2 ○ 2 1 隔年

社会心理学特講 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

犯罪社会心理学 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

社会心理学演習Ａ 3前 2 ○ 1 ※1 副

社会心理学演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

犯罪心理学演習 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

基礎心理学 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

応用心理学 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

文化心理学 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

文化人類学 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

心理療法論 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

心理学通論 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

生理学特講 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

人間学特講Ａ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

人間学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

人間学演習Ａ 3前 2 ○ 1 ※1 副

人間学演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

人間学演習Ｃ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

認知情報学特講 3前 2 ○ 1 副

認知情報学演習 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

　
行
動
科
学
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】行動科学専修プログラム科目

備考
科目
区分

授業科目の名称

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

人格心理学（人格心理学概論）

※1か
ら6単
位を選
択

この中
から２
単位を
選択

この中
から４
単位を
選択

この中
から４
単位を
選択

実験心理学特講（学習心理学概論）
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一般言語学 3前 2 ○ 1 副

言語学演習Ａ 3後 2 ○ 1 ※1 副

言語学演習Ｂ 4前 2 ○ 1 ※1 副

応用倫理学 3後 2 ○ 兼1 副

論理学 2・3後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

社会調査特講 3前 2 ○ 1 1 副

家族社会学特講Ａ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

家族社会学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

家族社会学演習Ａ 3前 2 ○ 1 ※1 副

家族社会学演習Ｂ 3後 2 ○ 1 ※1 副

地域社会学特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

地域社会学特講Ｂ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

地域社会学演習Ａ 3前 2 ○ 1 ※1 副

地域社会学演習Ｂ 3後 2 ○ 1 ※1 副

現代社会論 3後 2 ○ 兼1 集中 副

社会情報システム論特講 3後 2 ○ 1 副

地理情報システム論Ａ 3前 2 ○ 1 副

地理情報システム論Ｂ 3後 2 ○ 1 副

ソーシャルデザイン論特講 3前 2 ○ 1 ※実習 副

ソーシャルデザイン論演習Ａ 3前 2 ○ 1 ※1 副

ソーシャルデザイン論演習Ｂ 3後 2 ○ 1 ※1 副

社会情報学特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

社会情報学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

地域分析 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

人口地理学 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

社会地理学 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

人文地理学演習Ａ 3前 2 ○ 1 ※1 副

人文地理学演習Ｂ 3後 2 ○ 1 ※1 副

－ 10 160 0 8 5 0 0 0 兼14

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

　
行
動
科
学
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

－ －小計（85科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 ○ 1 副

2後 2 ○ 1 副

2前 2 ○ 1 副

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1 副

2後 2 ○ 兼1 副

健康づくり運動論 2前 2 ○ 兼1 副

健康づくり運動実習 2後 2 ○ 兼1 副

健康スポーツ指導法Ⅰ 2前 1 ○ 2 1 オムニバス 副

健康スポーツ指導法Ⅱ 2後 1 ○ 2 1 オムニバス 副

3前 2 ○ 2 1 オムニバス 副

2後 2 ○ 2 1 兼2 オムニバス 副

地域スポーツコーディネート実習 3前 2 ○ 1 集中 副

3後 2 ○ 1 副

3前 2 ○ 1 副

3後 2 ○ 1 副

3前 2 ○ 1 副

3後 2 ○ 1 副

3前 2 ○ 1 副

3後 2 ○ 1 副

3後 2 ○ 兼2 オムニバス 副

3前 2 ○ 兼1 副

3後 2 ○ 1 副

3・4後 2 ○ 隔年 副

3後 2 ○ 兼1 副

3前 2 ○ 兼1 副

3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

3・4後 2 ○ 兼1 隔年 副

3前 2 ○ 1 副

3・4前 2 ○ 兼1 隔年

3後 2 ○ 兼1 集中

3・4前 2 ○ 兼1 隔年

3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年

3後 2 ○ 1 兼1 集中 副

小計（35科目） － 14 54 0 2 1 0 0 0 兼19

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

スポーツ行動論

健康管理論

　
ス
ポ
ー

ツ
科
学
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

スポーツと栄養

スポーツNPO論

健康運動処方論

スポーツ行動論演習A

スポーツ行動論演習B

健康運動論演習A

健康運動論演習B

スポーツプロデュース演習A

スポーツプロデュース演習B

スポーツ文化論

スポーツプロデュース論

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】スポーツ科学専修プログラム科目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

この中
から4
単位を
選択

健康障害と予防

コーチング論

バイオメカニクス

運動生理学

－

スポーツ政策論

生理学特講

スポーツ心理学

現代社会論

地域分析

文化人類学

スポーツトレーナー実習

スポーツ社会調査実習

スポーツ科学方法論

心理学概論

健康運動論

社会学概論

スポーツ科学実験・実習
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

文化事象探究Ａ 2・3後 1 ○ 4 隔年

文化事象探究Ｂ 3・4前 1 ○ 4 隔年

文化事象探究Ｃ 2・3後 1 ○ 4 隔年

文化事象探究Ｄ 3・4前 1 ○ 4 隔年

社会文化思想論Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

社会文化思想論Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

社会文化思想論Ⅲ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

社会文化思想論Ⅳ 2・3後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

表象文化論Ａ 2・3前 2 ○ 1 ※2 隔年 副

表象文化論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 ※2 隔年 副

表象文化論Ｃ 2・3前 2 ○ 1 ※2 隔年 副

表象文化論Ｄ 2・3後 2 ○ 1 ※2 隔年 副

文化記号論Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 ※3 隔年 副

文化記号論Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 ※3 隔年 副

文化記号論Ⅲ 2・3前 2 ○ 1 ※3 隔年 副

文化記号論Ⅳ 2・3後 2 ○ 1 ※3 隔年 副

美学芸術学入門 2前 2 ○ 1 ※4 副

音楽文化史Ａ 2前 2 ○ 1 ※4 副

音楽文化史Ｂ 2後 2 ○ 1 ※4 副

社会文化思想論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 ※5 隔年 副

社会文化思想論特講Ｂ 3前 2 ○ 1 ※5 副

消費文化論特講 2・3後 2 ○ 1 ※5 隔年 副

表象文化論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 ※6 隔年 副

表象文化論特講Ｂ 3・4前 2 ○ 1 ※6 隔年 副

比較文学論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 ※6 隔年 副

比較文学論特講Ｂ 3・4前 2 ○ 1 ※6 隔年 副

芸術文化論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 ※7 隔年 副

芸術文化論特講Ｂ 3・4前 2 ○ 1 ※7 隔年 副

音楽文化論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 ※7 隔年 副

音楽文化論特講Ｂ 3・4前 2 ○ 1 ※7 隔年 副

ソーシャルデザイン論 2後 2 ○ 1 ※8 ※実習 副

ソーシャルデザイン論特講 3前 2 ○ 1 ※8 ※実習 副

メディア文化論特講Ａ 2後 2 ○ 1 兼5 ※8 オムニバス 副

メディア文化論特講Ｂ 3前 2 ○ 1 兼2 ※8 オムニバス 副

現代文化特講Ａ 2後 2 ○ 兼1 ※9 集中 副

現代文化特講Ｂ 3前 2 ○ 兼1 ※9 集中 副

社会文化思想論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※10 隔年

社会文化思想論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※10 隔年

社会文化思想論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※10 隔年

社会文化思想論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※10 隔年

表象文化論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※11 隔年

表象文化論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※11 隔年

表象文化論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※11 隔年

表象文化論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※11 隔年

文化記号論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※12 隔年

文化記号論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※12 隔年

文化記号論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※12 隔年

文化記号論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※12 隔年

3・4前 2 ○ 1 ※13 隔年

3・4後 2 ○ 1 ※13 隔年

3・4前 2 ○ 1 ※13 隔年

3・4後 2 ○ 1 ※13 隔年

ソーシャルデザイン論演習Ａ 3前 2 ○ 1 ※14

ソーシャルデザイン論演習Ｂ 3後 2 ○ 1 ※14

応用倫理学 3後 2 ○ 兼1

著作権概論 2･3後 2 ○ 兼１  隔年

－ 4 104 0 6 1 0 0 0 兼11

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

専任教員等の配置

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】現代文化専修プログラム科目

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

－ －

　
現
代
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

芸術文化論演習Ａ 

芸術文化論演習Ｂ 

芸術文化論演習Ｃ 

芸術文化論演習Ｄ 

小計（56科目）

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

※1～
※4の
各分野
から２
分野以
上６単
位を選

択

※5～
※9の
各分野
から２
分野以
上４単
位を選

択

※10～
※14の
各分野
から２
分野以
上６単
位を選

択
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

ジェンダー論Ａ 2・3後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

ジェンダー論Ｂ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

ジェンダー論Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 ※1 3年に1回 副

ジェンダー論Ｄ 2・3・4後 2 ○ 1 ※1 3年に1回 副

ジェンダー論Ｅ 2・3・4後 2 ○ 1 ※1 3年に1回 副

複合エスニシティ論Ａ 2・3前 2 ○ 1 ※2 隔年 副

複合エスニシティ論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 ※2 隔年 副

複合エスニシティ論Ｃ 2・3前 2 ○ 1 ※2 隔年 副

複合エスニシティ論Ｄ 2・3後 2 ○ 1 ※2 隔年 副

異文化コミュニケーション論Ａ 2・3前 2 ○ 1 ※3 隔年 副

異文化コミュニケーション論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 ※3 隔年 副

異文化コミュニケーション論Ｃ 2・3前 2 ○ 1 ※3 隔年 副

異文化コミュニケーション論Ｄ 2・3後 2 ○ 1 ※3 隔年 副

文化記号論Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

文化記号論Ⅲ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

日本史講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講義Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

西洋史講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語学講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文化論講義 Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

フランス文化論講義 Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

ロシア語学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語学講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

英米文化論講義Ｇ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｈ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

言語習得論Ｂ 2後 2 ○ 1 副

日本文学講義Ⅳ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本語学講義Ａ 2・3前 2 〇 1 隔年 副

中国思想史講義Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

中国語学講義Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

社会学概論 ２前 2 ○ 1 副

行動科学統計法Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

2・3後 2 ○ 1 隔年 副

臨床心理学 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

人間学 2前 2 ○ 1 副

家族社会学 2前 2 ○ 1 副

民法（家族法）Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

民法（家族法）Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

社会保障論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

社会保障論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

環境文化論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

環境文化論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

国際開発と環境・貧困 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】異文化間コミュニティ専修プログラム科目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

※1～
※3の
各分野
から2
単位以
上，合
計8単
位を選

択

この中
から4
単位を
選択

備考

人格心理学（人格心理学概論）

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

　
異
文
化
間
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

この中
から2
単位を
選択
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ジェンダー論特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※4 隔年 副

ジェンダー論特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※4 隔年 副

ジェンダー論特講Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※4 隔年 副

ジェンダー論特講Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※4 隔年 副

複合エスニシティ論特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※5 隔年 副

複合エスニシティ論特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※5 隔年 副

複合エスニシティ論特講Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※5 隔年 副

複合エスニシティ論特講Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※5 隔年 副

異文化コミュニケーション論特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※6 隔年 副

異文化コミュニケーション論特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※6 隔年 副

異文化コミュニケーション論特講Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※6 隔年 副

異文化コミュニケーション論特講Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※6 隔年 副

ジェンダー論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年

ジェンダー論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年

ジェンダー論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年

ジェンダー論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年

複合エスニシティ論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年

複合エスニシティ論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年

複合エスニシティ論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年

複合エスニシティ論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年

異文化コミュニケーション論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年

異文化コミュニケーション論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年

異文化コミュニケーション論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年

異文化コミュニケーション論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 2 隔年

社会文化思想論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論特講Ｂ 3前 2 ○ 1 副

消費文化論特講 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

メディア文化論特講Ａ 2後 2 ○ 1 兼5 オムニバス 副

メディア文化論特講Ｂ 3前 2 ○ 1 兼2 副

現代文化特講Ａ 2後 2 ○ 兼1 集中 副

現代文化特講Ｂ 3前 2 ○ 兼1 集中 副

3・4前 2 ○ 1 隔年 副

3・4前 2 ○ 1 隔年 副

西洋史特講Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史特講Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史特講Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

文化心理学 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

文化人類学 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

人間学特講Ａ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

応用倫理学 3後 2 ○ 兼1 副

家族社会学特講Ａ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

家族社会学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

地域社会学特講Ｂ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

3・4後 2 ○ 1 隔年 副

環境思想史 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

－ 0 196 0 11 12 0 0 0 兼21

この中
から６
単位を
選択

この中
から4
単位を
選択

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

芸術文化論特講 Ｂ

小計（99科目） －

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

音楽文化論特講 Ｂ

スポーツNPO論

－

　
異
文
化
間
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

※4～
※6の
各分野
から2
分野以
上，6
単位を
選択
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
･
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

歴史資料論 2・3後 2 ○ 3 1 オムニバス 隔年 副

史学史 2・3後 2 ○ 3 1 オムニバス 隔年 副

日本史講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

日本史講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講義Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講読Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史講読Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史講読Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史講読Ｄ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

社会文化思想論Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論Ⅲ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論Ⅳ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

漢文 2・3前 2 ○ 兼1 集中 隔年

ギリシャ語 2・3前 2 ○ 1 隔年

ラテン語 2・3前 2 ○ 1 隔年

総合英語Ａ 2前 2 ○ 1

総合英語Ｂ 2後 2 ○ 1

総合ドイツ語Ａ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回

総合ドイツ語Ｂ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回

総合ドイツ語Ｃ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回

総合フランス語Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

総合フランス語Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

総合フランス語Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

総合ロシア語 2前 2 ○ 1

考古学講義Ａ 2前 2 ○ 兼1 副

考古学講義Ｂ 2後 2 ○ 兼1 副

中国思想史講義Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

中国思想史講義Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

表象文化論Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年

表象文化論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年

ジェンダー論Ｄ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回

ジェンダー論Ｅ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回

複合エスニシティ論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年

複合エスニシティ論Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年

日本文学講義Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

日本文学講義Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

日本文学講義Ⅲ 2・3前 2 ○ 1 隔年

日本文学講義Ⅳ 2・3後 2 ○ 1 隔年

日本語学講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年

日本古典講読Ⅰ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

日本古典講読Ⅱ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ文学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 　 1 3年に1回

ドイツ文学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ文学講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

フランス文学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

フランス文学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

フランス文化論講義Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年

フランス文化論講義Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】歴史専修プログラム科目

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

　
歴
史
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目
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音楽文化史Ａ 2前 2 ○ 1

音楽文化史Ｂ 2後 2 ○ 1

書道史 2・3前 2 ○ 1 1 隔年

美学芸術学入門 2前 2 ○ 1

基礎法Ａ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

基礎法Ｂ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

日本史特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史特講Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史特講Ｃ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史特講Ｄ 2・3・4後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回 副

日本史講読Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本史講読Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史講読Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本史講読Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史演習Ⅰ 3前 2 ○ 1 ※1 副

日本史演習Ⅱ 3後 2 ○ 1 ※1 副

日本史演習Ⅲ 4前 2 ○ 1 ※1

日本史演習Ⅳ 4後 2 ○ 1 ※1

日本思想史特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史特講Ｃ 2・3後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

日本思想史講読Ⅰ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講読Ⅱ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史演習Ⅰ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

日本思想史演習Ⅱ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

日本思想史演習Ⅲ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

日本思想史演習Ⅳ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

アジア史特講Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史特講Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史特講Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史特講Ｄ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

アジア史特講Ｅ 2・3・4後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回 副

アジア史演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

アジア史演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

アジア史演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

アジア史演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

西洋史特講Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史特講Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史特講Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講読Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講読Ｂ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

西洋史講読Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講読Ｄ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

西洋史講読Ｅ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

西洋史演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

西洋史演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

西洋史演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

社会文化思想論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論特講Ｂ 3前 2 ○ 1 副

社会文化思想論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

社会文化思想論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年

社会文化思想論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

社会文化思想論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年

考古学各論Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

考古学各論Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年 副

中国思想史特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

中国思想史特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

家族社会学特講Ａ 3・4後 2 ○ 1 隔年

美術史Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

美術史Ⅱ 4前 2 ○ 兼1

中国語学演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年

環境思想史 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済史 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

西洋経済史 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

－ 4 240 0 12 8 0 0 0 兼24

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

小計（122科目） － －

※1から
４単位
を選択

　
歴
史
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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択
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講
　
義

演
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実
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実
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教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2後 2 ○ 5 1 オムニバス

美学芸術学入門 2前 2 ○ 1 副

デザイン論 2前 2 ○ 1 副

色彩演習 2後 2 ○ 1 副

美術史入門 2前 2 ○ 兼1 副

書道史 2・3前 2 ○ 1 1 隔年 副

音楽文化史Ａ 2前 2 ○ 1 副

音楽文化史Ｂ 2後 2 ○ 1 副

音楽理論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1 副

音楽理論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1 副

2・3・4前 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4後 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4前 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4後 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4前 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4後 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4前 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4後 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4前 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4後 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4前 1 ○ 兼1 3年に1回 副

2・3・4後 1 ○ 兼1 3年に1回 副

造形実習（版画）Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

造形実習（版画）Ⅱ 2後 1 ○ 兼1

造形実習（デザイン）Ａ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（デザイン）Ｂ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（デザイン）Ｃ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（デザイン）Ｄ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（デザイン）Ｅ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（デザイン）Ｆ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（金工）Ａ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（金工）Ｂ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（金工）Ｃ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（金工）Ｄ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（金工）Ｅ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（金工）Ｆ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（窯芸）Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

造形実習（窯芸）Ⅱ 2後 1 ○ 兼1

造形実習（染織）Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

造形実習（染織）Ⅱ 2後 1 ○ 兼1

造形実習（視覚文化）Ａ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（視覚文化）Ｂ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（視覚文化）Ｃ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（視覚文化）Ｄ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（視覚文化）Ｅ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（視覚文化）Ｆ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（中国書法）Ａ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（中国書法）Ｂ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（中国書法）Ｃ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（中国書法）Ｄ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（中国書法）Ｅ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（中国書法）Ｆ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（日本書法）Ａ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（日本書法）Ｂ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（日本書法）Ｃ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（日本書法）Ｄ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（日本書法）Ｅ 2・3・4前 1 ○ 1 3年に1回 副

造形実習（日本書法）Ｆ 2・3・4後 1 ○ 1 3年に1回 副

この中
から２
単位を
選択必

修

　
芸
術
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

造形実習（彫刻）Ｂ

造形実習（彫刻）Ｄ

造形実習（彫刻）Ｅ

造形実習（彫刻）Ｆ

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】芸術文化専修プログラム科目

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

造形実習（絵画）Ｆ

造形実習（彫刻）Ａ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

造形実習（絵画）Ｂ

造形実習（絵画）Ｃ

造形実習（絵画）Ｄ

造形実習（絵画）Ｅ

造形実習（絵画）Ａ

プロジェクト実践演習（基礎）

造形実習（彫刻）Ｃ
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3前 2 ○ 5 1 オムニバス

3後 2 ○ 5 1 オムニバス

4前 2 ○ 5 1 オムニバス

美術史Ⅰ 3前 2 ○ 兼1 副

美術史Ⅱ 4前 2 ○ 兼1 副

書学 3・4前 2 ○ 1 1 隔年 副

2・3後 2 ○ 1 隔年 副

3・4前 2 ○ 1 隔年 副

2・3後 2 ○ 1 隔年 副

3・4前 2 ○ 1 隔年 副

芸術文化論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

芸術文化論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年

芸術文化論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

芸術文化論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年

3・4前 2 ○ 兼1 ※1 隔年

3・4後 2 ○ 兼1 ※1 隔年

美術史演習Ｃ 3・4前 2 ○ 兼1 ※1 隔年

美術史演習Ｄ 3・4後 2 ○ 兼1 ※1 隔年

造形演習（絵画）Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 ※1 集中 隔年

造形演習（絵画）Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 ※1 隔年

造形演習（絵画）Ｃ 3・4前 2 ○ 兼1 ※1 集中 隔年

造形演習（絵画）Ｄ 3・4後 2 ○ 兼1 ※1 隔年

造形演習（彫刻）Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 ※1 隔年

造形演習（彫刻）Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 ※1 隔年

造形演習（彫刻）Ｃ 3・4前 2 ○ 兼1 ※1 隔年

造形演習（彫刻）Ｄ 3・4後 2 ○ 兼1 ※1 隔年

造形演習（版画）Ⅰ 3前 2 ○ 兼1 ※1

造形演習（版画）Ⅱ 3後 2 ○ 兼1 ※1

造形演習（デザイン）Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

造形演習（デザイン）Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年

造形演習（デザイン）Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

造形演習（デザイン）Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年

造形演習（金工）Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

造形演習（金工）Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年

造形演習（金工）Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

造形演習（金工）Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年

造形演習（窯芸）Ⅰ 3前 2 ○ 兼1 ※1

造形演習（窯芸）Ⅱ 3後 2 ○ 兼1 ※1

造形演習（染織）Ⅰ 3前 2 ○ 兼1 ※1

造形演習（染織）Ⅱ 3後 2 ○ 兼1 ※1

造形演習（視覚文化）Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※1 集中 隔年

造形演習（視覚文化）Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※1 集中 隔年

造形演習（視覚文化）Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※1 集中 隔年

造形演習（視覚文化）Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※1 集中 隔年

造形演習（応用書法）Ⅰ 3前 2 ○ 1 1 ※1

造形演習（応用書法）Ⅱ 3後 2 ○ 兼1 ※1 集中

造形演習（応用書法）Ⅲ 4前 2 ○ 1 1 ※1

造形演習（応用書法）Ⅳ 4後 2 ○ 1 1 ※1

著作権概論 2･3後 2 ○ 兼１ 隔年

－ 8 92 0 5 1 0 0 0 兼42

　
芸
術
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

－

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

※1か
ら4単
位を選

択

－

プロジェクト実践演習（発展）Ⅲ

プロジェクト実践演習（発展）Ⅱ

プロジェクト実践演習（発展）Ⅰ

小計（107科目）

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

音楽文化論特講 Ａ

音楽文化論特講 Ｂ

美術史演習Ａ

美術史演習Ｂ

芸術文化論特講 Ａ

芸術文化論特講 Ｂ

岩手大学－26



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

英米文化論講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｅ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｆ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｇ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｈ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ｃ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

言語習得論Ａ 2前 2 ○ 1 副

言語習得論Ｂ 2後 2 ○ 1 副

英語学講義Ａ 2前 2 ○ 1 副

英語学講義Ｂ 2後 2 ○ 1 副

英語学講義Ｃ 2前 2 ○ 1 副

英語学講義Ｄ 2後 2 ○ 1 副

英語学講義Ｅ 2後 2 ○ 1 副

英語学講義Ｆ 2後 2 ○ 1 副

総合英語Ａ 2前 2 ○ 1 副

総合英語Ｂ 2後 2 ○ 1 副

英語コミュニケーション基礎Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

英語コミュニケーション基礎Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

英語コミュニケーション発展Ⅰ 3前 2 ○ 兼1 副

英語コミュニケーション発展Ⅱ 3後 2 ○ 兼1 副

西洋史講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ギリシャ語 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

ラテン語 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

アカデミック・イングリッシュⅠ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

アカデミック・イングリッシュⅡ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

2・3前 2 ○ 1 隔年 副

2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文学演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英米文学演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英米文学演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英米文学演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英米文学演習Ｅ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年

英米文学演習Ｆ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英米文学演習Ｇ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英米文学演習Ｈ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英米文化論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英米文化論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英米文化論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※2 隔年

英米文化論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英語習得論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英語習得論演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※3 隔年

英語習得論演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英語習得論演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英語学演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英語学演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英語学演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英語学演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

　
英
語
圏
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

※１～
※４の
分野か
ら1つ
を選ん
で4単
位を選

択

この中
から2
単位を
選択

この中
から2
単位を
選択

この中か
ら2単位を

選択

この中
から2
単位を
選択

パワーアップ・イングリッシュＢ

スキルアップ・イングリッシュＡ

スキルアップ・イングリッシュＢ

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

パワーアップ・イングリッシュＡ

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】英語圏文化専修プログラム科目

授業科目の名称

授業形態 専任教員等の配置

備考配当年次

科目

区分

単位数
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英語学演習Ｅ 3・4前 2 ○ 1 ※4 隔年

英語学演習Ｆ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英語学演習Ｇ 3・4前 2 ○ 1 隔年

英語学演習Ｈ 3・4後 2 ○ 1 隔年

英語コミュニケーション応用Ⅰ 3後 2 ○ 1

英語コミュニケーション応用Ⅱ 4前 2 ○ 1

英語コミュニケーション実践Ⅰ 3前 2 ○ 兼1 副

英語コミュニケーション実践Ⅱ 3後 2 ○ 兼1 副

4前 2 ○ 4 1 1

英語発展ゼミナールⅡ 4後 2 ○ 4 1 1

小計（67科目） － 6 128 0 3 3 1 0 0 兼8

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

－

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

英
語
圏
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 英語発展ゼミナールⅠ

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

ドイツ語学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語学講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文学講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文化論講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文化論講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文化論講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語学講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文学講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文化論講義Ａ 2前 2 ○ 兼1 集中 副

フランス文化論講義Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

フランス文化論講義Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

ロシア語学講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語学講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語学講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア文学・文化論講義 2・3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

総合ドイツ語Ａ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回 副

総合ドイツ語Ｂ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回 副

総合ドイツ語Ｃ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ドイツ語コミュニケーション発展Ａ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ドイツ語コミュニケーション発展Ｂ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ドイツ語コミュニケーション発展Ｃ 2・3・4前 2 ○ 兼1 3年に1回 副

総合フランス語Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

総合フランス語Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

総合フランス語Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語コミュニケーション発展Ａ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

フランス語コミュニケーション発展Ｂ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

フランス語コミュニケーション発展Ｃ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

総合ロシア語 2前 2 ○ 1 副

ロシア語コミュニケーション発展Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語コミュニケーション発展Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語コミュニケーション発展Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

英米文化論講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｅ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｆ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｇ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文化論講義Ｈ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ｃ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

英米文学講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

言語習得論Ａ 2前 2 ○ 1 副

言語習得論Ｂ 2後 2 ○ 1 副

英語学講義Ａ 2前 2 ○ 1 副

英語学講義Ｂ 2後 2 ○ 1 副

英語学講義Ｃ 2前 2 ○ 1 副

英語学講義Ｄ 2後 2 ○ 1 副

英語学講義Ｅ 2後 2 ○ 1 副

英語学講義Ｆ 2後 2 ○ 1 副

総合英語Ａ 2前 2 ○ 1 副

総合英語Ｂ 2後 2 ○ 1 副

この中
から4
単位を
選択

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】ヨーロッパ語圏文化専修プログラム科目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

　
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
語
圏
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
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ギリシャ語 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

ラテン語 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

西洋史講義Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ｂ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史講義Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

日本語学概説 2前 2 〇 1 副

日本語学講義Ａ 2・3前 2 〇 1 隔年 副

日本語学講義Ｂ 2・3後 2 〇 1 隔年 副

日本語学講義Ｃ 2・3前 2 〇 1 隔年 副

日本語学講義Ｄ 2・3後 2 〇 1 隔年 副

ジェンダー論Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

ジェンダー論Ｄ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

複合エスニシティ論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

複合エスニシティ論Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論Ⅲ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論Ⅳ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

表象文化論Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

表象文化論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

表象文化論Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

表象文化論Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

音楽文化史Ａ 2前 2 ○ 1 副

ドイツ語学演習Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語学演習Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語学演習Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文学演習Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文学演習Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文学演習Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ文化論演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

ドイツ文化論演習Ｂ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

フランス語学演習Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語学演習Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語学演習Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文学演習Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文学演習Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文学演習Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文化論演習Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文化論演習Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス文化論演習Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語学演習Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語学演習Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語学演習Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア文学・文化論演習Ａ 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ロシア文学・文化論演習Ｂ 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ロシア文学・文化論演習Ｃ 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ドイツ語コミュニケーション実践Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語コミュニケーション実践Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語コミュニケーション実践Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語作文Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語作文Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ドイツ語作文Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語コミュニケーション実践Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語コミュニケーション実践Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語コミュニケーション実践Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

フランス語作文Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

フランス語作文Ｂ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

ロシア語コミュニケーション実践Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語コミュニケーション実践Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語コミュニケーション実践Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ロシア語コミュニケーション実践Ｄ 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ロシア語コミュニケーション実践Ｅ 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ロシア語コミュニケーション実践Ｆ 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年に1回 副

ロシア語作文 3・4前 2 ○ 1 兼1 隔年 副

アカデミック・イングリッシュⅠ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

アカデミック・イングリッシュⅡ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

英語コミュニケーション応用Ⅰ 3後 2 ○ 1

英語コミュニケーション応用Ⅱ 4前 2 ○ 1

英語コミュニケーション実践Ⅰ 3前 2 ○ 兼1 副

英語コミュニケーション実践Ⅱ 3後 2 ○ 兼1 副
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西洋史特講Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史特講Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

西洋史特講Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

ジェンダー論特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

ジェンダー論特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

ジェンダー論特講Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

ジェンダー論特講Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

複合エスニシティ論特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

複合エスニシティ論特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

複合エスニシティ論特講Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

複合エスニシティ論特講Ｄ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

社会文化思想論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

消費文化論特講 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

表象文化論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

表象文化論特講Ｂ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

比較文学論特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

人間学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

－ 0 294 0 9 12 1 0 0 兼21

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

－小計（147科目） －
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日本史講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年

日本史講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年

日本思想史講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講義Ｂ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講義Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

アジア史講読Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史講読Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史講読Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史講読Ｄ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

日本文学講義Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

日本文学講義Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本文学講義Ⅲ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

日本文学講義Ⅳ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本語学概説 2前 2 〇 1 副

日本語学講義Ａ 2・3前 2 〇 1 隔年 副

日本語学講義Ｂ 2・3後 2 〇 1 隔年 副

日本語学講義Ｃ 2・3前 2 〇 1 隔年 副

日本語学講義Ｄ 2・3後 2 〇 1 隔年 副

日本語学講読Ａ 2・3前 2 〇 1 隔年 副

日本語学講読Ｂ 2・3前 2 〇 1 隔年 副

日本語教授法講義Ⅰ 2・3前 2 ○ 隔年 副

日本語教授法講義Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

日本古典講読Ⅰ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回

日本古典講読Ⅱ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回

中国思想史講義Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

中国思想史講義Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

中国文学講義Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

中国文学講義Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

中国語学講義Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

中国語学講義Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

中国語学講義Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

中国語学講義Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

中国語学講義Ｅ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

中国語学講義Ｆ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

中国語学講読Ａ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

中国語学講読Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

中国語学講読Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

中国語学講読Ｄ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

中国語学講読Ｅ 2・3・4前 2 ○ 1 3年に1回 副

中国語学講読Ｆ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

考古学講義Ａ 2前 2 ○ 兼1 副

考古学講義Ｂ 2後 2 ○ 兼1 副

書道史 2・3前 2 ○ 1 1 隔年 副

地域社会学 2後 2 ○ 1 副

漢文学概論 2前 2 ○ 兼1 副

漢文学講義 2後 2 ○ 兼1 副

複合エスニシティ論Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

複合エスニシティ論Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

複合エスニシティ論Ｃ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

複合エスニシティ論Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

専任教員等の配置

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人間文化課程）【別紙】アジア圏文化専修プログラム科目

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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書学 3・4前 2 ○ 1 1 隔年 副

日本史特講Ａ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史特講Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史特講Ｃ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史特講Ｄ 2・3・4後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回 副

日本史講読Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本史講読Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史講読Ｃ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本史講読Ｄ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

日本史演習Ⅰ 3前 2 ○ 1 ※1 副

日本史演習Ⅱ 3後 2 ○ 1 ※1 副

日本史演習Ⅲ 4前 2 ○ 1 ※1

日本史演習Ⅳ 4後 2 ○ 1 ※1

日本思想史特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史特講Ｂ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史特講Ｃ 2・3後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

日本思想史講読Ⅰ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史講読Ⅱ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

日本思想史演習Ⅰ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

日本思想史演習Ⅱ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

日本思想史演習Ⅲ 3・4前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

日本思想史演習Ⅳ 3・4後 2 ○ 1 ※1 隔年 副

アジア史特講Ａ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史特講Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史特講Ｃ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史特講Ｄ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

アジア史特講Ｅ 2・3・4後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回 副

アジア史特講Ｆ 2・3・4後 2 ○ 1 3年に1回 副

アジア史演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※2 隔年 副

アジア史演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※2 隔年 副

アジア史演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※2 隔年 副

アジア史演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※2 隔年 副

日本文学特講Ａ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本文学特講Ｂ 2・3・4後 2 ○ 1 集中 3年に1回 副

日本文学特講Ｃ 2・3・4前 2 ○ 1 集中 3年に1回 副

日本文学講読Ａ 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

日本文学講読Ｂ 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

日本文学講読Ｃ 3・4後 2 ○ 1 兼1 隔年 副

日本文学演習Ⅰ 3・4前 2 ○ 1 ※3 隔年

日本文学演習Ⅱ 3・4後 2 ○ 1 ※3 隔年

日本文学演習Ⅲ 3・4前 2 ○ 1 ※3 隔年

日本文学演習Ⅳ 3・4後 2 ○ 1 ※3 隔年

日本語学特講Ａ 3・4後 2 〇 1 隔年 副

日本語学特講Ｂ 3・4後 2 〇 1 隔年 副

日本語学特講Ｃ 2・3後 2 〇 兼1 隔年 副

日本語学特講Ｄ 2・3後 2 〇 兼1 隔年 副

日本語学演習Ⅰ 3・4前 2 〇 1 ※3 隔年 副

日本語学演習Ⅱ 3・4後 2 〇 1 ※3 隔年 副

日本語学演習Ⅲ 3・4前 2 〇 1 ※3 隔年 副

日本語学演習Ⅳ 3・4後 2 〇 1 ※3 隔年 副

中国思想史特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

中国思想史特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年 副

中国文学特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

中国文学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年 副

中国語学特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

中国語学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

中国語学演習Ａ 3・4前 2 ○ 1 ※４ 隔年 副

中国語学演習Ｂ 3・4後 2 ○ 1 ※４ 隔年 副

中国語学演習Ｃ 3・4前 2 ○ 1 ※４ 隔年 副

中国語学演習Ｄ 3・4後 2 ○ 1 ※４ 隔年 副

考古学各論Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年 副

考古学各論Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年 副

社会文化思想論特講Ｂ 3前 2 ○ 1 副

－ 0 236 0 5 5 0 0 0 兼24

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

－小計（118科目） －
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基礎ゼミナール 1前 1 ○ 4

小計（１科目） － 1 0 0 0 4 0 0 0 0 －

英語総合Ⅰ（初級） 1前後 1 ○ 兼4

英語総合Ⅱ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語総合Ⅰ（中級） 1前後 1 ○ 兼11

英語総合Ⅱ（中級） 1前後 1 ○ 兼9

英語総合Ⅰ（上級） 1前後 1 ○ 兼8

英語総合Ⅱ（上級） 1前後 1 ○ 兼9

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前後 1 ○ 兼8

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前後 1 ○ 兼6

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前後 1 ○ 兼7

英語基礎 1前 1 ○ 兼1

英語発展Ａ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｂ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｃ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｄ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｅ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｆ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｇ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｈ 2・3後 1 ○ 兼1

初級ドイツ語（入門） 1前後 1 ○ 兼7

初級ドイツ語（発展） 1前後 1 ○ 兼7

中級ドイツ語 1後 1 ○ 兼1

初級フランス語(入門) 1前後 1 ○ 兼11

初級フランス語(発展) 1前後 1 ○ 兼9

中級フランス語 1後 1 ○ 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1 ○ 兼1

初級ロシア語(発展) 1前 1 ○ 兼1

中級ロシア語 1後 1 ○ 兼3

初級中国語（入門） 1前後 1 ○ 兼5

初級中国語（発展） 1前後 1 ○ 兼6

中級中国語 1後 1 ○ 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 ○ 兼3

初級韓国語（発展） 1前後 1 ○ 兼3

中級韓国語 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｄ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 ○ 兼1

小計（４４科目） － 0 43 1 0 0 0 0 0 兼61 －

健康・スポーツＡ 1前 1 ○ 兼1

健康・スポーツＢ 1後 1 ○ 兼1

健康・スポーツＣ（シーズン) 1・2後 1 ○ 兼2 集中

小計（３科目） － 1 2 0 0 0 0 0 0 兼3 －

情報基礎 1前 2 ○ 兼1

小計（１科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 1 －

教
養
教
育
科
目

実
践
知
科
目

転換
教育
科目

－

－

技
法
知
科
目

外
国
語
科
目

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（人文社会科学部地域政策課程）

科目
区分

単位数

備考

授業形態 専任教員等の配置

配当年次授業科目の名称

－

－

健康・ス
ポーツ科
目

情報
科目
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哲学の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼1

倫理学の世界 1・2後 2 ○ 兼1

日本の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

アジアの思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

欧米の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

日本の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

アジアの歴史と文化 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

ジェンダーの歴史と文化 1・2前 2 ○ 兼1

女性と科学の関係史 1・2後 2 ○ 兼1

大学の歴史と現在 1・2前 2 ○ 兼1

岩手大学ミュージアム学 1・2前 2 ○ 兼1

心の理解 1・2前後 2 ○ 兼8

日本の文学 1・2前後 2 ○ 兼2

言葉の世界 1・2前後 2 ○ 兼3

中国の文学 1・2前後 2 ○ 兼1

欧米の文学 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の言語論 1・2前 2 ○ 兼1

芸術の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

日本語表現技術入門 1・2前 2 ○ 兼1

図書館への招待 1・2後 2 ○ 兼1

コミュニケーションの現在 1・2後 2 ○ 兼1

心と表象 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ａ 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ｂ 1・2後 2 ○ 兼1

英語で学ぶ日本の文化 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２６科目） － 0 52 0 1 0 0 0 0 兼33 －

市民生活と法 1・2前 2 ○ 2 2

憲法 1・2前後 2 ○ 1 3 兼1

経済のしくみ 1・2前後 2 ○ 3

現代社会と経済 1・2前後 2 ○ 3 1 兼1

市民と政治 1・2前 2 ○ 兼2

現代政治を見る眼 1・2後 2 ○ 兼2

社会的人間論 1・2前後 2 ○ 兼5

現代社会の社会学 1・2前後 2 ○ 1 兼4

地域と生活 1・2前 2 ○ 兼2

地域と社会 1・2後 2 ○ 兼2

対人関係の心理学 1・2前後 2 ○ 兼3

知的財産入門 1・2前 2 ○ 1 集中

知財ワークショップ 1・2後 2 ○ 1 集中

キャリアを考える 1・2前後 2 ○ 兼1

科学・技術と現代社会 1・2前 2 ○ 兼1

ボランティアとリーダーシップ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

現代の諸問題 1・2前 2 ○ 1

公共社会 1・2前 2 ○ 1

多文化コミュニケーションＡ 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＢ 1・2後 2 ○ 兼1

小計（２０科目） － 0 40 0 4 9 0 0 0 兼23 －

生命のしくみ 1・2前後 2 ○ 1 兼3

自然のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と数理 1・2前後 2 ○ 兼2

数理のひろがり 1・2前後 2 ○ 兼2

宇宙のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

物質の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼1

自然と法則 1・2前後 2 ○ 兼1

自然と数理の世界 1・2前 2 ○ 兼1

自然の科学 1・2前 2 ○ 兼1

科学と技術の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

くらしと科学技術 1・2後 2 ○ 兼1

科学技術 1・2前 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 1 1 0 0 0 兼17 －

「環境」を考える 1後 2 ○ 兼1

生活と環境 1後 2 ○ 兼1

－

－

自
然
＆
科
学
技
術
科
目

－

環境
科目

教
養
教
育
科
目

文
化
科
目

社
会
科
目

学
問
知
科
目
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都市と環境 1後 2 ○ 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 ○ 1

地球環境と社会 1後 2 ○ 兼1

水と環境 1後 2 ○ 兼1

廃棄物と環境 1後 2 ○ 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 ○ 兼1

森林と環境 1後 2 ○ 兼1

動物と環境 1後 2 ○ 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 ○ 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 ○ 1

環境の科学 1後 2 ○ 兼1

小計（１３科目） － 0 26 0 1 1 0 0 0 兼10 －

現代社会をみる視角 1・2後 2 ○ 1

岩手の研究 1・2後 2 ○ 1

環境マネジメント実践学 1・2前 2 ○ 1

いわて学Ⅰ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

いわて学Ⅱ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

宮沢賢治の世界 1・2後 2 ○ 兼1

危機管理と復興 1・2後 2 ○ 兼1 集中

持続可能なコミュニティーづくり実践学 1・2前 2 ○ 1

地元の企業に学ぶＥＳＤ 1・2後 2 ○ 1

地場産業・企業論 1・2前 2 ○ 兼1 集中

三陸の研究 1・2後 2 ○ 兼1

自然災害と社会 1・2前 2 ○ 兼1

東北の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

地域を考える 1・2前 2 ○ 兼1

地域と国際社会 1・2後 2 ○ 兼1

海外研修－世界から地域を考える－ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

小計（１６科目） － 0 32 0 2 1 0 0 0 兼10 －

初年次自由ゼミナール 1後 1 ○ 兼6

小計（１科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼6 －

地域課題演習A 2・3前 2 ○ 兼1 集中

地域課題演習B 2・3後 2 ○ 兼1 集中

地域課題演習C 2・3前 2 ○ 兼1

地域課題演習D 2・3後 2 ○ 兼1

地域課題演習E 2・3前 2 ○ 兼1 集中

地域課題演習F 2・3後 2 ○ 兼1 集中

地域課題演習G 2・3前 2 ○ 兼1

地域課題演習H 2・3後 2 ○ 兼1

小計（８科目） － 0 16 0 0 0 0 0 0 兼5 －

総合科学論Ⅰ 3前 2 ○ 9 12 兼46

総合科学論Ⅱ 3後 2 ○ 9 12 兼46

日韓学生の協働研修I 2・3前 2 ○ 兼2

日韓学生の協働研修II 2・3前 2 ○ 兼2

西部カトリック大学語学研修 2・3後 2 ○ 兼2

1・2後 2 ○ 兼4

1・2後 2 ○ 兼4

1・2後 2 ○ 兼4

1・2後 2 ○ 兼4

－ 4 14 0 9 12 0 0 0 兼47 －

地域政策入門Ａ 1前 2 ○ 9 12 オムニバス

地域政策入門Ｂ 1前 2 ○ 9 12 オムニバス

民法（総則）Ⅰ 1前 2 ○ 1

民法（総則）Ⅱ 1後 2 ○ 1

経済学基礎Ⅰ 1前 2 ○ 1

経済学基礎Ⅱ 1後 2 ○ 1

環境政策論Ⅰ 1後 2 ○ 1

環境経済論Ⅰ 1後 2 ○ 1

特別研究 4通 6 9 12

－ 16 6 0 9 12 0 0 0 0 －

－

課題解決型国際研修（フランス語）

課題解決型国際研修（英語）

課題解決型国際研修（ドイツ語）

環境
科目

実
践
知
科
目

地
域
課
題
演
習
科
目

－

小計（9科目）

－

－

課題解決型国際研修（中国語）

地
域
関
連
科
目

課程導
入科目

課
程
科
目

課程共
通科目

学
部
共
通
科
目

－

小計（13科目） －

地
域
関
連
科
目

　
学
問
知
科
目

　
教
養
教
育
科
目
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主専修プログラム科目
0
～
4

174
～
198

0 別紙のとおり

副専修プログラム科目 0
48
～
62

0 別紙のとおり

人間文化入門 1前 2 ○ 25 21 1 兼47

人間文化研究 1後 2 ○ 25 21 1 兼47

国際交流研修 1前 2 ○ 25 21 1 兼47

国際課題研修（芸術） 2後 2 ○ 5 1 兼6

日本語表現基礎 2前 2 ○ 1 1 兼2

日本語読解基礎 2前 2 ○ 1 1 兼2

ドイツ語基礎 2後 2 ○ 1 兼1

フランス語基礎 2後 2 ○ 4 2 兼6

ロシア語基礎 2・3後 2 ○ 兼1

中国語基礎 2・3後 2 ○ 1 兼1

韓国語基礎 2・3後 2 ○ 1 兼1

社会調査法 1後 2 ○ 1 1 兼2

人間行動論 2前 2 ○ 8 5 兼13 オムニバス

スポーツ科学論 2前 2 ○ 2 1 兼3 オムニバス

現代文化論 2前 2 ○ 4 兼4 オムニバス

異文化間コミュニティ論 2前 2 ○ 3 兼3 オムニバス

芸術文化論 2前 2 ○ 5 1 兼6 オムニバス

歴史学概論 2前 2 ○ 3 1 兼4 オムニバス

英語圏文化論 2前 2 ○ 4 1 1 兼6 オムニバス

ヨーロッパ語圏文化論 2前 2 ○ 2 5 兼7 オムニバス

アジア圏文化論 2前 2 ○ 3 2 兼5 オムニバス

絵画基礎 1前 2 ○ 兼1

彫刻基礎 1後 2 ○ 兼1

工芸基礎 1後 2 ○ 1 兼1

デザイン基礎Ａ 1前 2 ○ 1 兼1

デザイン基礎Ｂ 1後 2 ○ 1 兼1

書法基礎 1後 2 ○ 1 1 兼2

ドイツ語コミュニケーション基礎 1後 2 ○ 1 兼1

フランス語コミュニケーション基礎 1後 2 ○ 1 兼1

ロシア語コミュニケーション基礎 1後 2 ○ 1 兼1

－ 0 60 0 25 21 1 0 0 兼50 －

自由選択科目 6

－
20
～
24

518
～
538

0 9 12 0 0 0 兼164 －

小計（30科目）

学位又は学科の分野
法学関係，経済学関係，社会学・社会福祉
学関係

他
課
程
科
目

学位又は称号 　学士（総合科学）

合計（科目） －

－
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設置の趣旨・必要性

　
 Ⅰ　設置の趣旨・必要性
　人文社会科学部は，現在の「４課程８コース」から，人間文化課程及び地域政策課程からなる「２課程，14専修プログ
ラム」に改編するだけでなく，現行の「主副専攻制」を改め「主副専修プログラム制」を新規導入し,必修化することで，
総合系学部として「ものごとを広い視野から捉える総合化力」と「柔軟なコミュニケーション能力」の修得をさらに充実
させるとともに，地域課題の解決に不可欠な「踏み出す力（＝実践力）」の育成を強化する。
　東日本大震災の復興に取り組む被災県において，持続可能な社会づくりの課題に総合的に取り組み，地域社会に貢献で
きる人材を育成するためには，現在の法学・経済課程における法学・経済の教育だけ，あるいは環境科学課程における環
境科学の教育だけでは不十分である。この認識を踏まえ，地域マネジメント・地域創生を基軸に，法学・経済課程及び環
境科学課程を地域政策課程に再編し，法学・経済学・環境学を統合した教育研究を行う。
　専門性の明確化と総合化の充実を図るため，主副専修プログラム制を導入する。学生は，地域政策課程開設の５つの専
修プログラムから１つを主専修プログラムとして履修し，専門分野に関する自らの学修を明確化し深化させることができ
る。さらに自課程・他課程等からもう１つを副専修プログラムとして選択するとともに，主専修プログラムと副専修プロ
グラムを，計画的・主体的に学修することで，多様な総合化を図ることができる。
　主副専修プログラム制に基づき，学生が計画的かつ主体的に総合化学修を進められるようにサポートするシステムとし
て，学修ポートフォリオを導入する。学修ポートフォリオは，学生がポートフォリオを学期毎に作成し，担当教員からの
フィードバックを踏まえ，「学修計画立案→実施→点検・自己評価→学修計画修正・改善」の一連の作業に自ら取り組む
ものである。入学から卒業に至る全在学期間にわたり，自らの学修の現状・成果・方向性を可視化することにより，学生
自身の主体性・積極性・対応能力を育成する。
 
・学士の学位「総合科学」について
　既設学部では，４課程（人間科学，国際文化，法学・経済，環境科学）・８コース制を敷き，各課程・コースでそれぞ
れに「専門深化と総合化」を図るだけでなく，高年次学部必修科目「総合科学論Ⅰ・Ⅱ」（３年次，合計４単位）の実
施，副専攻制（副専攻基礎１０単位必修）の導入をもって，「総合科学」の教育理念を追求してきた。「総合科学論Ⅰ・
Ⅱ」は，諸学問に共通する方法論や，諸学問が共通に取り組んでいる現代の問題を，総合的学際的に考察する科目で，主
副専修プログラム制によりそれぞれの学生が個別に進める総合化の学修を，学部共通の総合化の教育理念にもとに束ねる
役割を果たす最重要科目であり，それゆえに学部教員全員が担当する体制を取ってきた。また副専攻制は総合的教育の体
系化・具体化を狙ったものであった。
　改組にあっては，「総合科学論」を改善のうえ，引き続き実施することは言うまでもなく，地域創生を目標に，地域に
根ざしグローバルな視点（つまり総合的視点）から実践的に貢献できる人材の養成に焦点を絞り，４課程制を改め２課程
制（人間文化，地域政策）とすることで，課程における学修の総合化・学際化の方針をより鮮明にする。さらに，学生の
主体的学修につなげる主副専修プログラム制（「行動科学」から「環境共生」に至る１４プログラムより主副を選択）を
採ることにより，従来の副専攻での必修１０単位を副専修プログラムでは必修１６単位に増強することで，「総合科学」
のための教育の質，学士号授与の水準を確保する。
　よって，「総合科学」の意味が広範的一般的であることに留意しつつも，改組にあたり，人文社会科学部創設以来の
「総合科学」の教育理念を堅持し，総合性を養成する教育課程を刷新・強化するという基本方針に照らし，授与する学士
の名称はこれまでと同じく「総合科学」とする。

Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色
・　法学･経済学に文理融合の環境学を組み込み，総合的な教育研究を拡充する。
・　法学･経済学･環境学の総合化を達成する前提として，各分野の専門的基礎理論を学修するための課程導入科目「地域
政策入門A･B」の4単位，各分野からなる課程共通科目の必修科目６単位を履修する。これにより法･経済･環境分野の総合
化を実現するための基礎学力を涵養する。
・　法学･経済学･環境学各分野の基礎的学修を踏まえ，５つの専修プログラム（「政策法務」,「企業法務」,「地域社会
経済」,「地域社会連携」及び「環境共生」）を置くことにより，高度な総合性を担保する。なお，５専修プログラムのい
ずれにおいても，それぞれのプログラムが主対象とする地域の諸問題を地域環境の自然科学的側面をも見据えて解決する
基礎的能力を修得するため，プログラム基礎科目の選択必修科目（2単位）として，地域環境を生物学的側面から把握する
「環境生態学Ａ」及び地域環境を物質循環の面から把握する「自然環境学Ａ」を配置した。
・　人文社会科学部の課題である「グローバル化対応」に取り組むために，専門科目の演習において積極的にプレゼン
テーションやディベイトを取り入れることにより，「柔軟なコミュニケーション能力」を育成する。
・　学生は，自課程の５つの専修プログラムから１つを主専修として選択するとともに，さらに自課程・他課程等のプロ
グラムからもう１つを副専修に選択し,主専修プログラムに「近い分野」あるいは「遠い分野」の副専修プログラムを組み
合わせることで，多様な学修成果，多様な能力を培うことが可能となる。例えば，前者の場合，主専修「環境共生専修プ
ログラム」と副専修「地域社会経済専修プログラム」の組合せでは，地域社会の環境政策や環境マネジメントに関する実
践的知識と能力に加えて，地域経済に関する理論と政策の立案･提言の能力が養成され，地域社会により総合的な視点から
貢献できる。後者の例として，主専修「環境共生専修プログラム」と他課程の副専修「行動科学専修プログラム」の組合
せでは，地域社会の環境政策や環境マネジメントに関する実践的知識と能力に環境保全等における人間行動の個人的･社会
的側面に関する理解を加えることで，地方自治体やNPO等でより実効的な政策立案・環境マネジメントができるようにな
る。
・学部共通必修科目「総合科学論Ⅰ」（３年前期，２単位），「総合科学論Ⅱ」（３年後期，２単位）において，諸学に
共通する方法論・パラダイムに関わる問題（例えば「合理性と非合理性」，「部分と全体」）や，諸学問が収斂し取り組
んでいる現代の具体的な問題（例えば，「現代の学問と平和」，「環境問題と諸科学」）を学修する。これにより，主専
修プログラムによって深めた専門的学修と副専修プログラムにより拡げた総合的学修を，より根本的な次元及びより広い
問題領域に関係づけることで，主副専修プログラム制を通じて追求し蓄積してきた自らの学修の方向性・位置づけを学生
に理解させ，総合化を実質的なものとする。
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・　「政策法務専修プログラム」は，法学一般に関してはもちろん，経済学や環境学の基礎知識の修得も図ることによっ
て，震災復興を含む地域課題に対し，主として公法の観点からする法制度・法政策を学ぶことで，持続可能な地域の創
生・再生を担う人材養成を目的とする。
・　「企業法務専修プログラム」は，おもに経済面における地域社会の創生・再生を図るべく，経済学・環境学の学修に
裏打ちされた，民事系を中心とする法制度・法政策を学ぶことによって，「まちづくり」「ベンチャー企業の創設」等に
係る制度設計を先導できる人材養成を目指す。
・　「地域社会経済専修プログラム」は，経済学に関する基礎的な知識・理論を学修するとともに，地域・地方自治に係
る基本的な制度・政策を学ぶことによって，地域経済の創生・再生を担う人材を育成することを目的とする。
・　「地域社会連携専修プログラム」は，経済学をベースに置きつつ，法学や環境学の視点も取り入れながら地域社会の
現場で生じている生産・生活をめぐる諸問題を学修することによって，地域が抱える諸課題を総合的な観点から解決でき
る人材の育成を目指す。
・　「環境共生専修プログラム」は，法学と経済学の基礎的知識を取り入れ，環境問題の所在理解と解決実践に関する基
礎的な知識・理論を総合的視点から学修することによって，地域の環境保全・再生，持続可能な共生社会の構築を担う環
境人材を育成することを目的とする。
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２課程・１４専修プログラム制の概要

人間文化課程
（入学定員１２５）

地域政策課程
（入学定員７５）

行動科学 スポーツ科学

芸術文化

異文化間コミュニティ

政策法務

地域社会経済

企業法務

地域社会連携

環境共生

英語圏文化

ヨーロッパ語圏文化

アジア圏文化

歴史

現代文化

主専修プログラム（34単位） 副専修プログラム（16単位）

※基礎科目１０単位以上，展開科目
１０単位以上，計３４単位修得

２年次末主専修・副専修の選択を決定

＊２課程制による学修の総合化・学際化の強化
＊主副専修プログラム制と総合科学論による総合的学修の充実
＊学修ポートフォリオによる主体的学修の徹底

11

政策法務専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 選択必修６単位

憲法（人権）Ⅰ・Ⅱ，憲法（統治機構）Ⅰ，刑法総論Ⅰなどから４単

位，環境生態学Ａ，自然環境学Ａから２単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修６単位
地域政策実践演習A・Bから２単位，全演習I・IIから４単位

【養成人材像】 震災復興の目標として，法学・経済学・環境学の基
礎的知識を踏まえ，公法の観点から法制度・法政策を学修し，持続
可能な地域社会の創生を担う人材を養成する。

入
学

【環境共生副専修】課程内の遠い分野と

地域社会と環境に関わる課題解決のための

実践的な政策提言能力を高め，地域の環境

関連の事業や政策の実現に貢献できる。

【異文化コミュニティ副専修】他課程の分野と
地域社会における異文化との接触・摩擦な
ど具体的な課題解決のための実践的な政策
提言能力を深め，外国系企業の招致や国際
的イベントの実施で主導的に活躍できる。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な総合化が可

能

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位
（※以下例示）

【課程導入科目】 １年次 必修４単位
地域政策入門Ａ，地域政策入門Ｂ

【課程共通科目】 １～２年次 必修６単位

（必修）民法（総則）Ⅰ，経済学基礎Ⅰ，環境政策論Ⅰ ６単位

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

総合科学論Ⅰ・Ⅱ
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12

企業法務専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 選択必修６単位
民法（物権）Ⅰ，民法（債権総論）Ⅰ，民法（債権各論）Ⅰなどから４
単位，環境生態学Ａ，自然環境学Ａから２単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修６単位
地域政策実践演習A・Bから2単位，全演習I・IIから4単位

【養成人材像】 経済からの地域再生・創生を目指し，経済学・環境学の学修を
基礎として，民事系を中心とする法制度・法政策を学修し，まちづくり・ベンチャ
ー企業創設等の制度設計をリードできる人材を養成する。

入
学

【地域社会連携副専修】課程内の遠い分野と
地域連携・共生社会構築の視点に基づく課
題発見・解決能力を高め，企業の立場から
地域社会に参画しリーダーシップを発揮する
ことができる。

【英語圏文化副専修】他課程の分野と

グローバル化社会で活躍できる英語コミュニ

ケーション能力を深め，外国系企業との協働

や交流，国際的イベントに際して中心的な役

割を担うことができる。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な総合化が可

能

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位
（※以下例示）

【課程導入科目】 １年次 必修４単位
地域政策入門Ａ，地域政策入門Ｂ

【課程共通科目】 １～２年次 必修６単位

（必修）民法（総則）Ⅰ，経済学基礎Ⅰ，環境政策論Ⅰ ６単位

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

地域社会経済専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 選択必修８単位

理論経済学Ⅰ・Ⅱ，財政学Ⅰ・Ⅱ，農業経済論Ⅰ・Ⅱ，金融論など

から４単位，地域経済調査演習などから２単位，環境生態学Ａ，自

然環境学Ａから２単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修４単位
全演習Ⅰ・Ⅱから4単位

【養成人材像】 経済学の基礎的学修とともに，地域・地方自治に係る基本的な制度・

政策を学ぶことによって，地域経済の創生・再生を担う人材を育成する。

入
学

【政策法務副専修】課程内の遠い分野と

地域産業社会の抱える実体的問題を扱う際

の法律解釈の能力を高め，地方行政の政策

形成のためのスキルを高める。

【行動科学副専修】他課程の分野と

人間行動を深く理解し，被災地コミュニティ特

有の問題を踏まえた地域課題解決の政策に

対応できる能力を高める。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な総合化が可

能

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位
（※以下例示）

【課程導入科目】 １年次 必修４単位

地域政策入門Ａ，地域政策入門Ｂ

【課程共通科目】 １～２年次 必修６単位
（必修）民法（総則）Ⅰ，経済学基礎Ⅰ，環境政策論Ⅰ ６単位

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）
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14

地域社会連携専修プログラム

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 選択必修８単位

経営学総論Ⅰ・Ⅱ，会計学Ⅰ・Ⅱ，社会保障論Ⅰ・Ⅱ，環境経済論

Ⅱなどから４単位，地域経済調査演習，地域環境マネジメント実践

演習から２単位，環境生態学Ａ，自然環境学Ａから２単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修４単位
全演習Ⅰ・Ⅱから4単位

【養成人材像】経済学を基礎として，法学や環境学の視点を取り入れながら地域社会の現場
で生じている生産・生活をめぐる諸問題を学修することによって，地域が抱える諸課題を総合
的な観点から解決できる人材を育成する。

入
学

【企業法務副専修】課程内の遠い分野と
地域マネジメント実施における諸問題に対処
する法律知識・法的思考の能力を高め，政策
形成のためのスキルを高める。

【行動科学副専修】他課程の分野と

人間行動への理解を深め，地域社会固有の

問題も踏まえて地域課題解決のためのマネ

ジメント能力を高める。

卒
業

副専修プログラムの選び方により多様な総合化が可

能

主専修プログラム ３４単位
特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位

副専修プログラム１６単位
（※以下例示）

【課程導入科目】 １年次 必修４単位

地域政策入門Ａ，地域政策入門Ｂ

【課程共通科目】 １～２年次 必修６単位

（必修）民法（総則）Ⅰ，経済学基礎Ⅰ，環境政策論Ⅰ ６単位

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

【プログラム基礎科目】 ２～３年次 必修４単位 選択必修８単位

（必修）持続可能な社会論，環境科学演習 ４単位，
（選択必修）環境政策論Ⅱ，環境経済論Ⅱなどから4単位，環境生態
学Ａ，自然環境学Ａから２単位，環境社会調査演習などから２単位

【プログラム展開科目】 ３～４年次 選択必修６単位
保全生物学，景観生態学，環境経済論特講などから２単位，全演習
Ⅰ・Ⅱから４単位

【養成人材像】持続可能な共生社会の構築に向けて，地域の創生に貢献する，地域の環境政策

や環境マネジメントに関する実践的知識と能力を有する環境人材を養成する。

入
学

副専修プログラム１６単位
（※以下例示）

【政策法務副専修】課程内の遠い分野と
地域課題に対する実効的な政策の立案・提
言の能力が付加され，行政機関の環境関連
業務で活躍できる。

【行動科学副専修】他課程の分野と
人間行動の個人的・社会的側面を理解する
能力が付加され，NPO等での実践や政策策
定の場で活躍できる。

卒
業

環境共生専修プログラム

【課程導入科目】 １年次 必修４単位

地域政策入門Ａ，地域政策入門Ｂ

基礎ゼミナール（被災地学修含む，全学共通・必修１単位）

環境科目・地域関連科目（全学共通・選択必修各２単位）

特別研究 ４年次 必修６単位

総合科学論Ⅰ・Ⅱ ３年次 必修４単位
主専修プログラム ３４単位

副専修プログラムの選び方により多様な総合化が可

能

【課程共通科目】 １～２年次 必修６単位

（必修）民法（総則）Ⅰ，経済学基礎Ⅰ，環境政策論Ⅰ ６単位
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　各主専修プログラムの必修科目等の単位数は以下のとおりである。

（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

・環境共生専修プログラム：基礎科目の必修科目を4単位，選択必修科目（環境政策論Ⅱ，環境経済論Ⅱ，環境文化論Ⅰ・
Ⅱ，環境社会学Ⅰ・Ⅱ）から4単位，選択必修科目（環境生態学A，自然環境学A）から2単位，選択必修科目（環境社会調
査演習，地域環境マネジメント実践演習）から2単位，展開科目の選択必修科目（保全生物学，景観生態学，環境経済論特
講，環境文化論特講，環境社会学特講，環境思想史）から2単位，選択必修科目（全演習Ⅰ・Ⅱ）から4単位を修得するこ
と。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　教養教育科目から43単位（転換教育科目の必修1単位，外国語科目から
選択必修科目8単位，健康・スポーツ科目から選択必修2単位，情報科目の
必修2単位，文化科目から選択必修6単位，社会科目から選択必修6単位，
自然＆科学技術科目から選択必修4単位，環境科目から選択必修2単位，地
域関連科目から選択必修2単位を含む），学部共通科目の必修科目4単位，
課程導入科目の必修科目4単位，課程共通科目の必修科目12単位，選択科
目2単位，選択した主専修プログラムの科目の基礎科目から10単位以上，
展開科目から10単位以上修得し計34単位，選択した主専修プログラム以外
の専修プログラム科目の選択科目から16単位，他課程の課程科目の選択科
目から4単位，自由選択から6単位以上を修得し，125単位以上修得するこ
と。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

・政策法務専修プログラム：基礎科目の選択必修科目（憲法（人権）Ⅰ・Ⅱ，憲法（統治機構）I，刑法総論I，政治学
（政治過程））から4単位，選択必修科目（環境生態学A，自然環境学A）から2単位，展開科目の選択必修科目（地域政策
実践演習A・B）から2単位，選択必修科目（全演習I・Ⅱ）から4単位を修得すること。

・企業法務専修プログラム：基礎科目の選択必修科目（民法（物権）I，民法（債権総論）I，民法（債権各論）I，会社法
I，労働法I）から4単位，選択必修科目（環境生態学A，自然環境学A）から2単位，展開科目の選択必修科目（地域政策実
践演習A・B）から2単位，選択必修科目（全演習I・II）から4単位を修得すること。

・地域社会経済専修プログラム：基礎科目の選択必修科目（理論経済学Ⅰ・Ⅱ，財政学Ⅰ・Ⅱ，国際経済論Ａ・Ｂ，農業
経済論Ⅰ・Ⅱ，ミクロ経済学，金融論）から4単位，選択必修科目（地域経済調査演習，地域経済実践演習）から2単位，
選択必修科目（環境生態学A，自然環境学A）から2単位，展開科目の選択必修科目（全演習Ⅰ・Ⅱ）から4単位を修得する
こと。

・地域社会連携専修プログラム：基礎科目の選択必修科目（経営学総論Ⅰ・Ⅱ，会計学Ⅰ・Ⅱ，社会保障論Ⅰ・Ⅱ，政治
経済学Ⅰ・Ⅱ，環境経済論Ⅱ）から4単位，選択必修科目（地域経済調査演習，地域環境マネジメント実践演習）から2単
位，選択必修科目（環境生態学A，自然環境学A）から2単位，展開科目の選択必修科目（全演習Ⅰ・Ⅱ）から4単位を修得
すること。
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憲法（人権）Ⅰ 2前 2 ○ 1 ※1 副

憲法（人権）Ⅱ 2後 2 ○ 1 ※1 副

憲法（統治機構）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

憲法（統治機構）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

刑法総論Ⅰ 2前 2 ○ 1 ※1

刑法総論Ⅱ 2後 2 ○ 1

政治学（政治過程） 2前 2 ○ 兼1 ※1 副

環境生態学Ａ 2前 2 ○ 1 副

自然環境学Ａ 2前 2 ○ 1 副

民法（物権）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

民法（物権）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

民法（債権総論）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

民法（債権総論）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

民法（債権各論）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

民法（債権各論）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

民法（家族法）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

民法（家族法）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

民法（相続法） 2・3後 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

労働法Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

雇用管理法 2・3・4前 2 ○ 1 3年1回

社会保障法 2・3・4後 2 ○ 1 3年1回 副

刑法各論Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

刑法各論Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

刑事訴訟法Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

刑事訴訟法Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

行政法（作用法総論）Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

行政法（作用法総論）Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

行政法（救済法）Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

行政法（救済法）Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

政治学（政治理論） 2後 2 ○ 兼1 副

行政学Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

行政学Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

地方自治法 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年1回 副

刑事政策 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

基礎法Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年

基礎法Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年

財政学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

財政学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

社会保障論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1 副

社会保障論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1 副

環境政策論Ⅱ 2前 2 ○ 1 副

地域政策実践演習Ａ 3後 2 ○ 1 副

地域政策実践演習Ｂ 3後 2 ○ 1 副

国際政治学Ⅰ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

国際政治学Ⅱ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

少年法 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

法律学特講Ａ 3・4前 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｂ 3・4前 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｃ 3・4前 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｄ 3・4後 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｅ 3・4後 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｆ 3・4後 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

地方財政論 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

公会計論 3・4前 2 ○ 1 隔年

政治学演習Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

政治学演習Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

憲法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

憲法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

民法（財産法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1 1

民法（財産法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1 1

民法（家族法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（地域政策課程）【別紙】政策法務専修プログラム科目

備考

専任教員等の配置

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

この中か
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修
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ム
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民法（家族法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

商法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

商法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

労働法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

労働法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

財政学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

財政学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

経営学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

経営学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

会計学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

会計学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

環境政策論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境政策論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

自然環境学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 2

自然環境学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 2

環境生態学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境生態学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

－ 0 194 9 12 兼22

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。
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民法（物権）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

民法（物権）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

民法（債権総論）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年

民法（債権総論）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

民法（債権各論）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

民法（債権各論）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

会社法Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

会社法Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

労働法Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 ※1 隔年 副

労働法Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

環境生態学Ａ 2前 2 ○ 1 副

自然環境学Ａ 2前 2 ○ 1 副

憲法（人権）Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

憲法（人権）Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

民法（家族法）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

民法（家族法）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

民法（相続法） 2・3後 2 ○ 1 隔年

刑法総論Ⅰ 2前 2 ○ 1

刑法総論Ⅱ 2後 2 ○ 1

刑法各論Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

刑法各論Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

商法（総則） 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

商法（商取引法） 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

民事訴訟法Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

民事訴訟法Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

雇用管理法 2・3・4前 2 ○ 1 3年1回 副

基礎法Ａ 2・3前 2 ○ 1 隔年

基礎法Ｂ 2・3後 2 ○ 1 隔年

理論経済学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

理論経済学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

政治経済学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

政治経済学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

会計学Ⅰ 2前 2 ○ 1

会計学Ⅱ 2後 2 ○ 1

経営学総論Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

経営学総論Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

簿記論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1 副

簿記論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1 副

金融論 2前 2 ○ 兼1 集中

環境経済論Ⅱ 2前 2 ○ 1

地域政策実践演習Ａ 3後 2 ○ 1 副

地域政策実践演習Ｂ 3後 2 ○ 1 副

金融法 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年1回 副

知的財産法 2・3・4前 2 ○ 兼1 集中 3年1回

法律学特講Ａ 3・4前 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｂ 3・4前 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｃ 3・4前 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｄ 3・4後 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｅ 3・4後 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

法律学特講Ｆ 3・4後 2 ○ 3 5 兼1 集中 隔年

管理会計論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

企業論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

労働経済論 3前 2 ○ 兼1

環境経済論特講 3前 2 ○ 1

政治学演習Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

政治学演習Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

憲法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

憲法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

民法（財産法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1 1

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（地域政策課程）【別紙】企業法務専修プログラム科目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次 備考

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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民法（財産法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1 1

民法（家族法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

民法（家族法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

商法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

商法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

労働法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

労働法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

財政学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

財政学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

経営学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

経営学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

会計学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

会計学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

環境政策論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境政策論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

自然環境学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 2

自然環境学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 2

環境生態学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境生態学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

－ 0 192 9 12 兼18

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

この中か
ら同名の
ⅠとⅡの
４単位を

選択

　
企
業
法
務
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

小計（96科目） －

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

岩手大学－47



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

理論経済学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

理論経済学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

財政学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

財政学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

国際経済論Ａ 2前 2 ○ 1 副

国際経済論Ｂ 2後 2 ○ 1 副

農業経済論Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

農業経済論Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

ミクロ経済学 2前 2 ○ 兼1 集中 副

金融論 2前 2 ○ 兼1 集中 副

経営学総論Ⅰ 2前 2 ○ 1

経営学総論Ⅱ 2後 2 ○ 1

会計学Ⅰ 2前 2 ○ 1

会計学Ⅱ 2後 2 ○ 1

経済外書講読 2後 2 ○ 3 4

簿記論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

簿記論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

憲法（統治機構）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

憲法（統治機構）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

行政学Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

行政学Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

行政法（作用法総論）Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

行政法（作用法総論）Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

環境政策論Ⅱ 2前 2 ○ 1 副

持続可能な社会論 2後 2 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ 副

政治学（政治理論） 2後 2 ○ 兼1

環境経済論Ⅱ 2前 2 ○ 1 副

地域経済調査演習 2前 2 ○ 3 4 副

地域経済実践演習 2後 2 ○ 3 4 副

環境生態学Ａ 2前 2 ○ 1

自然環境学Ａ 2前 2 ○ 1

応用マクロ経済学 3・4前 2 ○ 1 隔年

経済数学（線形代数学） 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

経済数学（微分積分学） 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

日本経済史 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

西洋経済史 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

人的資源管理論 3・4前 2 ○ 1 隔年

経済思想 3・4前 2 ○ 1 隔年

企業論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

労働経済論 3前 2 ○ 兼1 副

日本経済論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

公会計論 3・4前 2 ○ 1 隔年

国際開発と環境・貧困 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

理論経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

財政学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

財政学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

経営学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（地域政策課程）【別紙】地域社会経済専修プログラム科目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

この中
から４
単位を
選択

この中か
ら２単位
を選択

この中か
ら２単位
を選択

備考

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

地
域
社
会
経
済
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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経営学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

会計学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

会計学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

政治学演習Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

政治学演習Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

憲法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

憲法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

民法（財産法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1 1

民法（財産法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1 1

民法（家族法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

民法（家族法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

商法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

商法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

労働法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

労働法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

環境政策論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境政策論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

自然環境学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 2

自然環境学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 2

環境生態学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境生態学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

－ 0 170 9 12 兼16

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

　
経
済
社
会
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

小計（85科目） － －

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

この中
から同
名のⅠ
とⅡの
４単位
を選択
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

経営学総論Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

経営学総論Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

会計学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

会計学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

社会保障論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1 副

社会保障論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1 副

政治経済学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

政治経済学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

環境経済論Ⅱ 2前 2 ○ 1 副

農業経済論Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

農業経済論Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

財政学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

財政学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

簿記論Ⅰ 2前 2 ○ 兼1 副

簿記論Ⅱ 2後 2 ○ 兼1 副

国際経済論Ａ 2前 2 ○ 1

国際経済論Ｂ 2後 2 ○ 1

行政学Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

行政学Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年

会社法Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

会社法Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年

社会保障法 2・3・4後 2 ○ 1 3年1回 副

地方自治法 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年1回

持続可能な社会論 2後 2 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ 副

環境政策論Ⅱ 2前 2 ○ 1

環境文化論Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

環境文化論Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

社会学概論 2前 2 ○ 1

環境社会学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

環境社会学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

地域経済調査演習 2前 2 ○ 3 4 副

地域環境マネジメント実践演習 2後 2 ○ 1 副

環境生態学Ａ 2前 2 ○ 1

自然環境学Ａ 2前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

公会計論 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

協同組合論 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

マーケティング論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

管理会計論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

企業論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

日本経済論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

国際法Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

国際法Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

国際政治学Ⅰ 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

国際政治学Ⅱ 3・4後 2 ○ 兼1 隔年

家族社会学 3前 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

財政学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

財政学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

授業科目の名称

　
地
域
社
会
連
携
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

授業形態

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専任教員等の配置

備考

この中か
ら２単位
を選択

この中
から４
単位を
選択

この中か
ら２単位
を選択

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（地域政策課程）【別紙】地域社会連携専修プログラム科目

科目
区分

配当年次

単位数
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農業経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

経営学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

経営学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

会計学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

会計学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

環境政策論演習Ⅰ 3前 2 　 ○ 1

環境政策論演習Ⅱ 3後 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅰ 3前 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅱ 3後 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅰ 3前 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅱ 3後 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅰ 3前 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅱ 3後 2 　 ○ 1

自然環境学演習Ⅰ 3前 2 　 ○ 2

自然環境学演習Ⅱ 3後 2 　 ○ 2

環境生態学演習Ⅰ 3前 2 　 ○ 1

環境生態学演習Ⅱ 3後 2 　 ○ 1

政治学演習Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

政治学演習Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

憲法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

憲法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

民法（財産法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1 1

民法（財産法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1 1

民法（家族法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

民法（家族法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

商法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

商法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

労働法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

労働法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

－ 0 180 10 12 兼17

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

　
地
域
社
会
連
携
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

小計（90科目） －

この中
から同
名のⅠ
とⅡの
４単位
を選択

－

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

環境政策論Ⅱ 2前 2 ○ 1 副

環境経済論Ⅱ 2前 2 ○ 1 副

環境文化論Ⅰ 2前 　 2 ○ 1 副

環境文化論Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

環境社会学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

環境社会学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

持続可能な社会論 2後 2 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ 副

環境生態学Ａ 2前 2 ○ 1 ※１ 副

環境生態学Ｂ 2後 2 ○ 1 副

自然環境学Ａ 2前 2 ○ 1 ※１ 副

自然環境学Ｂ 2後 2 ○ 1 副

環境統計学Ⅰ 2前 2 ○ 兼1 集中

環境統計学Ⅱ 2後 2 ○ 兼1 集中

憲法（統治機構）Ⅰ 2・3前 2 ○ 1 隔年 副

憲法（統治機構）Ⅱ 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

地方自治法 2・3・4後 2 ○ 兼1 3年1回

政治学（政治過程） 2前 2 ○ 兼1

政治学（政治理論） 2後 2 ○ 兼1

行政学Ⅰ 2・3前 2 ○ 兼1 隔年 副

行政学Ⅱ 2・3後 2 ○ 兼1 隔年 副

理論経済学Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

理論経済学Ⅱ 2後 2 ○ 1

経営学総論Ⅰ 2前 2 ○ 1 副

経営学総論Ⅱ 2後 2 ○ 1

農業経済論Ⅰ 2前 2 　 ○ 1 副

農業経済論Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

財政学Ⅰ 2前 2 　 ○ 1 副

財政学Ⅱ 2後 2 ○ 1 副

ミクロ経済学 2前 2 ○ 兼1 集中 副

国際開発と環境・貧困 2・3後 2 ○ 1 隔年 副

環境科学演習 2前 2 ○ 2 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境科学実験 2前 2 ○ 1 2 集中

環境社会調査実習 2・3後 2 ○ 1 隔年

環境社会調査演習 2前 2 ○ 1 副

地域環境マネジメント実践演習 2後 2 ○ 1 副

保全生物学 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

景観生態学 3・4後 2 ○ 1 隔年 副

環境経済論特講 3前 2 ○ 1

環境文化論特講 3前 2 ○ 1

環境社会学特講 3・4前 2 ○ 1 隔年

環境思想史 3・4前 2 ○ 1 隔年

環境倫理学 3・4前 2 ○ 1 隔年

国際法Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

国際法Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年 副

企業論 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

地方財政論 3・4前 2 ○ 1 隔年 副

環境学特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

環境学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年

環境学特講Ｃ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

環境学特講Ｄ 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年

環境科学特講Ａ 3・4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

環境科学特講Ｂ 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年

環境科学特講Ｃ 3・4後 2 ○ 兼1 集中 隔年

環境政策論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境政策論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境経済論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

専任教員等の配置

備考

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

この中
から４
単位を
選択

※１の
中から
２単位
を選択

この中
から２
単位を
選択

　
環
境
共
生
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ4縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（地域政策課程）【別紙】環境共生専修プログラム科目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

この中か
ら２単位
を選択

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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環境文化論演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境文化論演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境社会学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

自然環境学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 2

自然環境学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 2

環境生態学演習Ⅰ 3前 　 2 　 ○ 1

環境生態学演習Ⅱ 3後 　 2 　 ○ 1

政治学演習Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

政治学演習Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

憲法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

憲法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

民法（財産法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1 1

民法（財産法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1 1

民法（家族法）演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

民法（家族法）演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

商法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

商法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

労働法演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

労働法演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

財政学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

財政学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

経営学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

経営学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

会計学演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

会計学演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

－ 4 186 9 12 兼20

※備考欄にある「副」は，副専修プログラム科目を表します。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

　
環
境
共
生
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

この中
から同
名のⅠ
とⅡの
４単位
を選択

小計（95科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎ゼミナール 1前 1 ○ 2 1

初年次自由ゼミナール 1後 1 ○ 兼6

小計（２科目） － 1 0 1 2 1 0 0 0 兼6

英語総合Ⅰ（初級） 1前後 1 ○ 兼4

英語総合Ⅱ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語総合Ⅰ（中級） 1前後 1 ○ 兼11

英語総合Ⅱ（中級） 1前後 1 ○ 兼9

英語総合Ⅰ（上級） 1前後 1 ○ 兼8

英語総合Ⅱ（上級） 1前後 1 ○ 兼9

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前後 1 ○ 兼8

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前後 1 ○ 兼6

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前後 1 ○ 兼7

英語基礎 1前 1 ○ 兼1

英語発展Ａ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｂ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｃ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｄ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｅ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｆ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｇ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｈ 2・3後 1 ○ 兼1

初級ドイツ語（入門） 1前後 1 ○ 兼7

初級ドイツ語（発展） 1前後 1 ○ 兼7

中級ドイツ語 1後 1 ○ 兼1

初級フランス語(入門) 1前後 1 ○ 1 兼10

初級フランス語(発展) 1前後 1 ○ 1 兼8

中級フランス語 1後 1 ○ 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1 ○ 兼1

初級ロシア語(発展) 1前 1 ○ 兼1

中級ロシア語 1後 1 ○ 兼3

初級中国語（入門） 1前後 1 ○ 兼5

初級中国語（発展） 1前後 1 ○ 兼6

中級中国語 1後 1 ○ 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 ○ 兼3

初級韓国語（発展） 1前後 1 ○ 兼3

中級韓国語 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｄ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 ○ 兼1

小計（４４科目） － 0 43 1 2 0 0 0 0 兼60

健康・スポーツＡ 1前 1 ○ 1

健康・スポーツＢ 1後 1 ○ 1

健康・スポーツＣ（シーズン) 1・2後 1 ○ 兼2 集中

小計（３科目） － 1 2 0 2 0 0 0 0 兼2

情報基礎 1前 2 ○ 1

小計（１科目） － 2 0 0 1 0 0 0 0 0

－

－

－

－ －

－

－

－
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（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（人文社会科学部人間科学課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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哲学の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼1

倫理学の世界 1・2後 2 ○ 兼1

日本の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

アジアの思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

欧米の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

日本の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

アジアの歴史と文化 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

ジェンダーの歴史と文化 1・2前 2 ○ 兼1

女性と科学の関係史 1・2後 2 ○ 兼1

大学の歴史と現在 1・2前 2 ○ 兼1

岩手大学ミュージアム学 1・2前 2 ○ 兼1

人類の歴史と地球の現在 1・2後 2 ○ 兼1

日本事情Ａ 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ｂ 1・2後 2 ○ 兼1

思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

心の理解 1・2前後 2 ○ 3 1 兼4

日本の文学 1・2前後 2 ○ 兼2

言葉の世界 1・2前後 2 ○ 兼3

中国の文学 1・2前後 2 ○ 兼1

欧米の文学 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の言語論 1・2前 2 ○ 兼1

芸術の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

日本語表現技術入門 1・2前 2 ○ 兼1

心と表象 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 3 2 0 0 0 兼26

市民生活と法 1・2前 2 ○ 兼4

憲法 1・2前後 2 ○ 兼5

経済のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼3

現代社会と経済 1・2前後 2 ○ 兼5

市民と政治 1・2前 2 ○ 兼2

現代政治を見る眼 1・2後 2 ○ 兼2

社会的人間論 1・2前後 2 ○ 1 1 兼3

現代社会の社会学 1・2前後 2 ○ 1 1 兼3

地域と生活 1・2前 2 ○ 1 兼1

地域と社会 1・2後 2 ○ 1 兼1

対人関係の心理学 1・2前後 2 ○ 1 兼2

知的財産入門 1・2前 2 ○ 兼1 集中

著作権法概論 1・2前 2 ○ 兼1

知財ワークショップ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

キャリアを考える 1・2前後 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＡ 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＢ 1・2後 2 ○ 兼1

持続可能なコミュニティーづくり実践学 1・2前 2 ○ 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ 1・2後 2 ○ 兼1

地場産業・企業論 1・2前 2 ○ 兼1 集中

社会と知的財産 1・2後 2 ○ 兼1

ボランティアとリーダーシップ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

科学・技術と現代社会 1・2前 2 ○ 兼1

公共社会 1・2前 2 ○ 兼1

現代の諸問題 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 4 3 0 0 0 兼34

生命のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼4

生物の世界 1・2後 2 ○ 兼1

自然のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と数理 1・2前後 2 ○ 兼2

数理のひろがり 1・2前後 2 ○ 兼2

宇宙のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

物質の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と法則 1・2前後 2 ○ 兼1

自然と数理の世界 1・2前 2 ○ 兼1

科学と技術の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

くらしと科学技術 1・2後 2 ○ 兼1

全
学
共
通
教
育

人
間
と
社
会

教
養
科
目

人
間
と
文
化

人
間
と
自
然

－

－

－

－
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科学技術 1・2前 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼19

「環境」を考える 1後 2 ○ 兼1

生活と環境 1後 2 ○ 兼1

都市と環境 1後 2 ○ 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 ○ 兼1

地球環境と社会 1後 2 ○ 兼1

水と環境 1後 2 ○ 兼1

廃棄物と環境 1後 2 ○ 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 ○ 兼1

森林と環境 1後 2 ○ 兼1

動物と環境 1後 2 ○ 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 ○ 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼12

文化の伝統と現代 2後 2 ○ 兼1

コミュニケーションの現在 1・2後 2 ○ 兼1

現代社会をみる視角 1・2後 2 ○ 兼1

岩手の研究 1・2後 2 ○ 兼1

岩手大学論 1・2後 2 ○ 兼1

これからの健康科学 2後 2 ○ 兼1

図書館への招待 1・2後 2 ○ 兼1

宮沢賢治の思想と文学 1・2後 2 ○ 兼1

環境マネジメント実践学 1・2前 2 ○ 兼1

いわて学Ⅰ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

いわて学Ⅱ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

国際研修　－エネルギーと持続可能な社会－ 2前 2 ○ 兼1 集中

危機管理と復興 1・2後 2 ○ 兼1 集中

総合科目特別講義 2前 2 ○ 兼1

小計（１４科目） － 0 28 0 0 0 0 0 0 兼11

男女共同参画の実践を学ぶ 3後 2 ○ 兼1 集中

都市の自然再生プランニング 3前 2 ○ 兼1

北上川流域学実習 3前 2 ○ 兼1 集中

津波の実際から防災を考える 3前 2 ○ 兼1 集中

環境都市盛岡づくりプロジェクト 3前 2 ○ 兼1

社会のなかの法律問題を考える 3前 2 ○ 兼1

日本の文化・社会と国際ボランティア 3前 2 ○ 兼1

異文化理解と実践 3後 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

小計（１０科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼9

総合科学論 3前後 4 ○ 9 5 兼52

日韓学生の協働研修Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 1 集中

日韓学生の協働研修Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 1 集中

西部カトリック大学語学研修 2･3前後 2 〇 1 1 集中

課題解決型国際研修（英語） 2･3前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（ドイツ語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（フランス語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（中国語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

小計（8科目） － 4 14 0 9 5 0 0 0 兼52

人間科学概論 1後 2 ○ 3 1

人間科学基礎実習 1前 2 ○ 4 2

生理学 2前 2 ○ 兼1 隔年

社会調査法 1後 2 ○ 1 1

論理学 1･2前後 2 ○ 兼1 集中 隔年

基礎統計学 1･2前 2 ○ 1

小計（6科目） － 4 8 0 7 3 0 0 0 兼2

人間情報科学概論 2前 2 ○ 3 2

人間情報科学基礎演習 2後 2 ○ 3 2

人間情報科学演習Ⅰ 3前 2 ○ 3 2

人間情報科学演習Ⅱ 3後 2 ○ 3 2

人間学講義Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

人間学講義Ⅱ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

環
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人間学特講Ⅰ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

人間学特講Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

哲学特講Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

哲学特講Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

哲学特講Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

哲学特講Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

人間学演習Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

人間学演習Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

人間学演習Ⅲ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

人間学演習Ⅳ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

応用倫理学講義Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

応用倫理学講義Ⅱ 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

応用倫理学特講Ⅰ 2･3･4後 2 ○ 兼1 集中 隔年

応用倫理学特講Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 集中 隔年

倫理学特講Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

倫理学特講Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

倫理学特講Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

倫理学特講Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

応用倫理学演習Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

応用倫理学演習Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

応用倫理学演習Ⅲ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

応用倫理学演習Ⅳ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

言語学講義Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 3年に1回

言語学講義Ⅱ 2･3･4前 2 ○ 1 3年に1回

言語学講義Ⅲ 2･3･4前 2 ○ 1 3年に1回

言語学特講Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 3年に1回

言語学特講Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 3年に1回

言語学特講Ⅲ 2･3･4前 2 ○ 1 3年に1回

言語学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1 隔年

言語学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1 隔年

言語学演習Ⅲ 3･4前 2 ○ 1 隔年

言語学演習Ⅳ 3･4後 2 ○ 1 隔年

言語学演習Ⅴ 3･4前 2 ○ 1 隔年

言語学演習Ⅵ 3･4後 2 ○ 1 隔年

美学Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

美学Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

統計学（推定・検定） 1･2前 2 ○ 1

多変量解析入門 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

情報ネットワーク論Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1

情報ネットワーク論Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1

情報ネットワーク論Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

地理情報システム論 2･3･4後 2 ○ 1

プログラミングⅠ 2･3･4前 2 ○ 1

プログラミングⅡ 2･3･4後 2 ○ 1

コンピュータ基礎演習Ⅰ 2･3･4前 2 ○ ○ 1

コンピュータ基礎演習Ⅱ 2･3･4後 2 ○ ○ 1

社会情報システム論 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

社会情報システム論演習 2･3･4後 2 ○ ○ 1 隔年

言語情報論 2･4後 2 ○ 1 隔年

情報科学特講Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

情報科学特講Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

情報科学特講Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

情報科学特講Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

情報倫理講義 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 隔年

情報論特講－情報と職業－ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

実験心理学 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

実験心理学特講 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

認知心理学 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

認知心理学特講 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

人格心理学 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

人格心理学特講 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

スポーツ行動論 2･3･4前 2 ○ 1

スポーツ行動論特講 2･3･4後 2 ○ 1

展開
科目

人間
情報
科学
コー
ス科
目
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文化人類学 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

特別研究 4前後 6 ○ 3 2

小計（71科目） － 14 132 0 7 2 0 0 0 兼24

行動科学方法論 3後 2 ○ 6 3

行動科学概論Ⅰ 2後 2 ○ 3 1

行動科学概論Ⅱ 2前 2 ○ 3 2

心理学基礎実験 2後 2 ○ 3 2 兼2

社会調査実習Ⅰ 2前 2 ○ 3 1

特殊実験調査Ⅰ 3前 2 ○ 6 3

特殊実験調査Ⅱ 3後 2 ○ 6 3

社会調査概論 3･4前 2 ○ 1 1

心理学通論 3･4後 2 ○ 兼1 隔年

社会学概論 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

実験心理学 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

実験心理学特講 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

実験心理学演習Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

実験心理学演習Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

認知心理学 2･3･4前 2 ○ 1

認知心理学特講 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

認知心理学演習Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

認知心理学演習Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

人格心理学 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

人格心理学特講 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

人格心理学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1 隔年

人格心理学演習Ⅱ 3･4前 2 ○ 1 隔年

臨床心理学 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

臨床心理学特講 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

臨床心理学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1 隔年

臨床心理学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1 隔年

臨床心理学実習 3･4前 2 ○ 1 隔年

社会心理学 2･3･4後 2 ○ 1

社会心理学特講 3･4前 2 ○ 1 隔年

社会心理学演習Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1

社会心理学演習Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

犯罪社会心理学演習Ⅰ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

犯罪社会心理学 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

家族社会学Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

家族社会学Ⅱ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

家族社会学特講Ⅰ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

家族社会学特講Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

家族社会学演習Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1

家族社会学演習Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1

地域社会学Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

地域社会学Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

地域社会学特講Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

地域社会学特講Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

地域社会学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

地域社会学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

行動地理学 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

社会地理学 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

人口地理学 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

地域分析 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

地域分析実習 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

人文地理学演習Ⅰ 2･3･4後 2 ○ 1

人文地理学演習Ⅱ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

スポーツ行動論 2･3･4前 2 ○ 1

スポーツ行動論特講 2･3･4後 2 ○ 1

スポーツ行動論演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

スポーツ行動論演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

文化人類学 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

基礎心理学 2･3･4後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

応用心理学 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

展
開
科
目

行動
科学
コー
ス科
目

－－

特別
研究

基
礎
科
目

人間
情報
科学
コー
ス科
目
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文化心理学 2･3･4後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

心理療法論 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

現代社会論 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中

行動科学統計法Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

行動科学統計法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

生理学特講 1･2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

特別研究 4前後 6 6 3

小計（66科目） － 20 116 0 6 3 0 0 0 兼11

26
～
32

379
～
395

2 9 5 0 0 0 兼246

行動
科学
コー
ス科
目

基
礎
科
目

－

１学期の授業期間

１時限の授業時間

２学期

授業期間等

学位又は称号 　学士（総合科学） 学位又は学科の分野  社会学・社会福祉学関係

卒業要件及び履修方法

１学年の学期区分［人間情報科学コース］
　全学共通教育から３５単位（必修４単位を含む），学部共通科目の必
修科目４単位，課程導入科目の必修科目４単位，課程共通科目の選択科
目から４単位，コース基礎科目の必修科目８単位，コース展開科目の選
択科目から３４単位，関連他課程科目から２単位，自由選択科目から２
０単位，特別研究６単位の１２５単位以上修得すること。
［行動科学コース］
　全学共通教育から３５単位（必修４単位を含む），学部共通科目の必
修科目４単位，課程導入科目の必修科目４単位，課程共通科目の選択科
目から４単位，コース基礎科目の必修科目１４単位，コース展開科目の
選択科目から２８単位，自由選択科目から２２単位，特別研究６単位の
１２５単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：１学期２４単位（ただし、成績優秀者及び編
入学生は２８単位））

９０分

１５週

－合計（151科目） －

－

特
別

研
究
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎ゼミナール 1前 1 ○ 4 3

初年次自由ゼミナール 1後 1 ○ 兼6

小計（２科目） － 1 0 1 4 3 0 0 0 兼6

英語総合Ⅰ（初級） 1前後 1 ○ 1 1 1 兼1

英語総合Ⅱ（初級） 1前後 1 ○ 2 1 兼2

英語総合Ⅰ（中級） 1前後 1 ○ 3 兼8

英語総合Ⅱ（中級） 1前後 1 ○ 3 1 兼5

英語総合Ⅰ（上級） 1前後 1 ○ 1 2 兼5

英語総合Ⅱ（上級） 1前後 1 ○ 2 2 兼5

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前後 1 ○ 兼8

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前後 1 ○ 兼6

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前後 1 ○ 兼7

英語基礎 1前 1 ○ 兼1

英語発展Ａ 2・3前 1 ○ 1

英語発展Ｂ 2・3後 1 ○ 1

英語発展Ｃ 2・3前 1 ○ 1

英語発展Ｄ 2・3後 1 ○ 1

英語発展Ｅ 2・3前 1 ○ 1

英語発展Ｆ 2・3後 1 ○ 1

英語発展Ｇ 2・3前 1 ○ 1

英語発展Ｈ 2・3後 1 ○ 1

初級ドイツ語（入門） 1前後 1 ○ 1 2 兼4

初級ドイツ語（発展） 1前後 1 ○ 1 2 兼4

中級ドイツ語 1後 1 ○ 1

初級フランス語(入門) 1前後 1 ○ 2 2 兼7

初級フランス語(発展) 1前後 1 ○ 3 2 兼4

中級フランス語 1後 1 ○ 1 2

初級ロシア語(入門) 1前 1 ○ 兼1

初級ロシア語(発展) 1前 1 ○ 兼1

中級ロシア語 1後 1 ○ 1 兼2

初級中国語（入門） 1前後 1 ○ 1 兼4

初級中国語（発展） 1前後 1 ○ 1 兼5

中級中国語 1後 1 ○ 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 ○ 1 兼2

初級韓国語（発展） 1前後 1 ○ 1 兼2

中級韓国語 1後 1 ○ 1 兼1

上級日本語Ａ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｄ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 ○ 兼1

小計（４４科目） － 0 43 1 24 24 5 0 0 兼44

健康・スポーツＡ 1前 1 ○ 兼1

健康・スポーツＢ 1後 1 ○ 兼1

健康・スポーツＣ（シーズン) 1・2後 1 ○ 兼2 集中

小計（３科目） － 1 2 0 0 0 0 0 0 兼3

情報基礎 1前 2 ○ 兼2

小計（１科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼2

－

－

－

－

全
学
共
通
教
育

転換
教育
科目

共
通
基
礎
科
目

外
国
語
科
目

－

－

－

－

健
康・
ス

ポー
ツ科
目

情報
科目

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（人文社会科学部国際文化課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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哲学の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

倫理学の世界 1・2後 2 ○ 兼1

日本の思想と文化 1・2前後 2 ○ 1

アジアの思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

欧米の思想と文化 1・2前後 2 ○ 1

日本の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 1 兼1

アジアの歴史と文化 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 1 兼1

ジェンダーの歴史と文化 1・2前 2 ○ 1

女性と科学の関係史 1・2後 2 ○ 1

大学の歴史と現在 1・2前 2 ○ 兼1

岩手大学ミュージアム学 1・2前 2 ○ 兼1

人類の歴史と地球の現在 1・2後 2 ○ 兼1

日本事情Ａ 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ｂ 1・2後 2 ○ 兼1

思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

心の理解 1・2前後 2 ○ 兼8

日本の文学 1・2前後 2 ○ 1 兼1

言葉の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼2

中国の文学 1・2前後 2 ○ 1

欧米の文学 1・2後 2 ○ 1

欧米の言語論 1・2前 2 ○ 1

芸術の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

日本語表現技術入門 1・2前 2 ○ 1

心と表象 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 7 5 0 0 0 兼21

市民生活と法 1・2前 2 ○ 兼4

憲法 1・2前後 2 ○ 兼5

経済のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼3

現代社会と経済 1・2前後 2 ○ 兼5

市民と政治 1・2前 2 ○ 兼2

現代政治を見る眼 1・2後 2 ○ 兼2

社会的人間論 1・2前後 2 ○ 兼5

現代社会の社会学 1・2前後 2 ○ 兼5

地域と生活 1・2前 2 ○ 兼2

地域と社会 1・2後 2 ○ 兼2

対人関係の心理学 1・2前後 2 ○ 兼3

知的財産入門 1・2前 2 ○ 兼1 集中

著作権法概論 1・2前 2 ○ 兼1

知財ワークショップ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

キャリアを考える 1・2前後 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＡ 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＢ 1・2後 2 ○ 兼1

持続可能なコミュニティーづくり実践学 1・2前 2 ○ 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ 1・2後 2 ○ 兼1

地場産業・企業論 1・2前 2 ○ 兼1 集中

社会と知的財産 1・2後 2 ○ 兼1

ボランティアとリーダーシップ 1・2前 2 ○ 1 集中

科学・技術と現代社会 1・2前 2 ○ 兼1

公共社会 1・2前 2 ○ 兼1

現代の諸問題 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 1 0 0 0 0 兼37

生命のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼4

生物の世界 1・2後 2 ○ 兼1

自然のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と数理 1・2前後 2 ○ 兼2

数理のひろがり 1・2前後 2 ○ 兼2

宇宙のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

物質の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と法則 1・2前後 2 ○ 兼1

自然と数理の世界 1・2前 2 ○ 兼1

科学と技術の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

くらしと科学技術 1・2後 2 ○ 兼1

－

全
学
共
通
教
育

教
養
科
目

人
間
と
社
会

－

人
間
と
文
化

人
間
と
自
然

－

－
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科学技術 1・2前 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼19

「環境」を考える 1後 2 ○ 兼1

生活と環境 1後 2 ○ 兼1

都市と環境 1後 2 ○ 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 ○ 兼1

地球環境と社会 1後 2 ○ 兼1

水と環境 1後 2 ○ 兼1

廃棄物と環境 1後 2 ○ 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 ○ 兼1

森林と環境 1後 2 ○ 兼1

動物と環境 1後 2 ○ 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 ○ 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼12

文化の伝統と現代 2後 2 ○ 1

コミュニケーションの現在 1・2後 2 ○ 1

現代社会をみる視角 1・2後 2 ○ 兼1

岩手の研究 1・2後 2 ○ 兼1

岩手大学論 1・2後 2 ○ 兼1

これからの健康科学 2後 2 ○ 兼1

図書館への招待 1・2後 2 ○ 兼1

宮沢賢治の思想と文学 1・2後 2 ○ 1

環境マネジメント実践学 1・2前 2 ○ 兼1

いわて学Ⅰ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

いわて学Ⅱ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

国際研修　－エネルギーと持続可能な社会－ 2前 2 ○ 兼1 集中

危機管理と復興 1・2後 2 ○ 1 集中

総合科目特別講義 2前 2 ○ 兼1

小計（１４科目） － 0 28 0 3 1 0 0 0 兼8

男女共同参画の実践を学ぶ 3後 2 ○ 兼1 集中

都市の自然再生プランニング 3前 2 ○ 兼1

北上川流域学実習 3前 2 ○ 兼1 集中

津波の実際から防災を考える 3前 2 ○ 兼1 集中

環境都市盛岡づくりプロジェクト 3前 2 ○ 兼1

社会のなかの法律問題を考える 3前 2 ○ 兼1

日本の文化・社会と国際ボランティア 3前 2 ○ 兼1

異文化理解と実践 3後 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

小計（１０科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼9

総合科学論 3前後 4 ○ 11 12 1 兼43

日韓学生の協働研修Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 1 集中

日韓学生の協働研修Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 1 集中

西部カトリック大学語学研修 2･3前後 2 〇 1 1 集中

課題解決型国際研修（英語） 2･3前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（ドイツ語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（フランス語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（中国語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

小計（8科目） － 4 14 0 11 12 1 0 0 兼43

国際文化入門 1前 2 ○ 11 12 1

国際文化研究 1後 2 ○ 11 12 1

文化システム論 1後 2 ○ 3 2

アジア文化論 1後 2 ○ 3 2

欧米言語文化論 1後 2 ○ 5 8 1

日本語表現基礎 2前後 2 ○ 1 1

日本語読解基礎 2前後 2 ○ 1 1

ドイツ語基礎 2･3前後 2 ○ 1

フランス語基礎 2･3前後 2 ○ 1

ロシア語基礎 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

中国語基礎 2･3前後 2 ○ 1 隔年

韓国語基礎 2･3前後 2 ○ 1 隔年

小計（12科目） － 4 20 0 11 12 1 0 0 兼1

総
合
科
目

全
学
共
通
教
育

教
養
科
目 環

境
教
育
科
目

導入
科目

共
通
科
目

－

－

－

－

－

－

－

－

高
年
次
課
題
科
目

－

－

－

－

学部
共通
科目

課
程
科
目
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文化システム論 1後 2  　 ○ 3 2

文化論コロキウムⅠ 1後,2･3･4前後  1 ○ 3 2 4年に1回

文化論コロキウムⅡ 1後,2･3･4前後  1 ○ 3 2 4年に1回

文化論コロキウムⅢ 1後,2･3･4前後  1 ○ 3 2 4年に1回

文化論コロキウムⅣ 1後,2･3･4前後  1 ○ 3 2 4年に1回

文化論コロキウムⅤ 1後,2･3･4前後  1 ○ 3 2 4年に1回

文化論コロキウムⅥ 1後,2･3･4前後  1 ○ 3 2 4年に1回

文化論コロキウムⅦ 1後,2･3･4前後  1 ○ 3 2 4年に1回

文化論コロキウムⅧ 1後,2･3･4前後  1 ○ 3 2 4年に1回

テクスト分析論Ⅰ 1･2･3前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論Ⅱ 1･2･3前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論Ⅲ 1･2･3前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論Ⅳ 1･2･3前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化記号論Ⅰ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

文化記号論Ⅱ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

文化記号論Ⅲ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

文化記号論Ⅳ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化論Ⅰ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化論Ⅱ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化論Ⅲ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化論Ⅳ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

表象文化論Ⅰ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

表象文化論Ⅱ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

表象文化論Ⅲ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

表象文化論Ⅳ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化思想論Ⅰ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化思想論Ⅱ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化思想論Ⅲ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化思想論Ⅳ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

ジェンダー文化論Ⅰ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

ジェンダー文化論Ⅱ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

ジェンダー文化論Ⅲ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

ジェンダー文化論Ⅳ 1･2･3前後  　 2 ○ 1 隔年

文化領域論Ⅰ 1･2･3前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化領域論Ⅱ 1･2･3前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化領域論Ⅲ 1･2･3前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化領域論Ⅳ 1･2･3前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論特講Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論特講Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論特講Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論特講Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化記号論特講Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

文化記号論特講Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

文化記号論特講Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

文化記号論特講Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

社会文化論特講Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

社会文化論特講Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

社会文化論特講Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

社会文化論特講Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

表象文化論特講Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 4年に1回

表象文化論特講Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 4年に1回

表象文化論特講Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 4年に1回

表象文化論特講Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 4年に1回

社会文化思想論特講Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 隔年

社会文化思想論特講Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

社会文化思想論特講Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

社会文化思想論特講Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

文化論特講Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

文化論特講Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

文化論特講Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

文化論特講Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

文化論特講Ⅴ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

文化論特講Ⅵ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回
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文化論特講Ⅶ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

文化論特講Ⅷ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

文化論特講Ⅸ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

文化論特講Ⅹ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

メディア文化論特講Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 隔年

メディア文化論特講Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 兼1 隔年

メディア文化論特講Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 隔年

メディア文化論特講Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 隔年

比較文学論Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 4年に1回

比較文学論Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 4年に1回

比較文学論Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 4年に1回

比較文学論Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 4年に1回

ジェンダー文化論特講Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 隔年

ジェンダー文化論特講Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 隔年

ジェンダー文化論特講Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 隔年

ジェンダー文化論特講Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 隔年

消費文化論Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 隔年

消費文化論Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

消費文化論Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

消費文化論Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

文化理論特講Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化理論特講Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化理論特講Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化理論特講Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化歴史地理学Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化歴史地理学Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化動態論Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

文化動態論Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

エスニシティ論Ⅰ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

エスニシティ論Ⅱ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

エスニシティ論Ⅲ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

エスニシティ論Ⅳ 2･3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論演習Ⅰ 2後,3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論演習Ⅱ 2後,3･4前後  　 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論演習Ⅳ 2後,3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論演習Ⅴ 2後,3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

テクスト分析論演習Ⅵ 2後,3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

文化記号論演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

文化記号論演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

文化記号論演習Ⅲ 2後,3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

文化記号論演習Ⅳ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

文化記号論演習Ⅴ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

文化記号論演習Ⅵ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化論演習Ⅰ 2後,3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

社会文化論演習Ⅱ 2後,3･4前後  　 2 ○ 1 3年に1回

社会文化論演習Ⅲ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化論演習Ⅳ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化論演習Ⅴ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化論演習Ⅵ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

表象文化論演習Ⅰ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

表象文化論演習Ⅱ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

表象文化論演習Ⅲ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

表象文化論演習Ⅳ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

表象文化論演習Ⅴ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

表象文化論演習Ⅵ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化思想論演習Ⅰ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化思想論演習Ⅱ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化思想論演習Ⅲ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化思想論演習Ⅳ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化思想論演習Ⅴ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

社会文化思想論演習Ⅵ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

ジェンダー文化論演習Ⅰ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回
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ジェンダー文化論演習Ⅱ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

ジェンダー文化論演習Ⅲ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

ジェンダー文化論演習Ⅳ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

ジェンダー文化論演習Ⅴ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

ジェンダー文化論演習Ⅵ 2後,3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

文化領域論演習Ⅰ 2後,3･4前後  2 ○ 兼1 3年に1回

文化領域論演習Ⅱ 2後,3･4前後  2 ○ 兼1 3年に1回

文化領域論演習Ⅲ 2後,3･4前後  2 ○ 兼1 3年に1回

文化領域論演習Ⅳ 2後,3･4前後  2 ○ 兼1 3年に1回

文化領域論演習Ⅴ 2後,3･4前後  2 ○ 兼1 3年に1回

文化領域論演習Ⅵ 2後,3･4前後  2 ○ 兼1 3年に1回

特別研究 4通 6 ○ 3 2

小計（138科目） － 8 264 0 3 2 0 0 0 兼49

アジア文化論 1後 2 ○ 1

日本史講義ⅠＡ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本史講義ⅠＢ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本史講義ⅡＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本史講義ⅡＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本思想史講義ⅠＡ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講義ⅠＢ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講義ⅡＡ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講義ⅡＢ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講義ⅢＡ 1･2･3前後  2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講義ⅢＢ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本文学講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

日本文学講義Ⅱ 2･3前後  2 ○ 1 隔年

日本文学講義Ⅲ 2･3前後  2 ○ 1 隔年

日本文学講義Ⅳ 2･3前後  2 ○ 1 隔年

日本語学講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1

日本語学講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本語学講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本語学講義Ⅳ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

日本語・日本事情講義ⅠＡ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

日本語・日本事情講義ⅠＢ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

日本語・日本事情講義ⅡＡ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

日本語・日本事情講義ⅡＢ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

アジア史講義ⅠＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講義ⅠＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講義ⅡＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講義ⅡＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講義ⅢＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講義ⅢＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講義ⅠＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講義ⅠＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講義ⅡＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講義ⅡＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講義ⅢＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講義ⅢＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講義ⅠＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講義ⅠＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講義ⅡＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講義ⅡＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講義ⅢＡ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講義ⅢＢ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国語学講義ⅠＡ 1･2･3前後  2 ○ 1 3年に1回

中国語学講義ⅠＢ 1･2･3前後  2 ○ 1 3年に1回

中国語学講義ⅡＡ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

中国語学講義ⅡＢ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

中国語学講義ⅢＡ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

中国語学講義ⅢＢ 1･2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

考古学講義Ａ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

考古学講義Ｂ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年
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日本史特講ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本史特講ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本史特講ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本史特講ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本史特講ⅢＡ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本史特講ⅢＢ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本史特講ⅣＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

日本史特講ⅣＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

日本史講読ⅠＡ 2･3･4前後  2 ○ 1 隔年

日本史講読ⅠＢ 2･3･4前後  2 ○ 1 隔年

日本史講読ⅡＡ 2･3･4前後  2 ○ 1 隔年

日本史講読ⅡＢ 2･3･4前後  2 ○ 1 隔年

日本史演習ⅠＡ 3前後 2 ○ 1

日本史演習ⅠＢ 3前後 2 ○ 1

日本史演習ⅡＡ 4前後 2 ○ 1

日本史演習ⅡＢ 4前後 2 ○ 1

日本思想史特講ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

日本思想史特講ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

日本思想史特講ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本思想史特講ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本思想史特講ⅢＡ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本思想史特講ⅢＢ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講読ⅠＡ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講読ⅠＢ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講読ⅡＡ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本思想史講読ⅡＢ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本思想史演習ⅠＡ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

日本思想史演習ⅠＢ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

日本思想史演習ⅡＡ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

日本思想史演習ⅡＢ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

日本文学特講Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本文学特講Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本文学特講Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本文学特講Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本文学講読Ⅰ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本文学講読Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本文学講読Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本文学講読Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本文学演習Ⅰ 3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本文学演習Ⅱ 3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本文学演習Ⅲ 3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本文学演習Ⅳ 3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本語学特講Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

日本語学特講Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本語学特講Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本語学特講Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

日本語学講読Ⅰ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本語学講読Ⅱ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本語学講読Ⅲ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本語学講読Ⅳ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本語学演習Ⅰ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

日本語学演習Ⅱ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

日本語学演習Ⅲ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

日本語学演習Ⅳ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

日本古典講読Ⅰ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本古典講読Ⅱ 2･3･4前後  2 ○ 1 3年に1回

日本語・日本事情特講ⅠＡ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

日本語・日本事情特講ⅠＢ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

日本語・日本事情特講ⅡＡ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

日本語・日本事情特講ⅡＢ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

日本文化史講読ⅠＡ 3･4前後  2 ○ 兼1 隔年

日本文化史講読ⅠＢ 3･4前後  2 ○ 兼1 隔年

日本文化史講読ⅡＡ 3･4前後  2 ○ 兼1 隔年
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日本文化史講読ⅡＢ 3･4前後  2 ○ 兼1 隔年

日本文化史演習ⅠＡ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

日本文化史演習ⅠＢ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

日本文化史演習ⅡＡ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

日本文化史演習ⅡＢ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

アジア史特講ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史特講ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史特講ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史特講ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史特講ⅢＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史特講ⅢＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講読ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講読ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講読ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史講読ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史演習ⅠＡ 3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史演習ⅠＢ 3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

アジア史演習ⅡＡ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

アジア史演習ⅡＢ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

中国思想史特講ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史特講ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史特講ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史特講ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史特講ⅢＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史特講ⅢＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講読ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講読ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講読ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史講読ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史演習ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史演習ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史演習ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国思想史演習ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学特講ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

中国文学特講ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学特講ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

中国文学特講ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学特講ⅢＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学特講ⅢＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講読ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講読ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講読ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学講読ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学演習ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学演習ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学演習ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国文学演習ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

中国語学特講ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

中国語学特講ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

中国語学特講ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

中国語学特講ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

中国語学特講ⅢＡ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

中国語学特講ⅢＢ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

中国語学講読ⅠＡ 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

中国語学講読ⅠＢ 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

中国語学講読ⅡＡ 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

中国語学講読ⅡＢ 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

中国語学演習ⅠＡ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

中国語学演習ⅠＢ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

中国語学演習ⅡＡ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

中国語学演習ⅡＢ 3･4前後 2 ○ 1 隔年

考古学各論Ａ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

考古学各論Ｂ 3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

　
ア
ジ
ア
文
化
コ
ー

ス
科
目

　
展
開
科
目
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特別研究 4通 6 ○ 3 2

小計（176科目） － 8 348 0 3 2 0 0 0 兼100

欧米言語文化論 1後 2  ○ 1

欧米史講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

欧米史講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

欧米史講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

欧米史講義Ⅳ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

欧米史講義Ⅴ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

欧米史講義Ⅵ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

言語コミュニケーション論Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

言語コミュニケーション論Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

言語コミュニケーション論Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

言語コミュニケーション論Ⅳ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

2･3前後 2 ○ 1 隔年

2･3前後 2 ○ 1 隔年

2･3前後 2 ○ 1 隔年

2･3前後 2 ○ 1 隔年

言語習得論Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1

言語習得論Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1

英語構造論Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1

英語構造論Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1

英語構造論Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1

英語構造論Ⅳ 2･3前後 2 ○ 1

英語構造論Ⅴ 2･3前後 2 ○ 1

英語構造論Ⅵ 2･3前後 2 ○ 1

ドイツ語構造論Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ドイツ語構造論Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ドイツ語構造論Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

フランス語構造論Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス語構造論Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス語構造論Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

ロシア語構造論Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ロシア語構造論Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ロシア語構造論Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

英米文学講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1

英米文学講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1

英米文学講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

英米文学講義Ⅳ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ドイツ文学講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ドイツ文学講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ドイツ文学講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

フランス文学講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス文学講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス文学講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

ロシア文学講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

ロシア文学講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

ロシア文学講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

英米文化論講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 兼1

英米文化論講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 兼1

英米文化論講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1

英米文化論講義Ⅳ 2･3前後 2 ○ 1

ドイツ文化論講義Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ドイツ文化論講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

ドイツ文化論講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

フランス文化論講義Ⅰ 1･2･3前後 2 ○ 兼1 集中

フランス文化論講義Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

フランス文化論講義Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

1･2前後 2 ○ 兼1

1･2前後 2 ○ 兼1

1･2前後 2 ○ 兼1 隔年

1･2前後 2 ○ 兼1 隔年

1･2前後 2 ○ 1 隔年

1･2前後 2 ○ 1 隔年

特別
研究

－

　
基
礎
科
目

－

英語コミュニケーション基礎Ⅲ

言語コミュニケーション論概論Ⅳ

ドイツ語コミュニケーション基礎Ⅰ

言語コミュニケーション論概論Ⅱ

言語コミュニケーション論概論Ⅰ

英語コミュニケーション基礎Ⅳ

英語コミュニケーション基礎Ⅱ

英語コミュニケーション基礎Ⅰ

ドイツ語コミュニケーション基礎Ⅱ

言語コミュニケーション論概論Ⅲ

　
欧
米
言
語
文
化
コ
－
ス
科
目
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1･2前後 2 ○ 1 隔年

1･2前後 2 ○ 1 隔年

1･2前後  2 ○ 1 隔年

1･2前後 2 ○ 1 隔年

1･2前後 2 ○ 1 隔年

総合英語Ⅰ 1･2･3前後 2 ○ 1

総合英語Ⅱ 1･2･3前後 2 ○ 1

総合ドイツ語Ⅰ 2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

総合ドイツ語Ⅱ 2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

総合ドイツ語Ⅲ 2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

総合フランス語Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

総合フランス語Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

総合フランス語Ⅲ 2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

総合ロシア語Ⅰ 2･3前後 2 ○ 兼1

総合ロシア語Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1

ギリシャ語Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ギリシャ語Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ラテン語Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ラテン語Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

欧米史特講Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

欧米史特講Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

欧米史特講Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

欧米史特講Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

欧米史特講Ⅴ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

欧米史特講Ⅵ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

欧米史演習Ⅰ 2･3前後 2 ○ 1

欧米史演習Ⅱ 2･3前後 2 ○ 1

欧米史演習Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 1

欧米史演習Ⅳ 2･3･4前後 2 ○ 1

欧米史演習Ⅴ 2･3前後 2 ○ 1 隔年

欧米史演習Ⅵ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

3･4前後 2 ○ 1 隔年

3･4前後 2 ○ 1 隔年

3･4前後 2 ○ 1 隔年

3･4前後 2 ○ 1 隔年

英語習得論演習Ⅰ 3･4前後 2 ○ 1

英語習得論演習Ⅱ 3･4前後 2 ○ 1

英語構造論演習Ⅰ 3･4前後 2 ○ 1

英語構造論演習Ⅱ 3･4前後 2 ○ 1

英語構造論演習Ⅲ 3･4前後 2 ○ 1

英語構造論演習Ⅳ 3･4前後 2 ○ 1

ドイツ語構造論演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ語構造論演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ語構造論演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス語構造論演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス語構造論演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス語構造論演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ロシア語構造論演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 1 隔年

ロシア語構造論演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 1 隔年

ロシア語構造論演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

英米文学演習Ⅰ 3･4前後 2 ○ 兼1

英米文学演習Ⅱ 3･4前後 2 ○ 1 兼1

英米文学演習Ⅲ 3･4前後 2 ○ 1

英米文学演習Ⅳ 3･4前後 2 ○ 1

ドイツ文学演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ文学演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ文学演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス文学演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス文学演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス文学演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ロシア文学演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

ロシア文学演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

ロシア文学演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

　
基
礎
科
目

　
展
開
科
目

言語コミュニケーション論演習Ⅲ

言語コミュニケーション論演習Ⅱ

言語コミュニケーション論演習Ⅰ

ロシア語コミュニケーション基礎Ⅱ

ロシア語コミュニケーション基礎Ⅰ

フランス語コミュニケーション基礎Ⅱ

言語コミュニケーション論演習Ⅳ

ドイツ語コミュニケーション基礎Ⅲ　
欧
米
言
語
文
化
コ
－
ス
科
目

フランス語コミュニケーション基礎Ⅰ
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英米文化論演習Ⅰ 3･4前後 2 ○ 1

英米文化論演習Ⅱ 3･4前後 2 ○ 1

英米文化論演習Ⅲ 3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

英米文化論演習Ⅳ 3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

ドイツ文化論演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ文化論演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ文化論演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス文化論演習Ⅰ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス文化論演習Ⅱ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス文化論演習Ⅲ 2後,3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

英語コミュニケーション発展Ⅰ 2･3前後 2 ○ 兼1

英語コミュニケーション発展Ⅱ 2･3前後 2 ○ 兼1

英語コミュニケーション発展Ⅲ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

英語コミュニケーション発展Ⅳ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

英語コミュニケーション発展Ⅴ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

英語コミュニケーション発展Ⅵ 2･3前後 2 ○ 兼1 隔年

2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

2･3前後 2 ○ 兼1 3年に1回

2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

2･3前後 2 ○ 1 3年に1回

2･3前後 2 ○ 兼1

2･3前後 2 ○ 1

英語コミュニケーション応用Ⅰ 3･4前後 2 ○ 1

英語コミュニケーション応用Ⅱ 3･4前後 2 ○ 1

英語コミュニケーション応用Ⅲ 3･4前後 2 ○ 兼1

英語コミュニケーション応用Ⅳ 3･4前後 2 ○ 兼1

英語コミュニケーション応用Ⅴ 3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

英語コミュニケーション応用Ⅵ 3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

TOEIC対策演習Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

TOEIC対策演習Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

ドイツ語作文Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ語作文Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ドイツ語作文Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス語作文Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス語作文Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

フランス語作文Ⅲ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

ロシア語作文Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

ロシア語作文Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

特別研究 4前後 6 5 8 1

小計（175科目） － 8 346 0 5 8 1 0 0 兼43

20
539
～
623

2 11 12 1 0 0 兼382

　
展
開
科
目

ドイツ語コミュニケーション応用Ⅰ

ドイツ語コミュニケーション応用Ⅱ

ドイツ語コミュニケーション応用Ⅲ

ロシア語コミュニケーション応用Ⅱ

ロシア語コミュニケーション応用Ⅰ

フランス語コミュニケーション応用Ⅲ

フランス語コミュニケーション応用Ⅱ

フランス語コミュニケーション応用Ⅰ

ドイツ語コミュニケーション発展Ⅱ

合計（509科目）

フランス語コミュニケーション発展Ⅱ

フランス語コミュニケーション発展Ⅲ

ロシア語コミュニケーション発展Ⅰ

ドイツ語コミュニケーション発展Ⅰ

アカデミック・イングリッシュⅠ

ロシア語コミュニケーション発展Ⅱ

アカデミック・イングリッシュⅡ

ドイツ語コミュニケーション発展Ⅲ

フランス語コミュニケーション発展Ⅰ

特別
研究

　
欧
米
言
語
文
化
コ
－
ス
科
目

学位又は称号 　学士（総合科学） 文学関係学位又は学科の分野

－

－

－

－
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１時限の授業時間 ９０分

１学年の学期区分

卒業要件及び履修方法 授業期間等

２学期［文化システムコース］
　全学共通教育から３５単位（必修４単位を含む），学部共通科目の必
修科目４単位，課程導入科目の必修科目４単位，課程共通科目の選択科
目から１２単位，コース基礎科目の必修科目２単位・選択科目から１８
単位，コース展開科目の選択科目から１８単位，関連他課程科目から６
単位，自由選択科目から１２単位，特別研究６単位の１２５単位以上修
得すること。
［アジア文化コース］
　全学共通教育から３５単位（必修４単位を含む），学部共通科目の必
修科目４単位，課程導入科目の必修科目４単位，課程共通科目の選択科
目から１２単位，コース基礎科目の必修科目２単位・選択科目から１２
単位，コース展開科目の選択科目から２４単位，関連他課程科目から８
単位，自由選択科目から１０単位，特別研究６単位の１２５単位以上修
得すること。
［欧米言語文化コース］
　全学共通教育から３５単位（必修４単位を含む），学部共通科目の必
修科目４単位，課程導入科目の必修科目４単位，課程共通科目の選択科
目から１２単位，コース基礎科目の必修科目２単位・選択科目から２０
単位，コース展開科目の選択科目から２０単位，関連他課程科目から４
単位，自由選択科目から１０単位，特別研究６単位の１２５単位以上修
得すること。
（履修科目の登録の上限：１学期２４単位（ただし、成績優秀者及び編
入学生は２８単位））

１学期の授業期間 １５週
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎ゼミナール 1前 1 ○ 3

初年次自由ゼミナール 1後 1 ○ 兼6

小計（２科目） － 1 0 1 0 3 0 0 0 兼6

英語総合Ⅰ（初級） 1前後 1 ○ 兼4

英語総合Ⅱ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語総合Ⅰ（中級） 1前後 1 ○ 兼11

英語総合Ⅱ（中級） 1前後 1 ○ 兼9

英語総合Ⅰ（上級） 1前後 1 ○ 兼8

英語総合Ⅱ（上級） 1前後 1 ○ 兼9

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前後 1 ○ 兼8

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前後 1 ○ 兼6

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前後 1 ○ 兼7

英語基礎 1前 1 ○ 兼1

英語発展Ａ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｂ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｃ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｄ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｅ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｆ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｇ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｈ 2・3後 1 ○ 兼1

初級ドイツ語（入門） 1前後 1 ○ 兼7

初級ドイツ語（発展） 1前後 1 ○ 兼7

中級ドイツ語 1後 1 ○ 兼1

初級フランス語(入門) 1前後 1 ○ 兼11

初級フランス語(発展) 1前後 1 ○ 兼9

中級フランス語 1後 1 ○ 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1 ○ 兼1

初級ロシア語(発展) 1前 1 ○ 兼1

中級ロシア語 1後 1 ○ 兼3

初級中国語（入門） 1前後 1 ○ 兼5

初級中国語（発展） 1前後 1 ○ 兼6

中級中国語 1後 1 ○ 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 ○ 兼3

初級韓国語（発展） 1前後 1 ○ 兼3

中級韓国語 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｄ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 ○ 兼1

小計（４４科目） － 0 43 1 0 0 0 0 0 兼61

健康・スポーツＡ 1前 1 ○ 兼1

健康・スポーツＢ 1後 1 ○ 兼1

健康・スポーツＣ（シーズン) 1・2後 1 ○ 兼2 集中

小計（３科目） － 1 2 0 0 0 0 0 0 兼3

情報基礎 1前 2 ○ 兼2

小計（１科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼2

－

－

－

－

－

－

－

－

（別添２－２）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（人文社会科学部法学・経済課程）

転換
教育
科目

共
通
基
礎
科
目

外
国
語
科
目

全
学
共
通
教
育

健
康・
ス

ポー
ツ科
目

情報
科目
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哲学の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

倫理学の世界 1・2後 2 ○ 兼1

日本の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

アジアの思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

欧米の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

日本の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

アジアの歴史と文化 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

ジェンダーの歴史と文化 1・2前 2 ○ 兼1

女性と科学の関係史 1・2後 2 ○ 兼1

大学の歴史と現在 1・2前 2 ○ 兼1

岩手大学ミュージアム学 1・2前 2 ○ 兼1

人類の歴史と地球の現在 1・2後 2 ○ 兼1

日本事情Ａ 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ｂ 1・2後 2 ○ 兼1

思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

心の理解 1・2前後 2 ○ 兼8

日本の文学 1・2前後 2 ○ 兼2

言葉の世界 1・2前後 2 ○ 兼3

中国の文学 1・2前後 2 ○ 兼1

欧米の文学 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の言語論 1・2前 2 ○ 兼1

芸術の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

日本語表現技術入門 1・2前 2 ○ 兼1

心と表象 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 0 0 0 0 0 兼31

市民生活と法 1・2前 2 ○ 2 2

憲法 1・2前後 2 ○ 1 3 兼1

経済のしくみ 1・2前後 2 ○ 2 兼1

現代社会と経済 1・2前後 2 ○ 3 1 兼1

市民と政治 1・2前 2 ○ 兼2

現代政治を見る眼 1・2後 2 ○ 兼2

社会的人間論 1・2前後 2 ○ 兼5

現代社会の社会学 1・2前後 2 ○ 兼5

地域と生活 1・2前 2 ○ 兼2

地域と社会 1・2後 2 ○ 兼2

対人関係の心理学 1・2前後 2 ○ 兼3

知的財産入門 1・2前 2 ○ 1 集中

著作権法概論 1・2前 2 ○ 1

知財ワークショップ 1・2後 2 ○ 1 集中

キャリアを考える 1・2前後 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＡ 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＢ 1・2後 2 ○ 兼1

持続可能なコミュニティーづくり実践学 1・2前 2 ○ 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ 1・2後 2 ○ 兼1

地場産業・企業論 1・2前 2 ○ 兼1 集中

社会と知的財産 1・2後 2 ○ 1

ボランティアとリーダーシップ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

科学・技術と現代社会 1・2前 2 ○ 兼1

公共社会 1・2前 2 ○ 1

現代の諸問題 1・2前 2 ○ 1

小計（２５科目） － 0 50 0 6 14 0 0 0 兼24

生命のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼4

生物の世界 1・2後 2 ○ 兼1

自然のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と数理 1・2前後 2 ○ 兼2

数理のひろがり 1・2前後 2 ○ 兼2

宇宙のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

物質の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と法則 1・2前後 2 ○ 兼1

自然と数理の世界 1・2前 2 ○ 兼1

科学と技術の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

くらしと科学技術 1・2後 2 ○ 兼1

人
間
と
文
化

人
間
と
自
然

－

－

－

－

全
学
共
通
教
育

教
養
科
目

人
間
と
社
会
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科学技術 1・2前 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼19

「環境」を考える 1後 2 ○ 兼1

生活と環境 1後 2 ○ 兼1

都市と環境 1後 2 ○ 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 ○ 兼1

地球環境と社会 1後 2 ○ 兼1

水と環境 1後 2 ○ 兼1

廃棄物と環境 1後 2 ○ 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 ○ 兼1

森林と環境 1後 2 ○ 兼1

動物と環境 1後 2 ○ 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 ○ 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼12

文化の伝統と現代 2後 2 ○ 兼1

コミュニケーションの現在 1・2後 2 ○ 兼1

現代社会をみる視角 1・2後 2 ○ 1

岩手の研究 1・2後 2 ○ 1

岩手大学論 1・2後 2 ○ 兼1

これからの健康科学 2後 2 ○ 兼1

図書館への招待 1・2後 2 ○ 兼1

宮沢賢治の思想と文学 1・2後 2 ○ 兼1

環境マネジメント実践学 1・2前 2 ○ 兼1

いわて学Ⅰ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

いわて学Ⅱ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

国際研修　－エネルギーと持続可能な社会－ 2前 2 ○ 兼1 集中

危機管理と復興 1・2後 2 ○ 兼1 集中

総合科目特別講義 2前 2 ○ 兼1

小計（１４科目） － 0 28 0 2 0 0 0 0 兼9

男女共同参画の実践を学ぶ 3後 2 ○ 兼1 集中

都市の自然再生プランニング 3前 2 ○ 兼1

北上川流域学実習 3前 2 ○ 兼1 集中

津波の実際から防災を考える 3前 2 ○ 兼1 集中

環境都市盛岡づくりプロジェクト 3前 2 ○ 兼1

社会のなかの法律問題を考える 3前 2 ○ 兼1

日本の文化・社会と国際ボランティア 3前 2 ○ 兼1

異文化理解と実践 3後 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

小計（１０科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼9

総合科学論 3前後 4 ○ 7 8 兼52

日韓学生の協働研修Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 1 集中

日韓学生の協働研修Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 1 集中

西部カトリック大学語学研修 2･3前後 2 〇 1 1 集中

課題解決型国際研修（英語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（ドイツ語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（フランス語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（中国語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

小計（8科目） － 4 14 0 7 8 0 0 0 兼52

法律学基礎 1前 2 ○ 3 5

経済学基礎 1前 2 ○ 4 3

理論経済学Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 1

政治経済学Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 1

経営学総論Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 1

社会保障論Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 兼1

民法（総則）Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 1

民法（総則）Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

憲法（人権）Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 1

憲法（人権）Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

小計（10科目） － 4 16 0 7 8 0 0 0 兼1

教
養
科
目 環

境
教
育
科
目

　
課
程
科
目

全
学
共
通
教
育

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

　
共
通
科
目

－

導入
科目

総
合
科
目

高
年
次
課
題
科
目

－

学
部
共
通
科
目
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憲法（統治機構）Ⅰ 2･3前 2 ○ 1 隔年

憲法（統治機構）Ⅱ 2･3後 2 ○ 1 隔年

民法（物権）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（物権）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（債権総論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（債権総論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（債権各論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（債権各論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（家族法）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（家族法）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（相続法） 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

会社法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

会社法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

商法（総則） 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

商法（商取引法） 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

刑法総論Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 1

刑法総論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

刑法各論Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

刑法各論Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民事訴訟法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

民事訴訟法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

刑事訴訟法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

刑事訴訟法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

行政法（作用法総論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政法（作用法総論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

政治学（政治過程） 1･2･3前 2 ○ 兼1

理論経済学Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

政治経済学Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

ミクロ経済学 1･2前後 2 ○ 兼1 集中

会計学Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1

会計学Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1

行政法（救済法）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政法（救済法）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

地方自治法 2･3･4後 2 ○ 兼1 3年に1回

社会保障法 2･3･4後 2 ○ 1 3年に1回

金融法 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

知的財産法 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

国際法Ａ 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中 隔年

国際法Ｂ 2･3･4後 2 ○ 兼1 集中 隔年

基礎法Ａ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

基礎法Ｂ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

法学外書講読Ａ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

法学外書講読Ｂ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

法学外書講読Ｃ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

法律学特講Ａ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

法律学特講Ｂ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

法律学特講Ｃ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

法律学特講Ｄ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

政治学（政治理論） 2･3･4後 2 ○ 兼1 集中

行政学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

国際政治学Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

国際政治学Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

経営学総論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

社会保障論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 兼1

金融論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

管理会計論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

地方財政論 1･2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

マーケティング論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

経済学特講 1･2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 4年に1回

簿記論Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1
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簿記論Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

憲法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

憲法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

刑法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

刑法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

民法（財産法）演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1 1

民法（財産法）演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1 1

民法（家族法）演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

民法（家族法）演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

商法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

商法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

労働法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

労働法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

政治学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

政治学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

特別演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

特別演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

特別研究 4前後 6 4 5

小計（83科目） － 0 170 0 5 8 0 0 0 兼31

憲法（統治機構）Ⅰ 2･3前 2 ○ 1 隔年

憲法（統治機構）Ⅱ 2･3後 2 ○ 1 隔年

民法（物権）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（物権）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（債権総論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（債権総論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（債権各論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（債権各論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

政治学（政治過程） 1･2･3･4前 2 ○ 兼1 集中

政治学（政治理論） 2･3･4後 2 ○ 兼1 集中

行政学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

行政法（作用法総論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政法（作用法総論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

行政法（救済法）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政法（救済法）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

地方自治法 2･3･4後 2 ○ 兼1 3年に1回

民法（家族法）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（家族法）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（相続法） 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

会社法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

会社法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

社会保障法 2･3･4前 2 ○ 1 3年に1回

刑事政策 2･3･4後 2 ○ 1 3年に1回

経営学総論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

社会保障論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 兼1

農業経済論Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

農業経済論Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

財政学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

財政学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 隔年

環境政策論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

環境経済論Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

環境社会学Ⅰ 2･3前 2 ○ 兼1

商法（総則） 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

商法（商取引法） 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

金融法 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

知的財産法 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

基礎法Ａ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

基礎法Ｂ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民事訴訟法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年
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民事訴訟法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

刑事訴訟法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

刑事訴訟法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

理論経済学Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

政治経済学Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

金融論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

管理会計論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

地方財政論 1･2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

マーケティング論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

経済学特講 1･2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 4年に1回

ミクロ経済学 1･2前後 2 ○ 兼1 集中

簿記論Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 兼1

簿記論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 兼1

会計学Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1

会計学Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1

公会計論 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

環境政策論Ⅱ 2･3前 2 ○ 兼1

環境経済論Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

環境社会学Ⅱ 2･3後 2 ○ 兼1

環境経済論特講 3･4前 2 ○ 兼1

法学外書講読Ａ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

法学外書講読Ｂ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

法学外書講読Ｃ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

法律学特講Ａ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

法律学特講Ｂ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

法律学特講Ｃ 2･3･4前後 2 ○ 1 3年に1回

法律学特講Ｄ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 3年に1回

憲法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

憲法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

民法（財産法）演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1 1

民法（財産法）演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1 1

民法（家族法）演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

民法（家族法）演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

商法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

商法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

刑事訴訟法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

労働法演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

労働法演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

政治学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

政治学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

特別演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

特別演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

社会保障論演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

社会保障論演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

財政学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

財政学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

環境政策論演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

環境政策論演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

特別研究 4前後 6 2 5

小計（94科目） － 0 192 0 5 8 0 0 0 兼37

理論経済学Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

政治経済学Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

経営学総論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

社会保障論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 兼1

ミクロ経済学 1･2前後 2 ○ 兼1 集中 隔年

農業経済論Ⅰ 2･3前 2 ○ 1 隔年

農業経済論Ⅱ 2･3後 2 ○ 1 隔年

財政学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

財政学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 隔年

金融論 2･3･4前 2 ○ 兼1 集中

－ －
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国際経済論Ａ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

国際経済論Ｂ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

環境経済論Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

環境経済論Ⅱ 3･4前 2 ○ 兼1

簿記論Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 兼1

簿記論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 兼1

会計学Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1

会計学Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1

経済外書講読 2･3･4前後 2 ○ 1

時事経済論 2前 2 ○ 1

経済学基礎演習 2後 2 ○ 1

民法（債権各論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（債権各論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

会社法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

商法（総則） 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

労働法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

政治学（政治過程） 1･2･3･4前 2 ○ 兼1 集中

政治学（政治理論） 2･3･4後 2 ○ 兼1 集中

日本経済論 1･2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

管理会計論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

公会計論 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

経済数学（線形代数学） 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

経済数学（微分積分学） 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

日本経済史 1･2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

西洋経済史 1･2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

経済思想 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

企業論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

労働経済論 2･3･4前後 2 ○ 兼1

人的資源管理論 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

地方財政論 1･2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

協同組合論 1･2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

応用マクロ経済学 2･3･4前後 2 ○ 1 隔年

マーケティング論 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年に1回

環境経済論特講 3･4前 2 ○ 兼1

経済学特講 1･2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 4年に1回

理論経済学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

理論経済学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

政治経済学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

農業経済論演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

財政学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

財政学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

社会保障論演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

社会保障論演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

経営学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

経営学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

会計学演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

会計学演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 1

国際経済論演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 1

環境経済論演習Ⅰ 3･4前 2 ○ 兼1

環境経済論演習Ⅱ 3･4後 2 ○ 兼1

憲法（統治機構）Ⅰ 2･3前 2 ○ 1 隔年

憲法（統治機構）Ⅱ 2･3後 2 ○ 1 隔年

行政法（作用法総論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政法（作用法総論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

行政法（救済法）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政法（救済法）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

民法（物権）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（物権）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（債権総論）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年
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民法（債権総論）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

民法（家族法）Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

民法（家族法）Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

会社法Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

商法（商取引法） 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

社会保障法 2･3･4前 2 ○ 1 3年1回

金融法 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年1回

知的財産法 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中 3年1回

刑法総論Ⅰ 1･2･3前 2 ○ 1

刑法総論Ⅱ 1･2･3後 2 ○ 1

刑法各論Ⅰ 2･3･4前 2 ○ 1 隔年

刑法各論Ⅱ 2･3･4後 2 ○ 1 隔年

行政学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1 隔年

行政学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年

国際政治学Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

国際政治学Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 隔年

特別研究 4前後 6 4 3

小計（90科目） － 0 184 0 7 7 0 0 0 兼34

12
455
～
463

2 7 8 0 0 0 兼311

［法学コース］
　全学共通教育から３５単位（必修４単位を含む），学部共通科目の必
修科目４単位，課程導入科目の必修科目４単位，課程共通科目の選択科
目から８単位，コース基礎科目の必修科目８単位，プログラム基礎科目
の選択科目から２６単位，プログラム展開科目の選択科目（特別研究６
単位含む）から３２単位の１２５単位以上修得すること。プログラム展
開科目の３２単位には，自由選択科目の１２単位が含まれる。
［経済コース］
　全学共通教育から３５単位（必修４単位を含む），学部共通科目の必
修科目４単位，課程導入科目の必修科目４単位，課程共通科目の選択科
目から８単位，コース基礎科目の必修科目３２単位，コース展開科目の
選択科目（特別研究６単位含む）から３４単位の１２５単位以上修得す
ること。コース展開科目の３４単位には，自由選択科目の１２単位が含
まれる。
（履修科目の登録の上限：１学期２４単位（ただし、成績優秀者及び編
入学生は２８単位））

学位又は称号 法学関係、経済学関係

合計（285科目） － －

　
展
開
科
目

　
経
済
コ
ー

ス
科
目

－

１時限の授業時間 ９０分

－

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

　学士（総合科学） 学位又は学科の分野
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必
修
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択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎ゼミナール 1前 1 ○ 1 1

初年次自由ゼミナール 1後 1 ○ 兼6

小計（２科目） － 1 0 1 1 1 0 0 0 兼6

英語総合Ⅰ（初級） 1前後 1 ○ 兼4

英語総合Ⅱ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語総合Ⅰ（中級） 1前後 1 ○ 兼11

英語総合Ⅱ（中級） 1前後 1 ○ 兼9

英語総合Ⅰ（上級） 1前後 1 ○ 兼8

英語総合Ⅱ（上級） 1前後 1 ○ 兼9

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前後 1 ○ 兼8

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前後 1 ○ 兼6

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前後 1 ○ 兼7

英語基礎 1前 1 ○ 兼1

英語発展Ａ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｂ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｃ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｄ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｅ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｆ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｇ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｈ 2・3後 1 ○ 兼1

初級ドイツ語（入門） 1前後 1 ○ 兼7

初級ドイツ語（発展） 1前後 1 ○ 兼7

中級ドイツ語 1後 1 ○ 兼1

初級フランス語(入門) 1前後 1 ○ 兼11

初級フランス語(発展) 1前後 1 ○ 兼9

中級フランス語 1後 1 ○ 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1 ○ 兼1

初級ロシア語(発展) 1前 1 ○ 兼1

中級ロシア語 1後 1 ○ 兼3

初級中国語（入門） 1前後 1 ○ 兼5

初級中国語（発展） 1前後 1 ○ 兼6

中級中国語 1後 1 ○ 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 ○ 兼3

初級韓国語（発展） 1前後 1 ○ 兼3

中級韓国語 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｄ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 ○ 兼1

小計（４４科目） － 0 43 1 0 0 0 0 0 兼61

健康・スポーツＡ 1前 1 ○ 兼1

健康・スポーツＢ 1後 1 ○ 兼1

健康・スポーツＣ（シーズン) 1・2後 1 ○ 兼2 集中

小計（３科目） － 1 2 0 0 0 0 0 0 兼3

情報基礎 1前 2 ○ 兼1

小計（１科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼1

－

－

－

－

－

－

－

－

共
通
基
礎
科
目

外
国
語
科
目

（別添２－２）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（人文社会科学部環境科学課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

全
学
共
通
教
育

専任教員等の配置

備考

転換
教育
科目

健
康・
ス

ポー
ツ科
目

情報
科目
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哲学の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼1

倫理学の世界 1・2後 2 ○ 兼1

日本の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

アジアの思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

欧米の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

日本の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

アジアの歴史と文化 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

ジェンダーの歴史と文化 1・2前 2 ○ 兼1

女性と科学の関係史 1・2後 2 ○ 兼1

大学の歴史と現在 1・2前 2 ○ 兼1

岩手大学ミュージアム学 1・2前 2 ○ 兼1

人類の歴史と地球の現在 1・2後 2 ○ 兼1

日本事情Ａ 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ｂ 1・2後 2 ○ 兼1

思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

心の理解 1・2前後 2 ○ 兼8

日本の文学 1・2前後 2 ○ 兼2

言葉の世界 1・2前後 2 ○ 兼3

中国の文学 1・2前後 2 ○ 兼1

欧米の文学 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の言語論 1・2前 2 ○ 兼1

芸術の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

日本語表現技術入門 1・2前 2 ○ 兼1

心と表象 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 1 0 0 0 0 兼30

市民生活と法 1・2前 2 ○ 兼4

憲法 1・2前後 2 ○ 兼5

経済のしくみ 1・2前後 2 ○ 1 兼2

現代社会と経済 1・2前後 2 ○ 兼5

市民と政治 1・2前 2 ○ 兼2

現代政治を見る眼 1・2後 2 ○ 兼2

社会的人間論 1・2前後 2 ○ 兼5

現代社会の社会学 1・2前後 2 ○ 1 兼4

地域と生活 1・2前 2 ○ 兼2

地域と社会 1・2後 2 ○ 兼2

対人関係の心理学 1・2前後 2 ○ 兼3

知的財産入門 1・2前 2 ○ 兼1 集中

著作権法概論 1・2前 2 ○ 兼1

知財ワークショップ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

キャリアを考える 1・2前後 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＡ 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＢ 1・2後 2 ○ 兼1

持続可能なコミュニティーづくり実践学 1・2前 2 ○ 1

地元の企業に学ぶＥＳＤ 1・2後 2 ○ 1

地場産業・企業論 1・2前 2 ○ 兼1 集中

社会と知的財産 1・2後 2 ○ 兼1

ボランティアとリーダーシップ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

科学・技術と現代社会 1・2前 2 ○ 兼1

公共社会 1・2前 2 ○ 兼1

現代の諸問題 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 0 4 0 0 0 兼35

生命のしくみ 1・2前後 2 ○ 1 兼3

生物の世界 1・2後 2 ○ 兼1

自然のしくみ 1・2前後 2 ○ 1 兼1

自然と数理 1・2前後 2 ○ 2

数理のひろがり 1・2前後 2 ○ 1 兼1

宇宙のしくみ 1・2前後 2 ○ 1 1

物質の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼1

自然と法則 1・2前後 2 ○ 兼1

自然と数理の世界 1・2前 2 ○ 兼1

科学と技術の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

くらしと科学技術 1・2後 2 ○ 兼1

全
学
共
通
教
育

教
養
科
目

－

－

人
間
と
文
化

人
間
と
自
然

人
間
と
社
会

－

－

岩手大学－81



科学技術 1・2前 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 4 4 0 0 0 兼11

「環境」を考える 1後 2 ○ 兼1

生活と環境 1後 2 ○ 兼1

都市と環境 1後 2 ○ 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 ○ 1

地球環境と社会 1後 2 ○ 1

水と環境 1後 2 ○ 兼1

廃棄物と環境 1後 2 ○ 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 ○ 兼1

森林と環境 1後 2 ○ 兼1

動物と環境 1後 2 ○ 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 ○ 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 ○ 1

小計（１２科目） － 0 24 0 2 1 0 0 0 兼9

文化の伝統と現代 2後 2 ○ 兼1

コミュニケーションの現在 1・2後 2 ○ 兼1

現代社会をみる視角 1・2後 2 ○ 兼1

岩手の研究 1・2後 2 ○ 兼1

岩手大学論 1・2後 2 ○ 兼1

これからの健康科学 2後 2 ○ 兼1

図書館への招待 1・2後 2 ○ 兼1

宮沢賢治の思想と文学 1・2後 2 ○ 兼1

環境マネジメント実践学 1・2前 2 ○ 1

いわて学Ⅰ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

いわて学Ⅱ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

国際研修　－エネルギーと持続可能な社会－ 2前 2 ○ 兼1 集中

危機管理と復興 1・2後 2 ○ 兼1 集中

総合科目特別講義 2前 2 ○ 兼1

小計（１４科目） － 0 28 0 0 1 0 0 0 兼10

男女共同参画の実践を学ぶ 3後 2 ○ 兼1 集中

都市の自然再生プランニング 3前 2 ○ 兼1

北上川流域学実習 3前 2 ○ 兼1 集中

津波の実際から防災を考える 3前 2 ○ 兼1 集中

環境都市盛岡づくりプロジェクト 3前 2 ○ 兼1

社会のなかの法律問題を考える 3前 2 ○ 兼1

日本の文化・社会と国際ボランティア 3前 2 ○ 兼1

異文化理解と実践 3後 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

小計（１０科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼9

総合科学論 3前後 4 ○ 6 7 兼53

日韓学生の協働研修Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 1 1 集中

日韓学生の協働研修Ⅱ 2･3･4前後 2 ○ 1 1 集中

西部カトリック大学語学研修 2･3前後 2 ○ 1 1 集中

課題解決型国際研修（英語） 2･3前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（ドイツ語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（フランス語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

課題解決型国際研修（中国語） 1･2前後 2 ○ 2 2 集中

小計（8科目） － 4 14 0 6 7 0 0 0 兼53

環境科学入門Ⅰ 1前 2 ○ 6 7

環境科学入門Ⅱ 1後 2 ○ 6 7

環境科学演習 2前 2 ○ 6 7

環境情報演習 1後 2 ○ 3 3

持続可能な社会論Ａ 2後 2 ○ 2 2

環境基礎化学 1･2前 2 ○ 1

環境基礎熱学 1･2前 2 ○ 1

環境統計学Ⅰ 1･2後 2 ○ 1

環境政策論Ⅰ 1･2後 2 ○ 1

環境経済論Ⅰ 2･3前 2 ○ 1

環境文化論Ⅰ 1･2後 2 ○ 1

環境社会学Ⅰ 2･3前 2 ○ 1

　
課
程
科
目
・
コ
ー

ス
科
目

教
養
科
目 環

境
教
育
科
目

－

－

学
部
共
通
科
目

総
合
科
目

－

－

－

全
学
共
通
教
育

－

－

－

－

導入
科目

　
基
礎
科
目

－

高
年
次
課
題
科
目
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環境生態モデル論 2･3後 2 ○ 1

放射線環境論 2･3前 2 ○ 1

資源エネルギー論 2･3後 2 ○ 1 隔年

宇宙地球進化論 2･3前 2 ○ 1

景観生態学 2･3後 2 ○ 1

環境動物学 2･3後 2 ○ 兼1 隔年

環境化学 2･3後 2 ○ 1 隔年

環境情報論 2･3後 2 ○ 1 隔年

環境基礎数学 2･3前 2 ○ 1

数理社会科学 2･3後 2 ○ 兼1

地球規模環境論 2･3後 2 ○ 1 隔年

植生科学 2･3前 2 ○ 1

保全生態学 2･3前 2 ○ 1

環境統計学Ⅱ 2･3前 2 ○ 1

環境政策論Ⅱ 2･3前 2 ○ 1

環境経済論Ⅱ 2･3後 2 ○ 1

環境経済論特講 3･4前 2 ○ 1

環境文化論Ⅱ 2･3後 2 ○ 1

環境文化論特講 3･4前 2 ○ 1

環境社会学Ⅱ 2･3後 2 ○ 1

環境社会学特講 2･3後 2 ○ 1 隔年

環境社会調査基礎 2･3前 2 ○ 1

環境思想史 2･3前 2 ○ 1 隔年

環境倫理学 2･3前 2 ○ 1 隔年

環境科学特講Ａ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学特講Ｂ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学特講Ｃ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学特講Ｄ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学特講Ｅ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学特講Ｆ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学特講Ｇ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学特講Ｈ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学特講Ⅰ 2･3･4前後 2 ○ 兼1 集中

環境科学実験 3前 2 ○ 3 2

2･3前 2 ○ 1 隔年

環境社会調査実習 2･3後 2 ○ 1 隔年

野外生物学実習 2･3前 2 ○ 1 集中

環境マネジメント実践演習 2後 2 ○ 1

特別演習Ⅰ 3前 2 ○ 6 7

特別演習Ⅱ 3後 2 ○ 6 7

特別研究 4前後 6 6 7

小計（53科目） － 20 90 0 6 7 0 0 0 兼11

28 345 2 6 7 0 0 0 兼221

　
課
程
科
目
・
コ
ー

ス
科
目

卒業要件及び履修方法 授業期間等

－

－

この
うち
毎年
１～
２科
目を
開講

持続可能な社会論Ｂ(南北問題と環境)

　
展
開
科
目

－

特別研
究関連
科目

１学年の学期区分

－

学位又は称号 　学士（総合科学） 学位又は学科の分野 学際領域

合計（61科目）

　全学共通教育から３５単位（必修４単位を含む），学部共通科目の必
修科目４単位，課程・コース導入科目の必修科目４単位，課程・コース
基礎科目の必修科目６単位及び選択科目から８単位，課程・コース展開
科目と関連他課程科目の選択科目から３８単位，自由選択科目から１２
単位，特別研究関連科目の必修科目１０単位の１２５単位以上修得する
こと。
（履修科目の登録の上限：１学期２４単位（ただし、成績優秀者及び編
入学生は２８単位））

２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎ゼミナール 1前 1 ○ 3 1 兼2

初年次自由ゼミナール 1後 1 ○ 兼6

小計（２科目） － 1 0 1 3 1 0 0 0 兼8 －

英語総合Ⅰ（初級） 1前後 1 ○ 兼4

英語総合Ⅱ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語総合Ⅰ（中級） 1前後 1 ○ 兼11

英語総合Ⅱ（中級） 1前後 1 ○ 兼9

英語総合Ⅰ（上級） 1前後 1 ○ 兼8

英語総合Ⅱ（上級） 1前後 1 ○ 兼9

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前後 1 ○ 兼8

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前後 1 ○ 兼6

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前後 1 ○ 兼7

英語基礎 1前 1 ○ 兼1

英語発展Ａ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｂ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｃ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｄ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｅ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｆ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｇ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｈ 2・3後 1 ○ 兼1

初級ドイツ語（入門） 1前後 1 ○ 兼7

初級ドイツ語（発展） 1前後 1 ○ 兼7

中級ドイツ語 1後 1 ○ 兼1

初級フランス語(入門) 1前後 1 ○ 兼11

初級フランス語(発展) 1前後 1 ○ 兼9

中級フランス語 1後 1 ○ 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1 ○ 兼1

初級ロシア語(発展) 1前 1 ○ 兼1

中級ロシア語 1後 1 ○ 兼3

初級中国語（入門） 1前後 1 ○ 兼5

初級中国語（発展） 1前後 1 ○ 兼6

中級中国語 1後 1 ○ 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 ○ 兼3

初級韓国語（発展） 1前後 1 ○ 兼3

中級韓国語 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｄ 1前 1 ○ 1

上級日本語Ｅ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 ○ 1 兼1

上級日本語Ｈ 1後 1 ○ 兼1

小計（４４科目） － 0 43 1 2 0 0 0 0 兼59 －

健康・スポーツＡ 1前 1 ○ 1

健康・スポーツＢ 1後 1 ○ 1

健康・スポーツＣ（シーズン) 1・2後 1 ○ 1 兼1 集中

小計（３科目） － 1 2 0 2 1 0 0 0 兼1 －

授業形態 専任教員等の配置

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

【既設】（教育学部生涯教育課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

備考

全
学
共
通
教
育

転換
教育
科目

－

共
通
基
礎
科
目

外
国
語
科
目

－

－
健

康・
ス

ポー
ツ科
目
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情報基礎 1前 2 ○ 兼1

小計（１科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼1 －

哲学の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

倫理学の世界 1・2後 2 ○ 1

日本の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

アジアの思想と文化 1・2前 2 ○ 1

欧米の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

日本の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 1 兼1

アジアの歴史と文化 1・2後 2 ○ 1

欧米の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 1 兼1

ジェンダーの歴史と文化 1・2前 2 ○ 兼1

女性と科学の関係史 1・2後 2 ○ 兼1

大学の歴史と現在 1・2前 2 ○ 兼1

岩手大学ミュージアム学 1・2前 2 ○ 兼1

人類の歴史と地球の現在 1・2後 2 ○ 1

日本事情Ａ 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ｂ 1・2後 2 ○ 兼1

思想と文化 1・2前 2 ○ 1

心の理解 1・2前後 2 ○ 兼8

日本の文学 1・2前後 2 ○ 兼2

言葉の世界 1・2前後 2 ○ 兼3

中国の文学 1・2前後 2 ○ 兼1

欧米の文学 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の言語論 1・2前 2 ○ 兼1

芸術の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

日本語表現技術入門 1・2前 2 ○ 兼1

心と表象 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 2 1 0 0 0 兼28 －

市民生活と法 1・2前 2 ○ 兼4

憲法 1・2前後 2 ○ 兼5

経済のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼3

現代社会と経済 1・2前後 2 ○ 兼5

市民と政治 1・2前 2 ○ 兼2

現代政治を見る眼 1・2後 2 ○ 兼2

社会的人間論 1・2前後 2 ○ 兼3

現代社会の社会学 1・2前後 2 ○ 兼3

地域と生活 1・2前 2 ○ 兼1

地域と社会 1・2後 2 ○ 兼1

対人関係の心理学 1・2前後 2 ○ 兼2

知的財産入門 1・2前 2 ○ 兼1 集中

著作権法概論 1・2前 2 ○ 兼1

知財ワークショップ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

キャリアを考える 1・2前後 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＡ 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＢ 1・2後 2 ○ 兼1

持続可能なコミュニティーづくり実践学 1・2前 2 ○ 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ 1・2後 2 ○ 兼1

地場産業・企業論 1・2前 2 ○ 兼1 集中

社会と知的財産 1・2後 2 ○ 兼1

ボランティアとリーダーシップ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

科学・技術と現代社会 1・2前 2 ○ 兼1

公共社会 1・2前 2 ○ 兼1

現代の諸問題 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 0 0 0 0 0 兼38 －

生命のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼4

生物の世界 1・2後 2 ○ 兼1

自然のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と数理 1・2前後 2 ○ 兼2

数理のひろがり 1・2前後 2 ○ 兼2

宇宙のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

物質の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と法則 1・2前後 2 ○ 兼1

自然と数理の世界 1・2前 2 ○ 兼1

科学と技術の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

－

人
間
と
社
会

－

人
間
と
自
然

情報
科目

全
学
共
通
教
育

教
養
科
目

人
間
と
文
化

－
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くらしと科学技術 1・2後 2 ○ 兼1

科学技術 1・2前 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼19 －

「環境」を考える 1後 2 ○ 兼1

生活と環境 1後 2 ○ 兼1

都市と環境 1後 2 ○ 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 ○ 兼1

地球環境と社会 1後 2 ○ 兼1

水と環境 1後 2 ○ 兼1

廃棄物と環境 1後 2 ○ 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 ○ 兼1

森林と環境 1後 2 ○ 兼1

動物と環境 1後 2 ○ 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 ○ 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼12 －

文化の伝統と現代 2後 2 ○ 兼1

コミュニケーションの現在 1・2後 2 ○ 兼1

現代社会をみる視角 1・2後 2 ○ 兼1

岩手の研究 1・2後 2 ○ 兼1

岩手大学論 1・2後 2 ○ 兼1

これからの健康科学 2後 2 ○ 1

図書館への招待 1・2後 2 ○ 兼1

宮沢賢治の思想と文学 1・2後 2 ○ 兼1

環境マネジメント実践学 1・2前 2 ○ 兼1

いわて学Ⅰ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

いわて学Ⅱ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

国際研修　－エネルギーと持続可能な社会－ 2前 2 ○ 兼1 集中

危機管理と復興 1・2後 2 ○ 兼1 集中

総合科目特別講義 2前 2 ○ 兼1

小計（１４科目） － 0 28 0 0 1 0 0 0 兼10 －

男女共同参画の実践を学ぶ 3後 2 ○ 兼1 集中

都市の自然再生プランニング 3前 2 ○ 兼1

北上川流域学実習 3前 2 ○ 兼1 集中

津波の実際から防災を考える 3前 2 ○ 兼1 集中

環境都市盛岡づくりプロジェクト 3前 2 ○ 兼1

社会のなかの法律問題を考える 3前 2 ○ 兼1

日本の文化・社会と国際ボランティア 3前 2 ○ 兼1

異文化理解と実践 3後 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

小計（１０科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼9 －

2･3･4前 2 ○ 1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1
スポーツ
教育コー
スは必修

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 1

－ 0 16 0 2 0 0 0 0 兼5 －

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

生涯学習計画論

博物館概論

総
合
科
目

－

高
年
次
課
題
科
目

－

全
学
共
通
教
育

教
養
科
目

日本語の歴史Ⅱ

日本語の語彙

課
程
共
通
科
目

現代日本語文化論

地域社会論

生涯スポーツ概論

教育概論

生涯学習概論Ⅰ

生涯学習概論Ⅱ

小計（8科目） －

地域言語論

地域の文学誌

日本語と社会

日本語の歴史Ⅰ

－

日本語の文法

現代社会と日本文学

日本児童文学史

漢字の文化誌

中国古典と日本文化

書概論

－

環
境
教
育
科
目

コ
ー

ス
基
礎
科
目

日
本
語
・
地
域
文
化
コ
ー

ス
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2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

1･2･3前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

1･2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

1･2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

－ 0 54 0 4 1 0 0 0 兼10 －

日本語表現論 2･3･4前 2 ○ 兼1

日本語学特別演習 2･3･4後 2 ○ 1

日本語情報処理 2･3･4後 2 ○ 1

話し言葉と表現 2･3･4前 2 ○ 兼1

日本語の諸相 2･3･4前 2 ○ 兼1

日本語と外国語 2･3･4前 2 ○ 1

日本文学の理論 2･3･4後 2 ○ 兼1

語りと文学 2･3･4前 2 ○ 兼1

論語講読 2･3･4後 2 ○ 兼1

日中比較言語論 2･3･4後 2 ○ 兼1

中国書史 2後 2 ○ 兼1

日本書史 3前 2 ○ 兼1

楷書法Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

行書法Ⅰ 3後 2 ○ 兼1

平泉文化と日本中世社会 2･3･4後 2 ○ 1

日本史特別演習ＡⅠ 2･3･4前 2 ○ 1

日本史特別演習ＡⅡ 2･3･4前 2 ○ 1

日本史特別演習ＡⅢ 2･3･4前 2 ○ 1

日本史特別演習ＡⅣ 2･3･4前 2 ○ 1

日本史特別演習ＡⅤ 2･3･4前 2 ○ 1

日本史特別演習ＡⅥ 2･3･4前 2 ○ 1

日本史特別演習ＢⅠ 2･3･4後 2 ○ 1

日本史特別演習ＢⅡ 2･3･4後 2 ○ 1

日本史特別演習ＢⅢ 2･3･4後 2 ○ 1

日本史特別演習ＢⅣ 2･3･4後 2 ○ 1

日本史特別演習ＢⅤ 2･3･4後 2 ○ 1

日本史特別演習ＢⅥ 2･3･4後 2 ○ 1

地域文化史実習 3･4前後 1 ○ 1

古文書学 3･4前後 2 ○ 1

西洋文化史特殊講義 2･3･4前後 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＡⅠ 2･3･4前 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＡⅡ 2･3･4前 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＡⅢ 2･3･4前 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＡⅣ 2･3･4前 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＡⅤ 2･3･4前 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＡⅥ 2･3･4前 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＢⅠ 2･3･4後 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＢⅡ 2･3･4後 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＢⅢ 2･3･4後 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＢⅣ 2･3･4後 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＢⅤ 2･3･4後 2 ○ 1

西洋文化史特別演習ＢⅥ 2･3･4後 2 ○ 1

西洋史史料講読Ⅰ 2前 2 ○ 1

西洋史史料講読Ⅱ 2後 2 ○ 1

西洋史史料講読Ⅲ 3前 2 ○ 1

西洋史史料講読Ⅳ 3後 2 ○ 1

考古学特殊講義 2･3･4後 2 ○ 1

考古学特別演習ＡⅠ 2･3･4前 2 ○ 1

人権と教育

地域マネジメント

地域の環境保全

地域社会と社会教育

岩手郷土文化論

考古学概論

日本史概論Ⅰ

哲学概論

倫理学概論

宗教学概論

小計（27科目） －

日本史概論Ⅱ

西洋史概論

東洋史概論

地理学概論

法学概論

コ
ー

ス
基
礎
科
目

コ
ー

ス
発
展
科
目

日
本
語
・
地
域
文
化
コ
ー

ス
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考古学特別演習ＡⅡ 2･3･4前 2 ○ 1

考古学特別演習ＡⅢ 2･3･4前 2 ○ 1

考古学特別演習ＡⅣ 2･3･4前 2 ○ 1

考古学特別演習ＡⅤ 2･3･4前 2 ○ 1

考古学特別演習ＡⅥ 2･3･4前 2 ○ 1

考古学特別演習ＢⅠ 2･3･4後 2 ○ 1

考古学特別演習ＢⅡ 2･3･4後 2 ○ 1

考古学特別演習ＢⅢ 2･3･4後 2 ○ 1

考古学特別演習ＢⅣ 2･3･4後 2 ○ 1

考古学特別演習ＢⅤ 2･3･4後 2 ○ 1

考古学特別演習ＢⅥ 2･3･4後 2 ○ 1

考古学実習Ⅰ 3･4前後 1 ○ 1

考古学実習Ⅱ 3･4前後 1 ○ 1

歴史教育特別演習Ⅰ 2前 2 ○ 1

歴史教育特別演習Ⅱ 2後 2 ○ 1

歴史教育特別演習Ⅲ 3前 2 ○ 1

歴史教育特別演習Ⅳ 3後 2 ○ 1

歴史教育特別演習Ⅴ 4前 2 ○ 1

歴史教育特別演習Ⅵ 4後 2 ○ 1

日本近現代史 2･3･4後 2 ○ 1

地域・文化・振興特別演習 1･2後 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＡⅠ 2･3･4前 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＡⅡ 2･3･4前 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＡⅢ 2･3･4前 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＡⅣ 2･3･4前 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＡⅤ 2･3･4前 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＡⅥ 2･3･4前 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＢⅠ 2･3･4後 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＢⅡ 2･3･4後 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＢⅢ 2･3･4後 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＢⅣ 2･3･4後 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＢⅤ 2･3･4後 2 ○ 1

文化地理学特別演習ＢⅥ 2･3･4後 2 ○ 1

自然災害と防災 2･3･4後 2 ○ 1

地域と民族 2･3･4前 2 ○ 1

地誌学概論 2･3･4前 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＡⅠ 2･3･4前 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＡⅡ 2･3･4前 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＡⅢ 2･3･4前 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＡⅣ 2･3･4前 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＡⅤ 2･3･4前 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＡⅥ 2･3･4前 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＢⅠ 2･3･4後 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＢⅡ 2･3･4後 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＢⅢ 2･3･4後 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＢⅣ 2･3･4後 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＢⅤ 2･3･4後 2 ○ 1

現代人権論特別演習ＢⅥ 2･3･4後 2 ○ 1

法と人権実習 3,4前後 1 ○ 1

法学外書講読 3･4前後 2 ○ 兼1

現代政治と公民教育 2･3･4後 2 ○ 1

国際政治学 2･3･4前 2 ○ 1

共生の倫理学 2･3･4前 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＡⅠ 2･3･4前 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＡⅡ 1･2･3･4後 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＡⅢ 2･3･4前 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＡⅣ 1･2･3･4後 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＡⅤ 2･3･4前 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＡⅥ 1･2･3･4後 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＢⅠ 2･3･4前 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＢⅡ 2･3･4後 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＢⅢ 2･3･4前 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＢⅣ 2･3･4後 2 ○ 1

共生倫理学特別演習ＢⅤ 2･3･4前 2 ○ 1

コ
ー

ス
発
展
科
目

日
本
語
・
地
域
文
化
コ
ー

ス
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共生倫理学特別演習ＢⅥ 2･3･4後 2 ○ 1

共生風土論実習 3･4前後 1 ○ 1

－ 0 223 0 6 1 0 0 0 兼9 －

1後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

3･4後 2 ○ 1

3･4後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

－ 4 24 0 3 1 0 0 0 兼5 －

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

3･4後 2 ○ 1

3･4前 2 ○ 1

3･4前 2 ○ 1

3･4後 2 ○ 1

3･4後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

2･3･4後 1 ○ 兼1

2･3･4後 1 ○ 兼1

2･3･4前 1 ○ 1

2･3･4前 1 ○ 1

2･3･4後 1 ○ 兼1

2･3･4後 1 ○ 1

2･3･4前 1 ○ 1

2･3･4前 1 ○ 1

2･3･4前 1 ○ 1

2･3･4前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 11 26 0 3 1 0 0 0 兼5 －

2･3前 2 ○ 兼1

2･3後 2 ○ 兼1

3･4後 2 ○ 兼1

3･4後 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3･4前 2 ○ 兼1

3･4後 2 ○ 兼1

3･4前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2･3前 2 ○ 1

2･3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

小計（114科目） －

ス
ポ
ー

ツ
教
育
コ
ー

ス

生涯スポーツ指導論

スポーツ哲学

スポーツ史

スポーツ心理学

スポーツ経営学

スポーツ社会学

スポーツ医学

運動処方

スポーツの技術と指導Ａ

地域におけるスポーツ行政

スポーツ運動学

スポーツ生理学

スポーツ栄養学

中高年の健康と運動

トレーニング論

衛生学（公衆衛生学を含む）

基礎実技Ａ（水泳）

基礎実技Ｂ（体つくり運動）

小計（15科目） －

バイオメカニクス

スポーツの技術と指導Ｂ

スポーツの技術と指導Ｃ

スポーツの技術と指導Ｄ

テーピング論・マッサージ論特別演習

アウトドアスポーツ

ウインタースポーツ

陸上競技

器械運動

柔道

スポーツマネージメント実習

衛生学特講

救急処置

スポーツ学実験

スポーツ学特別演習

小計（27科目）

剣道

ダンス

バレーボール

バスケットボール

ソフトボール

サッカー

テニス

バドミントン

トレーニング実習

－

日本語教育学概論Ⅰ

日本語教育学概論Ⅱ

日本語教授法

日本語教材論

日本語教育実習事前指導

日本語教育実践中国語

保健体育科教育法Ⅰ

保健体育科教育法Ⅱ

日本語教育実習

日本語教育実践英語Ａ

日本語教育実践英語Ｂ

保健体育科教育法Ⅲ

保健体育科教育法Ⅳ

学校保健Ａ

学校保健Ｂ

博物館資料論

博物館経営論

課
程
選
択
科
目

コ
ー

ス
基
礎
科
目

コ
ー

ス
発
展
科
目
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2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

4前 3 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

－ 0 59 0 3 0 0 0 0 兼19 －

4通 6 ○ 9 3 0 0 0

－
10
～
25

366
～
593

2 9 3 0 0 0 兼238 －

博物館教育論

博物館資料保存論

博物館展示論

博物館情報メディア論

博物館実習

社会教育特別演習

社会教育課題研究

生涯学習情報論

職業能力開発論

学位又は学科の分野 文学関係，体育関係

教育文化施設論

青少年教育論

生涯発達心理学

学習情報機器論

小計（30科目） －

２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

卒業研究

合計（370科目） －

学位又は称号 学士（生涯教育）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

「日本語・地域文化コース」「スポーツ教育コース」ともに，全学共通教
育科目33単位，専門科目は91単位（課程共通科目から10単位，コース基礎
科目から20単位，コース発展科目から30単位、課程選択科目から25単位，
卒業研究6単位）以上修得し，合計124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：1学期24単位（ただし、成績優秀者及び教育職免
許上を取得する学生は28単位））

１学年の学期区分

課
程
選
択
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎ゼミナール 1前 1 ○ 兼1

初年次自由ゼミナール 1後 1 ○ 兼6

小計（２科目） － 1 0 1 0 0 0 0 0 兼7 －

英語総合Ⅰ（初級） 1前後 1 ○ 兼4

英語総合Ⅱ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語総合Ⅰ（中級） 1前後 1 ○ 兼11

英語総合Ⅱ（中級） 1前後 1 ○ 兼9

英語総合Ⅰ（上級） 1前後 1 ○ 兼8

英語総合Ⅱ（上級） 1前後 1 ○ 兼9

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1前後 1 ○ 兼5

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1前後 1 ○ 兼8

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1前後 1 ○ 兼7

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1前後 1 ○ 兼6

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1前後 1 ○ 兼7

英語基礎 1前 1 ○ 兼1

英語発展Ａ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｂ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｃ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｄ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｅ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｆ 2・3後 1 ○ 兼1

英語発展Ｇ 2・3前 1 ○ 兼1

英語発展Ｈ 2・3後 1 ○ 兼1

初級ドイツ語（入門） 1前後 1 ○ 兼7

初級ドイツ語（発展） 1前後 1 ○ 兼7

中級ドイツ語 1後 1 ○ 兼1

初級フランス語(入門) 1前後 1 ○ 兼11

初級フランス語(発展) 1前後 1 ○ 兼9

中級フランス語 1後 1 ○ 兼3

初級ロシア語(入門) 1前 1 ○ 兼1

初級ロシア語(発展) 1前 1 ○ 兼1

中級ロシア語 1後 1 ○ 兼3

初級中国語（入門） 1前後 1 ○ 兼5

初級中国語（発展） 1前後 1 ○ 兼6

中級中国語 1後 1 ○ 兼2

初級韓国語（入門） 1前 1 ○ 兼3

初級韓国語（発展） 1前後 1 ○ 兼3

中級韓国語 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ａ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｂ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｃ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｄ 1前 1 ○ 兼1

上級日本語Ｅ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｆ 1後 1 ○ 兼1

上級日本語Ｇ 1後 1 ○ 兼2

上級日本語Ｈ 1後 1 ○ 兼1

小計（４４科目） － 0 43 1 0 0 0 0 0 兼61 －

健康・スポーツＡ 1前 1 ○ 兼1

健康・スポーツＢ 1後 1 ○ 兼1

健康・スポーツＣ（シーズン) 1・2後 1 ○ 兼2 集中

小計（３科目） － 1 2 0 0 0 0 0 0 兼4 －

（別添2－2）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

【既設】（教育学部芸術文化課程）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

備考

授業形態 専任教員等の配置

全
学
共
通
教
育

転換
教育
科目

－

共
通
基
礎
科
目

外
国
語
科
目

－

健
康・
ス

ポー
ツ科
目

－
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情報基礎 1前 2 ○ 兼1

小計（１科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼1 －

哲学の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

倫理学の世界 1・2後 2 ○ 兼1

日本の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

アジアの思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

欧米の思想と文化 1・2前後 2 ○ 兼1

日本の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

アジアの歴史と文化 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の歴史と文化 1・2前後 2 ○ 兼2

ジェンダーの歴史と文化 1・2前 2 ○ 兼1

女性と科学の関係史 1・2後 2 ○ 兼1

大学の歴史と現在 1・2前 2 ○ 兼1

岩手大学ミュージアム学 1・2前 2 ○ 兼1

人類の歴史と地球の現在 1・2後 2 ○ 兼1

日本事情Ａ 1・2前 2 ○ 兼1

日本事情Ｂ 1・2後 2 ○ 兼1

思想と文化 1・2前 2 ○ 兼1

心の理解 1・2前後 2 ○ 兼8

日本の文学 1・2前後 2 ○ 兼2

言葉の世界 1・2前後 2 ○ 兼3

中国の文学 1・2前後 2 ○ 兼1

欧米の文学 1・2後 2 ○ 兼1

欧米の言語論 1・2前 2 ○ 兼1

芸術の世界 1・2前後 2 ○ 1 兼1

日本語表現技術入門 1・2前 2 ○ 兼1

心と表象 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 1 0 0 0 0 兼30 －

市民生活と法 1・2前 2 ○ 兼4

憲法 1・2前後 2 ○ 兼5

経済のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼3

現代社会と経済 1・2前後 2 ○ 兼5

市民と政治 1・2前 2 ○ 兼2

現代政治を見る眼 1・2後 2 ○ 兼2

社会的人間論 1・2前後 2 ○ 兼3

現代社会の社会学 1・2前後 2 ○ 兼3

地域と生活 1・2前 2 ○ 兼1

地域と社会 1・2後 2 ○ 兼1

対人関係の心理学 1・2前後 2 ○ 兼2

知的財産入門 1・2前 2 ○ 兼1 集中

著作権法概論 1・2前 2 ○ 兼1

知財ワークショップ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

キャリアを考える 1・2前後 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＡ 1・2前 2 ○ 兼1

多文化コミュニケーションＢ 1・2後 2 ○ 兼1

持続可能なコミュニティーづくり実践学 1・2前 2 ○ 兼1

地元の企業に学ぶＥＳＤ 1・2後 2 ○ 兼1

地場産業・企業論 1・2前 2 ○ 兼1 集中

社会と知的財産 1・2後 2 ○ 兼1

ボランティアとリーダーシップ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

科学・技術と現代社会 1・2前 2 ○ 兼1

公共社会 1・2前 2 ○ 兼1

現代の諸問題 1・2前 2 ○ 兼1

小計（２５科目） － 0 50 0 0 0 0 0 0 兼38 －

生命のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼4

生物の世界 1・2後 2 ○ 兼1

自然のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と数理 1・2前後 2 ○ 兼2

数理のひろがり 1・2前後 2 ○ 兼2

宇宙のしくみ 1・2前後 2 ○ 兼2

物質の世界 1・2前後 2 ○ 兼2

自然と法則 1・2前後 2 ○ 兼1

自然と数理の世界 1・2前 2 ○ 兼1

科学と技術の歴史 1・2後 2 ○ 兼1

－

人
間
と
社
会

－

人
間
と
自
然

情報
科目

－

全
学
共
通
教
育

教
養
科
目

人
間
と
文
化
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くらしと科学技術 1・2後 2 ○ 兼1

科学技術 1・2前 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼19 －

「環境」を考える 1後 2 ○ 兼1

生活と環境 1後 2 ○ 兼1

都市と環境 1後 2 ○ 兼1

地域の環境保全を考える 1後 2 ○ 兼1

地球環境と社会 1後 2 ○ 兼1

水と環境 1後 2 ○ 兼1

廃棄物と環境 1後 2 ○ 兼1

植物栽培と環境テクノロジー 1後 2 ○ 兼1

森林と環境 1後 2 ○ 兼1

動物と環境 1後 2 ○ 兼1

人の暮らしと生物環境 1後 2 ○ 兼1

環境マネジメントと岩手大学 1後 2 ○ 兼1

小計（１２科目） － 0 24 0 0 0 0 0 0 兼12 －

文化の伝統と現代 2後 2 ○ 兼1

コミュニケーションの現在 1・2後 2 ○ 兼1

現代社会をみる視角 1・2後 2 ○ 兼1

岩手の研究 1・2後 2 ○ 兼1

岩手大学論 1・2後 2 ○ 兼1

これからの健康科学 2後 2 ○ 兼1

図書館への招待 1・2後 2 ○ 兼1

宮沢賢治の思想と文学 1・2後 2 ○ 兼1

環境マネジメント実践学 1・2前 2 ○ 兼1

いわて学Ⅰ 1・2前 2 ○ 兼1 集中

いわて学Ⅱ 1・2後 2 ○ 兼1 集中

国際研修　－エネルギーと持続可能な社会－ 2前 2 ○ 兼1 集中

危機管理と復興 1・2後 2 ○ 兼1 集中

総合科目特別講義 2前 2 ○ 兼1

小計（１４科目） － 0 28 0 0 0 0 0 0 兼11 －

男女共同参画の実践を学ぶ 3後 2 ○ 兼1 集中

都市の自然再生プランニング 3前 2 ○ 兼1

北上川流域学実習 3前 2 ○ 兼1 集中

津波の実際から防災を考える 3前 2 ○ 兼1 集中

環境都市盛岡づくりプロジェクト 3前 2 ○ 兼1

社会のなかの法律問題を考える 3前 2 ○ 兼1

日本の文化・社会と国際ボランティア 3前 2 ○ 兼1

異文化理解と実践 3後 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅰ 3前 2 ○ 兼1

高年次課題科目特別講義Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

小計（１０科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼9 －

1前 2 ○ 9 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 2 ○ 9 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

－ 2 14 0 9 2 0 0 0 兼4 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 ※実習

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 ※演習

－ 0 26 0 5 0 0 0 0 0 －

1･2･3前 2 ○ 1

1･2･3後 2 ○ 1

造形論

デザイン論

色彩論

絵画基礎Ⅰ

－

コ
ー

ス
基
礎
科
目

生涯学習計画論

博物館概論

課
程
共
通
科
目

芸術へのいざない

芸術表現の歴史

芸術鑑賞入門

教育概論

生涯学習概論Ⅰ

生涯学習概論Ⅱ

小計（8科目） －

デザイン表現入門

芸術学入門

絵画基礎Ⅱ

彫刻表現の基礎

工芸表現の基礎

デザイン表現の基礎

製図の基礎

小計（13科目）

彫刻表現入門

工芸表現入門

－

芸術学Ⅰ

芸術学Ⅱ

全
学
共
通
教
育

総
合
科
目

－

高
年
次
課
題
科
目

教
養
科
目

－

環
境
教
育
科
目

－

コース
発展科目

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
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1･2･3後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1 ※演習

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1 ※演習

2･3･4前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3･4前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2･3･4前 1 ○ 兼1

2･3･4後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

－ 0 71 0 5 1 0 0 0 兼10 －

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 ※演習

2前 2 ○ 1 ※実習

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

－ 12 24 0 6 1 0 0 0 兼1 －

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

美術解剖学

絵画表現の指導

彫刻表現の指導

工芸表現の指導

デザイン表現の指導

絵画表現ゼミⅠ

造形の鑑賞と企画

現代の芸術表現

地域の伝統工芸

絵画表現ゼミⅡ

絵画研究ゼミⅠ

絵画研究ゼミⅡ

版画特別演習

彫刻特別演習Ⅰ

彫刻特別演習Ⅱ

野外彫刻特別演習

工芸特別演習Ⅰ

工芸特別演習Ⅱ

窯芸特別演習

染織特別演習

デザイン特別演習Ⅰ

デザイン特別演習Ⅱ

映像メディア特別演習Ⅰ

映像メディア特別演習Ⅱ

芸術学特別演習Ⅰ

芸術学特別演習Ⅱ

美術教育特別演習Ⅰ

美術教育特別演習Ⅱ

美術実地研修Ⅰ

美術実地研修Ⅱ

絵画実習

版画実習

彫刻実習

塑像実習

仮名書法Ⅰ

漢文学概論

工芸実習

窯芸実習

染織実習

デザイン実習

映像メディア実習

小計（41科目） －

書概論

中国書史

日本書史

楷書法Ⅰ

行書法Ⅰ

造形論

デザイン論

絵画基礎Ⅰ

彫刻表現入門

工芸表現入門

デザイン表現入門

漢字の文化誌

中国古典と日本文化

楷書法Ⅱ

絵画基礎Ⅱ

彫刻表現の基礎

工芸表現の基礎

デザイン表現の基礎

製図の基礎

小計（18科目） －

国文学史古代篇

国文学史中世篇

昔話と文学

子どもと詩の世界

日本児童文学史

行書法Ⅱ

草書法Ⅰ

コ
ー

ス
発
展
科
目

書
道
コ
ー

ス

コ
ー

ス
基
礎
科
目

コ
ー

ス
発
展
科
目

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
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3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1 ※演習

2後 2 ○ 1 1 ※演習

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1･2後 4 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

－ 16 34 0 1 1 0 0 0 兼8 －

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

－ 0 24 0 3 1 0 0 0 兼1 －

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2後 2 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

3･4前後 4 ○ 1

3･4前後 4 ○ 1

3･4前後 4 ○ 1

3･4前後 4 ○ 兼1

3･4前後 4 ○ 1

3･4前後 4 ○ 1 1

－ 0 54 0 3 1 0 0 0 兼4 －

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

音楽科教育法Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

音楽科教育法Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

音楽科教育法Ⅲ 3後 2 ○ 兼1

音楽科教育法演習Ａ 2後 1 ○ 兼1

草書法Ⅱ

篆書法

隷書法

仮名書法Ⅱ

－

仮名書法Ⅲ

篆刻法

漢字仮名交じり書法

実用書法

書論

書鑑賞論

器楽ＢⅠ

器楽ＢⅡ

書表現特別演習

応用書法

書実地研修

書特殊講義

小計（24科目）

ソルフェージュⅠ

ソルフェージュⅡ

声楽Ⅰ

声楽Ⅱ

器楽ＡⅠ

器楽ＡⅡ

合唱

合奏

音楽理論Ⅰ

音楽理論Ⅱ

音楽史Ａ

音楽史Ｂ

音楽学特殊講義

音声学

小計（16科目）

声楽演習

器楽演習Ａ

器楽演習Ｂ

作曲演習

音楽学演習

音楽科教育学演習

小計（24科目）

－

声楽Ⅲ

声楽Ⅳ

器楽ＢⅣ

管弦楽

弦楽器

打楽器

伴奏法

指揮法

器楽ＡⅢ

器楽ＡⅣ

器楽ＢⅢ

－

美術科教育法Ⅰ

美術科教育法Ⅱ

美術科教育法Ⅲ

書道科教育法Ⅰ

書道科教育法Ⅱ

書道科教育法演習

美術科教育法Ⅳ

工芸科教育法Ⅰ

工芸科教育法Ⅱ

コ
ー

ス
基
礎
科
目

コ
ー

ス
発
展
科
目

コ
ー

ス
発
展
科
目

課
程
選
択
科
目

書
道
コ
ー

ス

音
楽
コ
ー

ス

和声法Ⅰ

和声法Ⅱ

作曲法Ⅰ

作曲法Ⅱ

楽曲分析

コンサート・マネージメント

音楽療法
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音楽科教育法演習Ｂ 2前 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

4前 3 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

－ 0 54 0 1 1 0 0 0 兼17 －

4通 6 ○ 9 3 0 0 0

－
12
～
40

367
～
406

2 9 3 0 0 0 兼227 －

学位又は称号

博物館資料論

博物館経営論

課
程
選
択
科
目

美術関係，音楽関係

生涯学習情報論

職業能力開発論

教育文化施設論

青少年教育論

生涯発達心理学

学習情報機器論

1学期の授業期間 1５週

博物館教育論

博物館資料保存論

博物館展示論

博物館情報メディア論

博物館実習

社会教育特別演習

社会教育課題研究

学士（芸術文化） 学位又は学科の分野

小計（29科目） －

卒業研究

合計（322科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

「美術・デザインコース」「書道コース」「音楽コース」ともに，全学共
通教育科目33単位，専門科目は91単位（課程共通科目から10単位，コース
基礎科目から20単位，コース発展科目から30単位、課程選択科目から25単
位，卒業研究6単位）以上修得し，合計124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：1学期24単位（ただし、成績優秀者及び教育職免
許上を取得する学生は28単位））

1学年の学期区分 2期

1時限の授業時間 ９０分
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